
平 成 2 4年 1 2月 2 4目

新基本計画の検討状況等について

新基本計画における葛飾区の将来人口推計 (再推計)に ついて

月晴奈1の とお り

基本計画書構成 (案)に ついて

丹い木2の とお り

区民tア,ゴ,ま兄を伺 う会の開催について

新基本計画策定にあたり、広く匹民の意見を取 り入れるため 「区民のま意 兜とをイ司

う会」を開催
▼
する!

11)実 施 対時及Lド会場

|    1       賃 催 月中       1    会   場     |

1争1回子を:iま:1景|!ェrs品)分まで 景努鱗野十
′夕~|

よ:T_!登笙!ユこi_主!___二重竪I三工上
十枠口1子を免晶∵1札i11五 1111背|…

舛
|

12)1非1催メ」容

1)基本〔手1把1(にや間のまとめ)の 言売明

●意_見聴取

(3)区 民・卜の1司知等

●広報かつしか (3月 25日 号)(予 定)及 び区ホーム八―ジ幸により、一般区

民の参加者を募集 し、電子中論又は電話 (コールセンター)で 事前に中込み

をしィていただくc

O匹 内関係団体等に個別にご案内し、出席者の推薦を依頼する。

(4)実 施結果の公表

出された意見の慨要、意見に対する区の考え方等をホーム人―ジで公開する。



4

( 1

葛飾区基本計画策定検討会議の開催状況について

)基 本計画策定検討会議開催状況

1戸転稲ン晶柘覆嬰声屯鷲鰈再|… __1第 1分野策定検討会議 1平成 24年 2月 16日
1 第 3 回 1 第

1 々野策定検
評

会議 1 平成 数 年 2 月 亜 日
| ′ r―々  r、 口_L_■  卜   ヵ  巾 ■ ユ

第3回御
曳姦ギちL怪整ゴ 牟

″
嘉3革38本ffど整午まで1多話糸

。
坊

~~
一

― 一         ―  ― ― ― 一 ― 一 一 ― ― 一 ― _ _ _ _ _ 一 一 十 一 ― 一 _ _ 一 ― ―

ト

ー ー ー          ー ー ー ー

1                                  1                                       1

1 第
3 回

賓デ比笠乳繁 野「

寸会議 平成 数 年 2 月 T 目

サ;、i 、キ | を ニクス “)ロキ チ、こ 打 ロキ i
|オ

サ。~Hl l―
一生涯学習 (とえ、れこ

と
ヽ
=上

午後 2時 か え)4時 まで   1多 目的ホール    |

( 2 )第 島画竜飾区基本詩可策定検討会議次第及び提出資料

別▼H〔〔お|つとお り
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第 3回葛飾区基本計画策定検討会議

【第1分野―健康と福祉―】

平成 24年 2月 16日 (木)午 後 2時 ～

男女平等推進センター多目的ホール

1 開 会

2 報 告事項

(1)新 基本計画における葛飾区の将来人 口推計 (再推計)に ついて

3 議 事

(1)基 本計画書構成 (案)に ついて

(2)基 本計画 (基本 目標別計画部分)(案 )に ついて

4 そ の他

5 閉 会

【配布資料】

省略 資 料 1 新 基本計画における葛飾区の将来人口推計 (再推計)

省略 資 料2 基 本計画書構成 (案)

資料 3 基 本計画 (基本目標別計画部分)(案 )【―健康と福祉一】

省略 補 足資料 第 2回葛飾区基本計画策定検討会議 【第 1分野一健康と福祉―】

委員ご意見とその対応

省BHZ 参考資料 今 後の計画策定スケジュール





基本計画 (基本目標別計画部分)(案 )

本目標 1 安 心 して健やかに暮 らせるまち (健康と福祉)

政策 1 健 康

生涯にわたり健康に暮らせるようにします

政策 2 医 療

必要な医療を受けられるよ

政策 3 衛 生

衛生的で快適な環境を整え、

うにします

健康被害を防止します …………………………………………………………………12

資料 3-1

政策 4 高 齢者支援

高齢者が住み慣れた地域でいきいきと安フトして暮らせるようにします ………………………………… 17

政策 5 障 害者支援

障害者が地域社会の中でともに支えあう一員としていきいきと暮らせるようにします … …24

政策 6 子 ども・家庭支援

安フトして子どもを産み育てられるようにします … ……………………………………………………………………30

政策 7 低 所得者支援

生活に困窮する区民が安心して生活できるようにします … ……………………………・………・37

政策 8 地 域福祉

支援を必要とする高齢者等が地域社会に支えられ、安′いして暮 らせるようにします ………… 39





基本目標 1 安 心して健やかに暮らせるまち (健康と福祉)
ふ蕊慈ミミミミミミ慈ミミふふ慈慈ミミふミミ慈巡ミミふ黒巡慈ミミミミン ペミミ慈くヽ

生涯にわたり健康に暮らせるようにします

【政 策の概要 】

健 康 づ く りや食 育 、生活習慣 病 の予 防 に関す る知識 の 普及 啓 発 、健 康診 査 ・検診

の実施 に よ り、 区民 が 自分 の健康 状態 を知 り、主 体 的 に食 生活 や運 動 な どの生活 習

慣 を改善 で き る よ うに します。 また、 区民 の主体 的 な健 康 づ く り活 動 へ の支援 を通

じて、地域 ぐるみ の健康 づ く りを展 開 してい きます。

【施策の体系】

政策 可 健 康

生涯にわた り健康に暮らせるよう

にします

施策 01

地域 ぐるみの健康づくりを展開し、区民の

健康づくりを支援 します

地域健康づ くり

施策 02

安心 して妊娠 口出産 ・育児ができるよう、

親 と子の心身の健康を支えます

〔政策 6施 策 01を 再掲〕

施策 03

生活習慣病について知ることで、区民自ら

が健康管理できるようにします

長寿歯科健康診査

施策 04

食育を通じて、心身ともに健康で豊かに生

活できるようにします



基本目標 1 安 心 して健やかに暮らせるまち (健康と福祉)
 ヽ                 ミ ド ヽヽヾミミ慈ミミぶ ふ終ヽき ミミふミミミヽミペぶふ ミ、、ヽ ミヽミふぶミミヽ ミぶヽ さふふヽ ミミミミミミミミふヽ ミ|ミぶミミミペミヽヽ

施策 0 1  地域 ぐるみの健康づ くりを展開 し、区民の健康づ くりを支援 します

【施 策 を取 り巻 く現 状 と課題 】

□ 本区の平均寿命は、平成17年の生

命表によると、男性が777歳 で23

区中19位、女性が84.5歳で23区中20

位 となっています。また、全国平均

(男性78.53歳、女性85.49歳 )よ り

も低い状況ですc

□ 平成20年の早世率 (全死亡者のう

ち65歳未満で死亡した者の割合)は、

全国が15.9%、東京都が17.60r。でぁ

るのに対し、本区は18.2%と 高い状

(歳 )

85

84

83

82

81

80

79

78

77

76

75

― 男性   華 女性

喚 投 ダ メ 逃 盟 9

80.38 80.19 80.11 80.24 80.48 80.66 80,71

平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年

図 葛飾区の 65歳健康寿命
出典i地域保健課資料

況ですc

□ 本区の65歳健康寿命 (65(歳)+65歳 の人が日常的に介護を必要としないで、自立した生活ができ

る平均期間 (年))は、平成21年には男性80.71歳、女性82.79歳であり、男女とも横ばいの状況です。

□ 葛飾区民の健康状況は他区と比較 して良好とはいえませんが、平成23年度に実施 した政策 ・施策

マーケティング調査によると、日頃から健康づくりに取り組んでいる区民の割合は約 6割 に留まっ

ています。

□ 地域において、区民が自ら健康増進に取 り組むことができる体制づくりが求められています。

【施 策の方 向】

□ 健康寿命の延伸と早世の防止を実現していくために、地域ぐるみの健康づくりを展開します。

□ 区民が自らの健康をコン トロールし、改善できるようにするため、健康づくりについて啓発を行

うほか、健康増進の取 り組みを支援 します。

□ 健康づくりに自発的に取り組む地域団体や自主グループを育成 ・支援するとともに、健康づくり

推進員と協力し、健康づくりにおける区民との協働を進めます。

[ 区民の役割 ]

□ 健康づくりや疾病に関する情報に関心を持つとともに、地域で行われる健康づくり活動や健康議

座等に参加するなど、自ら健康増進に取り組みましょう。



基本目標 1 安 心して健やかに暮らせるまち (健康と福祉)

【計画事業】

事業名 事業内容

地域健康づく

・区民の健康情報を分析することにより健康課題を抽出し、

それらの課題に応 じた健康講座を身近な地域で開催しま

す。

・健康講座の参加者により、健康づくりに自主的に取 り組む

グループを組織化 し、支援 していくほか、町会等の地域団

体に対して、健康づくりへの取 り組みを働きかけます。



基本目標 1 安 心して健やかに暮らせるまち (健康と福祉)
ミヽ ミヽヽ ミミミミミヽ ミヽ ミミミミミミミミミミミミミミミミミ きヽ ミヽ ふ さミふ さミ ミヽふ ミヽミヾ ヽヽ ミヽミミミミミヽ ミヽ ミミミミミふ|ミミヽ ヽヽ ミミミミミミヽ ヽヽヽヽ ミヾヽ ミヽぶ 本ヽ 、

施策 0 3  生 活習慣病について無ることで、区民自らが健康管理できるよう
に します

【施 策 を取 り巻 く現 状 と課題 】

□ 人日の高齢化や社会生活環境の急激な変

化等に伴い、糖尿病、がん、心臓病、脳卒

中等に代表される生活習慣病の増加が大

きな問題となっていますc

□ 平成21年度の特定健康診査の結果による

と、本区は東京都や特別区の平均と比べて、

40歳～74歳の生活習慣病 (糖尿病、高血圧

症、脂質異常症)の 有病率や、40歳～50歳

代男性のメタボリックシンドローム注)の

□葛飾区 □ 特別区 日 東京都

糖尿病

高血圧症

脂質異常症

予備群や該当者の害J合がやや高い傾向に  図
平成 21年 度生活習慣病の有病率(40歳～74歳 )

ありますc
出典 :東京都国民健康保険団体連合会
「特定健診コ保健指導支援システム」

□ 葛飾区保健医療実態調査 (平成20年)に よると、喫煙をしている区民の割合は、男性は36.2%、

女性は16.1%です。

□ 政策 ・施策マーケティング調査によると、健康診断や人間 ドックを定期的に受診 している区民の割

合は約 7害Jです。

□ 区民の死亡原因の約 3分 の 1は がんによるものですcが んは早期に発見 し、早期に治療すれば、治

る確率は高 くな りますc区 が行 うがん検診の受診率は、ここ数年、大腸がん検診を中心に上向きの

傾向にあ りますが、大幅な向上には至っていませんc

□ 生活習慣病である歯周病は、年齢 とともに有病率が高 くなつています。生涯を通 じて歯 と口腔の健

康を維持 し豊かな食生活を営むためには、歯周病を予防 し、歯の喪失を防 ぐことが重要です。

注)メ タボ リックシン ドローム
内臓脂肪型肥満 を共通要因として、高血糖、脂質異常、高血圧が引き起 こされ る状態の こと。

【施 策の方 向】

□ 生活習慣病を予防するには、食生活や喫煙、運動習慣等の生活習慣を改善することが重要である

ため、区民が生活習慣病に関する正 しい知識や予防意識を持てるよう、普及啓発を行います。

□ 区民が自ら健康管理ができるように、健康診査の機会を確保 し、受診率の向上を図ります。

□ がんによる早世を予防し、生涯にわたって生活の質を維持向上させるために、がん検診をより区

民が利用 しやすい方法で実施することなどにより、受診率の向上を図り、がんの早期発見 ・早期治

療につなげます。



基本目標 1 安 心して健やかに暮らせるまち (健康と福祉)
ヽヽ ミヽミ ミヽヽ ドヽヽ ヽヽ ミミドヽ ヽヽ ミヽヽ 卜ヾ、ヽヽヽヽ さミ姦ミミぶミヽ べヾぶ ドヽン ペ ミヽふふ慈ミふヽふ姦姦ミミミミペミミミミミミミぶミミミミミぶ慈ミミミミミふ黒慈ミミふミふミ慈ミミふミミ(慈慈ミミ

[区 民の役 割 ]

□ 食生活や喫煙 ・飲酒状況、運動習慣等を振 り返 り、メタボリックシン ドロームや生活習慣病の予

防や改善に向けて、継続的な取り組みを行いましょう。また、必要に応じて肥満度や血圧等を損J定

するとともに、健康診査を定期的に受診することで、自らの健康状態を確認 し、病気の早期発見に

つなげましょうc

[ 事業者 の役割 ]

□ 企業 ・団体は、従業員の健康診査や保健指導等を行い、健康管理に努めましょう。飲食店等は、

禁煙 ・分煙を進め、利用者の健康を守 りましょう。

【計画事業】

事業名 事業内容

長寿歯科健康診査

・75歳 の高齢者を対象に、歯科健診 と口腔機能のチェック

を行い、歯 と口腔の健康づ くりを進めます。また、対象年

齢の拡大を検討 します。



基本国標 1 安 心して健やかに暮らせるまち (健康と福祉)
ふさ 傘 ミミぶミミ ふヽミ ぶ ぶ 慈ミミ ミヽヽミぶミミ 本ヽミヾ ふ さヽヽ本ミふさぶ ミミ、ふぶミミミミぶミ ミぶ ミミミミ ミヾぶミふミヽヽ 本ヽ

施策 0 4  食育を通 じて、r 心身 ともに健康で豊かに生活できるように します

【施 策 を取 り巻 く現 状 と課題 】

□ 近年、食の大切さに対する意識は希薄にな

り、栄養摂取の偏 りや朝食欠食など″さ身の健

康に影響を与える様々な問題が生じており、

食の安全に対する不安感も高まっています。

このような状況の中、「食」に関する知識と

「食」を選択する力を習得 し、健全な食生活

を実践することをめざす 「食育」の重要性が

注目されてきましたc

□ 区民の食育への関心を高めていくためには、

様々な分野や視点から関係者が連携 して総

合的に取 り組むことが必要です。

□ 食育を推進 していくためには、食に関する

様々な情報を発信 し、共有することにより、

食育に対する理解と地域における自発的な

取 り組みを促すことが課題となっています。

図 食育への関心
出典i「葛飾区食育 (食生活)実態調査」(平成22年度)

【施 策の方 向】

□ 区民の食育への関心を高めるために、食育にかかわっている区民や事業者等によるネットワーク

づくりを進め、地域の力を活用して食育の輪を広げます。

□ 区民一人ひとりが食育に取 り組めるように、分かりやすしや情報を発信するとともに、食に関する

体験の場を増やします。

国 家庭、学校、保育園や地域などを対象に区の関係部署が様々な事業を展開し、区民の食育活動を

支援 していきますc

[ 区民の役 割 ]

□ 進んで食に関する知識や食を選択する力を身につけましょう。

[ 事業者 の役割 ]

□ 食品関係事業者や飲食店等は、栄養バランスに配慮した商品を提供するとともに、栄養等の表示

や食育に関する情報の発信に努めましょう。

6



基本目標 1 安 心して健やかに暮らせるまち (健康と福祉)

必要な医療を受けられるようにします

【政 策の概要 】

地域 にお け る医療 体 制 の整備 や休 日 ・夜 間 の応 急診 療 体制 の確保 、災害 時 の 医療

救護 体制 の再構 築 、 国民健康 保 険 制度 の安 定的 な運 営 を行 っ てい く とともに、精神

障 害 の あ る方 を適 切 に医療 につ な ぐ支援 の強化 に よ り、 区民 が必 要 な ときに必 要 な

医療 を安 心 して受 け られ るよ うに します。

【施策の体系】

政策2 医 療

必要な医療を受けられるようにし

ます

施策 01

医療機関との連携を図 り、必要な医療を提

供できるようにします

施策 02

心の健康を保ち、適切な精神医療につなが

るようにします

自殺 うつ対策事業

施策 03

医療保険を安定的に運営するとともに、区

民が必要な医療を受けられるようにしま

す



基本目標 1 安心して健やかに暮らせるまち (健康と福祉)

施 策 0 1  医 療 機 関 との連 携 を図 り、必 要 な 医療 を提 供 で き る よ うに します

【施 策 を取 り巻 く現 状 と課題 】

□ 医療技術の進歩により入院日数の短

縮化が進んだことや高齢化の進行に

より、在宅で医療を受ける人の数は増

加 していますc

□ 当区では、休 日・夜間の応急診療所

の運営や、障害児 ・者や寝たきり高齢

者に対する歯科診療の提供などを行

つてお り、休 日応急診療は、年間約 3

万人の利用がありますc

□ 大規模災害の発生に備えて、区内14

箇所を医療救護所に、2箇 所を歯科医

療救護所に指定し、職員の動員体制の

整備や医療救護活動用物品の備蓄を

図つてきましたが、災害時における医

療人材の確保など、現在の医療資源を

踏まえた見直しが求められています。

(人)
25′000

20,000

15′000

10,000

5′000

0

□休日応急診療所への受診者数

□輪番制医療機関への受診者数

15,630             19′
225    15′

981

14′66Q__14′437門 15′750 15′02
3′757「__. ′

~~ 14′
171

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

図 休日応急診療事業の受診者数 出典:地域保健課資料

【施 策の方 向】

□ 区民が質の高い医療を地域で安定的に受けることができるよう、医療資源の確保に努めるとと

に、医療機関等の連携強化を図り、在宅医療体制などを充実します。

□ 休日や夜間などの応急の医療体制を引き続き確保 します。

□ 大規模災害時に区民の生命を守るため、災害時の医療救護体制の再構築を進めていきます。

[ 区民の役 割 ]

□ かかりつけ医を持ち、症状について気軽に相談できる関係を築きましょう。

8



基本目標 1 安 心して健やかに暮らせるまち (健康と福祉)
ミミミ巡巡ぶ慈ミミふミミミ慈ミミミミ慈慈慈ミミミミミ慈ミふミミミ

施策 0 2  心の健康 を保ち、適切な精神医療につながるように します

【施策を取り巻く現状と課題】

□ 本区の精神疾患による通院者数

(自立支援医療受給者)は 、平成18

年度か ら21年度までは年間5,000人

程度で したが、平成22年度には約

5,700人とな り、増加傾向にありま

す。また、精神疾患に対する医療を

度々中断することで病状が悪化す

る場合や、症状があっても医療に結

びついていない場合も少なくあり

ませんc

□ 社会の複雑化 ・多様化や経済 ・雇

用状況の悪化に伴い、心のバランス

を崩 し、「うつ病」などの心の病気にかかる人が増加 しています。また、区内では、毎年100人程度

が自殺 していますc自 殺者の多くがその直前にうつ状態になっていると指摘されていることから、

その対策が求められていますc

【施 策の方 向】

□ 精神に障害のある方が安定して在宅生活を送れるよう、適切に医療につなぎ、生活上の指導や治

療の継続の支援をしますcま た、症状悪化や困難事例に迅速に対応するため、保健師等による援

助体制の強化と関係機関との綿密な連携を図ります。

□ 自殺の危険性や抑 うつ状態に本人や周囲の人が気付き、早期に必要な医療や専門相談機関への相

談につながるよう、自殺予防や 「うつ」についての正しい知識を普及啓発していきます。

[区 民の役割 ]

□ 自殺予防や 「うつ」について、正しい知識を身につけましょう。

[事 業者 の役害1]

□ 企業 ・団体は、職場におけるメンタルヘルス対策に取 り組み、悩みを相談 しやすい環境を作りま

しょうc

図 精神疾患による通院者数 (自立支援医療受給者数)
出典:保健予防課資料(各年度末現在)
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基本目標 1 安 心して健やかに暮らせるまち (健康と福祉)
ミヽミミミミミ慈ミミミミぶ ミヽミミぶミミミミミミミミミミヽ ミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミぶミミミミミぶミ慈 ミミふミ慈 ミヽ さヽふ ミ ミミぶ

【計画事業】

事業名 事業内容

自殺うつ対策事業

・白殺予防や 「うつ」について、正 しい知識を普及するため

に、講演会の実施や リーフレッ トの作成 ・配布等により、

啓発を行います。

・自殺の危険性や抑 うつ状態に気付 くことができる人材を育

成するため、ゲー トキーパー研修を実施 します。

10



基本目標 1 安 心 して健やかに暮らせるまち (健康と福祉)
|ミミミミ巡ミミミミミ(ミミミ(ミミミミミミミミ(ミミミミミ慈慈 ミミミ(ミン ミ(ミミミミミン ミヽ慈ミミふ ミミふも慈慈ミ慈ミミミミミミミ

施 策 0 3  医 療 保 険 を安 定 的 に 運 営 す る と と も に 、 区 民 が 必 要 な 医 療 を

受 け られ る よ うに しま す

【施策 を取 り巻 く現状 と課題】

□ 国民健康保険制度は、被用者保険と比べて、高齢者の割合が高いため1人当たりの医療費が高い一

方で、無職者の割合が高いため保険料負担能力が低いという構造的な問題を抱えています。こうし

た中で、平成22年度は、一般会計から国民健康保険事業特別会計に約72億円の一般財源を繰り入れ

て、財政運営を行っています。このうち、約51億円は、保険料を抑制するために高額療養費に係る

保険給付費に充てたり、保険料未納額の補填のために繰り入れる法定外のものです。

□ 近年、糖尿病などの生活習慣病は、増加傾向にあります。また、高齢社会が到来する中で、加齢に

よる重症化が進む傾向にあり、医療費が増加する原因となっています。生活習慣病は、運動や食事

などの生活習慣の改善により、発症や重症化を防止することができます。区は、医療保険者として、

被保険者の健康の保持 と医療費の増加抑制のために、40歳から74歳までの国民健康保険の被保険者

に対し、特定健康診査と特定保健指導を実施しています。

□ 難病等により継続的な治療が必要で医療費が高額となる方に対して、経済的負担の軽減を行ってい

ますc

【施 策 の方 向】

□ 未納者への働きかけを強化するなど、保険料収入の安定的な確保に努めます。

□ 特定健康診査の受診率や特定保健指導の利用率を向上させることにより、生活習慣病の発症と重

症化の防止を図り、医療費の増加の抑制に努めます。

□ 難病等の医療費を助成することにより、区民が必要な医療を受けられるようにします。

■
■



基本目標 1 安 心して健やかに暮らせるまち (健康と福祉)
ミミふミヽ本ミミミミペミミミふミ ふヽふさペミミヽヽヽベミミヽミヽミふミミふミミミ、、ミ慈ミミミぶ ミ ざぶ

衛生的で快適な環境を整え、健康被害を防止 します

【政策の概要】

新型 イ ンフルエ ンザ等の感染症対策、食 中毒事件の発生防止 な どの食 品安全対策、

医薬品事故防止 な どの医療 ・医薬 品の安全対策 、生活環境 の衛生対策 を推進 す るこ

とによ り、快適 で安心できる生活環境 を確保 し、健康 に対す る被害 を防止 しますc

【施策の体系】

政策 3 衛 生

衛生的で快適な環境を整え、健康

被害を防止 します

施策 01

感染症の発生や拡大を抑制 します

施策 02

食品の安全を推進 します

施策 03

医療と医薬品の安全を推進 します

施策 04

生活環境の衛生を維持 します

12



基本目標 1 安 心 して健やかに暮らせるまち (健康と福祉)

施策 01 感 染症の発生や拡大 を抑制 します

【施 策 を取 り巻 く現 状 と課題 】

□ 本区の結核患者発生数は減少を続けていま

すが、国や東京都よりも罹患率が高い状態で

す。

□ 近年、新型インフルエンザが世界で大流行

し、基礎疾患のある人や妊婦などのハイ リス

クな人だけではなく、免疫を持たない若者に

も感染が広がりました。このような新しいウ

イルスの誕生や多剤耐性菌の発生は、大きな

問題となっていますc

□ 感染症の予防接種は、昨今のワクチンの開

発状況等もあり、対象となる疾病が増加 して

いることから、公費助成の拡充が求められて

います。

【施 策の方 向】

□ 結核対策については、患者発生時の疫学調査に力を入れるとともに、医療機関や薬局など関係機

関との連携体制を強化 し、患者の治療を成功させるための服薬支援を行います。また、結核発病の

リスクが高い方を対象としたまん延防止策を実施 し、罹患率の減少、結核の撲滅に取 り組みます3

□ 新型インフルエンザ等の新興感染症については、「葛飾区新型インフルエンザ対策行動計画」に基

づき、感染拡大防止等の健康危機管理対策を進めます。

□ 感染症の流行や疾病の重篤化を予防するためには、予防接種が有効です。対象とする疾病 ・ワク

チン等の拡充については、国の動向を踏まえ、接種率向上とあわせ、適切に実施 していきます。

[ 区民 ・事 業者 の役割 ]

□ 平常時から、区や医療機関等が提供する情報に関′さを持ち、感染症予防に努めましょう。また、

感染症発生時には、感染拡大の防止に協力するとともに、感染症患者等に対する偏見や差別をなく

しましょうc
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図 結核患者数 出典:保健予防課資料
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基本目標 1 安 心 して健やかに暮らせるまち (健康と福祉)
|ミふ慈ふさミミふぶヾ ミぶふさミミミぶぶ姦慈ふふふミミミふぶミミヾ ミぶミミヽ ふヽミふミミミ ミヽふミぶぶミミミミミ慈ミ ミミふ ミミミヽ 本慈慈ミヽ ミミミ ふヽ ミヽヽヽ ヽヽ ミヽミミミミミミミミミ

施 策 0 2  食 品 の 安 全 を推進 します

【施 策 を取 り巻 く現 状 と課題 】

□ 大規模食中毒事件の発生や原発事故による

放射能汚染、表示の偽造等様々な事件事故が

重なり、食品の安全に対する区民の関心が高

まっています。

□ 食中毒事件は、区内でも発生していますが、

東京都全体の発生傾向をみると、食肉の生食

などの食習慣の変化に伴い、食中毒の原因菌

も変化してきていますc

□ 食品等の収去検査適合率、食品等の表示適

合率は、95%以 上の高水準を維持 しています.

― 食品等の収去検査適合率 (%)

式沖 食品等の表示適合率(%)
( % )
100

98

96

４

　

２

　

０

９

　

９

　

９

96.37  95.93

平成18年度平成19年度平成20年度平成21年度平成22年度

図 食品安全に関する指標 出典:生活衛生課資料

注:適合率とは、食品衛生法で定められた規格等に適合し
ている書1合のこと。

【施 策の方 向】

□ 食品関係事業者への監視指導を適正に行 うとともに、事業者の衛生管理意識を高めるため、食品衛

生協会と連携 して、自主管理による食品衛生の取 り組みを推進 します。

□ 食中毒等の疑いを探知した場合には、区民の健康を守るため、迅速に調査対応する健康危機管理に

努めます。

□ 食品のリスクに関し、正確な情報提供を行 うほか、区民 ・事業者 ・行政が意見交換を行 う場を設け

ることにより、食品の安全について、区民が理解を深め、自ら判断できるように努めます。

[ 区民の役割 ]

□ 食品の安全についての情報に興味を持ち、食品のリスクを正 しく理解 しましょう。

[ 事業者 の役割 ]

□ 食品関係事業者は、食品衛生協会に加入 して情報収集に努めるなど、自主的な衛生管理体制の強

化に努めましょうc
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ヾ ヽヽヽヽヽミミミミミぶヽミミミミミヽミミふミミくヽべ慈ふ ぶ慈ミミ ふ ミミ ミヽミ巡ミぶ

施策 03 医 療 と医薬品の安全を推進 します

【施 策 を取 り巻 く現 状 と課題 】

□ 近年、医療事故等の発生による

医療不信が社会問題になり、保

健所にも、患者等から医療に関

する苦情や相談が多く寄せ られ

ていますc医 療の質の向上と患

者とのコミュニケーションの改

善が求められています。

□ 平成21年に医薬品販売の規制

緩和と安全使用を日的とした栗

事法の改正が行われ、薬局以外

の医薬品販売が認められるよう

になりましたc

【施 策の方 向】

基本目標 1 安 心して健やかに暮らせるまち (健康と福祉)

図 医療に関する区民からの相談件数
出典i生活衛生課資料

□ 患者等から寄せられる医療や医療機関に関する苦情や相談に対し、迅速に対応するための体制を

強化します。

□ 医薬品の事故防止や適正使用を推進するために、従来の薬局に加えて、今後増加が予想されるコ

ンビニエンスス トア等における医薬品販売への監視体制を強化 します。

[区 民の役害1]

□ 治療内容や医薬品等に対する疑問は、医師、歯科医師、看護師、薬剤師等に質問し、納得した上

で医療を受けましょうc

[事 業者 の役害1]

回 医療機関は、患者に対して、医療や医薬品等の効果や リスクについて十分な説明を行い、分かり

やすい医療をめざしましょうc

(件)
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平成18年度平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度
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基本目標 1 安 心して健やかに暮らせるまち (健康と福祉)
ミミミミミミ慈ミミミぶミミミふミミミぶミ ミヽミミミミミミミミミふミミミミミミミミヽヽヽふミ慈 ミヽ ミミミ ミヽミミミミペミミミミぶ ミミ ミミミミミ ミ

施策 0 4  生活環境の衛生 を維持 します

【施 策 を取 り巻 く現 状 と課題 】

□ 美容所の空気検査や公衆浴場の浴

槽水の水質検査など、区民が利用す

る施設の衛生検査や指導を実施 し、

区民の安全確保に努めています。

ロ ネズミによる被害や害虫の発生に

関する相談は依然として多くあり、

これら害獣、害虫の被害防止に関す

る情報提供が望まれていますc

□ 犬や猫などのペットは、家族の一
員

□犬に関する苦情・本目談件数 □猫に関する吉情E相談件

(件)
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0
平成20年度    平 成21年度    平 成22年度

273                     291
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として人々の精神的な支えとなって   図
犬・猫に関する吉情ヰロ談件数 出典:生活衛生課資料

いますが、その一方で、鳴き声や臭

い、ふん尿などに関する苦情や相談が近隣住民から多く寄せられています。

【施 策の方 向】

□ 美容所や公衆浴場などの環境衛生関係施設に対しては、法律に基づき許可基準や衛生基準を定め、

衛生検査をもとに監視指導を行っていきます。また、衛生管理に必要な情報を積極的に提供するな

ど、店舗の自主管理による衛生環境保持の取 り組みを一層支援 していきます。

□ 住居内におけるネズミや害虫の対策法、水や空気の衛生に関する情報など、衛生的な居住環境を

維持するために区民が求める知識ゃ情報の提供を行います。

□ 犬や猫の飼い主に対 して、動物の適正な飼養に関する意識の向上を図るとともに、地域住民の動

物愛護に関する理解を求めますc

[区 民の役割 ]

□ 所有地や家屋におけるネズミや衛生害虫の発生防止に努めるとともに、近隣住民と協力しながら、

地域の衛生的な居住環境を守 りましょうc

□ 犬や猫の飼い主は、近隣に迷惑をかけないように適正に飼養 しましょう。

[ 事業者 の役割 ]

□ 環境衛生関係事業者は、環境衛生協会等に加入 し、情報収集に努めるなど、衛生的な店舗環境を

保持するための自主管理を徹底しましょう。
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基本目標 1 安心して健やかに暮らせるまち (健康と福祉)

高齢者が住み慣れた地域でいきいきと安心して暮らせる
｀

ようにします

【政策の概要】

高齢化が急速 に進 む 中、高齢者 がいつ まで もい きい き と暮 らせ るよ うに、高齢者

自身が これ までの経験や知識 を活 か して地域 で活躍 で きる環境づ く りを進 める とと

もに、早 い時期か らの介護予防へ の取 り組 み を支援 します。 また、必要 な介護 サー

ビスの確保 に努 め、介護 が必要 になって も、住み慣れ た地域 で安心 して暮 らせ るよ

うに します。

【施策の体系】

政策4 高 齢者支援

高齢者が住み慣れた地域でいきい

きと安心 して暮 らせるようにしま

す

施策 01

高齢者がサークル活動や就労の場を持ち、

元気に生活できるようにします

施策 02

高齢者が介護を必要とせずに自立 して生

活できるようにします

通所型介護予防事業 (制度内介護予

防事業)

先進的介護予防事業

施策 03

高齢者が必要な介護や自立支援を受け、生

活できるようにします

特別養護老人ホームの整備支援

認知症高齢者グループホームの整

備支援

小規模多機能型居宅介護施設の整

備支援

24時 間訪問介護支援サービス
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基本目標 1 安 心して健やかに暮らせるまち (健康と福祉)
本ヽぶ慈ミミミミミふふミ慈ミミミミ慈ミミベ ミヽぶふさぶミミミふ慈ぶミミヽ ミミミミヽミミミふミぶミ本慈ミヽヽミふふ慈ミヽヽふミふミミミぶミ忘苺ぷミミミ本ヽミ本ミミミヽヽミミミミミ|ミミヽ ふミぶヽヽヽ ミ ぶミ ミミミヾふ

施 策 0 1  高 齢 者 が サ ー ク ル 活 動 や 就 労 の 場 を持 ち 、 元 気 に 生 活 で き る よ う

に しま す

【施策 を取 り巻 く現状 と課題】

□ 本区の平成23年度の高齢化率は21.8%ですが、10年後 (平成34年度)に は24.8%になると推計さ

れていますc

□ 本区の高齢者の8割以上は元気であり、これまでの生活に根差した豊富な経験や知識を持ってい

ますcこ うした高齢者が生涯にわたり健康を維持しながら、仕事や社会貢献活動を通して、地域の

中でいきいきと活躍できるための環境づくりが求められています。

□ 自主組織である高齢者クラブは、社会奉仕活動や健康増進、レクリエーションなどの場となって

おり、60歳以上の区民の約 1害Jが加入しています。平成23年4月現在、区内には154クラブがあり

ますが、登録者数は減少傾向にあります。

ロ シルバー人材センターは、原則60歳以上の区民に対して仕事を提供しており、60歳以上の区民の

うち約3,000人が登録していますc登 録者数は増力「傾向にあり、会員の就業率は約 7割 です。

-65歳 以上の割合(高齢化率) <卜 75歳以上の割合
( % )
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図 65歳以上人回の割合 (高齢化率)、75歳以上人回の割合

出典:住民基本台帳人口、外国人登録人口(平成23年度以降は推計値)

【施 策 の方 向】

□ 高齢者が地域活動やボランティア活動の担い手として、これまでに培ってきた経験や知識、能力

を活かして活躍できるような環境づくりを進めます。

□ 高齢者がいつまでも地域の中でいきいきと暮らせるように、地域交流の場の確保や就労の支援な

ど、社会参加を促進する多様な事業を行います。

□高齢者がそれぞれのライフスタイルにあった生きがいをもち、意欲的に活動できるよう、生涯学習

や生きがい活動を支援 します。
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基本目標 1 安 心して健やかに暮らせるまち (健康と福祉)

[区 民の役割 ]

□ 生涯現役の姿勢で、自らの経験や知識を活かして、仕事をしたり、地域のボランティア活動やサ
ークル活動に参加 しましょう。

[ 事業者 の役割 ]

□ 往業 ・団体は、高齢者雇用の推進を検討 しましょう。
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基本目標 可 安 心して健やかに暮らせるまち (健康と福祉)
|                          さ ミミぶ ふぶ 、ふ、ミふミミ ミヽふミふふミミミぶ ミミふ ささぶ ミヽ ミヽふミふ ミ忘ふさ ミミミヽ ミヽーヽべ慕ミヽ ミ

施策 0 2  高齢者が介護 を必要 とせずに自立 して生活できるように します

【施 策 を取 り巻 く現 状 と課題 】

□ 高齢化が進み、特に75歳以上の人口は、平

成23年度の46,494人から平成34年度の

61,210人へと約1.4倍に急増すると推計され

ていますc

□ 本区の平成22年度の介護保険第 1号被保険

者 (65歳以上の区民)に 占める要支援 ・要介

護者の認定率は142%で 、23区の中では 2番

目に低い割合となっています。今後、高齢者

人口の増加に伴い、介護や支援を必要とする

高齢者の更なる増加が予演1されます。高齢者

がいつまでも自立して生活できるよう、早期

からの介護予防が求められています。

( % )
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図 介護予防に取り組んでいる区民の割合
出典:「葛飾区政策・施策マーケティング調査」

回 政策 ・施策マーケティング調査の結果によると、介護予防に取り組んでいる区民の害J合は徐々に

高まってきていますが、介護予防事業の参加者はまだ少ない状況です。

図 年齢区分別にみた高齢者人口
出典:住民基本台帳人口、外国人登録人口(平成23年度以降は推計値)
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基本目標 1 安 心して健やかに暮らせるまち (健康と福祉)

【施 策の方 向】

国 民間事業者等と連携 しながら、効果的で、気軽に取り組むことができる介護予防事業を展開し、

高齢者の取組意欲を高めていきます。特に、要支援 ・要介護状態になるおそれが高いと認められる

高齢者に対しては、積極的に介護予防の必要性をPRし 、介護予防事業への参加の勧奨を行ってい

きますc

□ 地域において介護予防を指導できる人材を育成するほか、自主的に介護予防に取り組むグループ

の育成や支援を行いますc

[区 民の役割 ]

□ いつまでも介護を必要とせずに生活できるよう、早い時期から介護予防事業や地域の介護予防活

動に参加 し、積極的に介護予防に取 り組みましょう。

【計画事業】

事業名 事業内容

通所型介護予防事業 (制度内介護

予防事業)

・要支援 ・要介護状態になるおそれの高い虚弱な高齢者を対

象に、運動器の機能向上、日腔機能の向上、栄養改善など

を日的とした介護予防事業を実施 します。

先進的介護予防事業

。すべての高齢者を対象に、大学や民間企業、団体と連携 し

て、身体機青ヒの維持や認知症予防などを日的とした介護予

防事業を実施 します。
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基本目標 1 安 心して健やかに暮らせるまち (健康と福祉)

【施 策 を取 り巻 く現 状 と課題 】

□ 高齢化の進行に伴い、要介

護 ・要支援認定者数は年々増

加 しており、平成12年度末の

約 7千 人から平成22年度末

の約 1万 5千 人へと約2.2倍

に増えています。このため、

介護保険による保険給付の

ほか、おむつの支給 ・使用料

助成などの介護保険を補完

するサービスの利用者も増

えていますc

□ 平成22年度に実施 した葛飾

区世論調査によると、要介護

時に望む生活として、「自宅

施 策 0 3  高 齢 者 が 必 要 な介 護 や 自立 支 援 を受 け、生 活 で き る よ うに します

□要支援1日2 □ 要介護1   □ 要介護2

コ要介護3   □ 要介護4   国 要介護5
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図 要介護(要支援)認定者数 出典:介護保険課資料(各年度末)

で介護保険サービスなどを利用しながら生活を続けたいJが 約 5割 で最も多く、次いで、「特別養

護老人ホームや老人保健施設などの施設に入所 したい」が約 2割 となっています。高齢者が住み慣

れた地域で安心して生活できるように、在宅サービスの充実や介護施設の整備が求められています.

【施 策の方 向】

□ 高齢者が要介護 ・要支援状態となった場合であっても、可能な限り、住み慣れた地域で、その有

する能力に応 じて自立した生活を営めるように、介護保険の介護サービスや介護予防サービス、介

護保険を補完する生活支援サービスを総合的に提供できるようにします。

□ 必要な介護サービスの量を確保するため、介護保険法に基づき3年 ごとに策定する介護保険事業

計画に基づいて、居宅サービスを充実させるとともに、介護施設の整備の促進を図 ります。

22



基本目標 1 安 心して健やかに暮らせるまち (健康と福祉)
ヽ

【計画事業】

事業名 事業内容

特別養護老人ホームの整備支援
特別養護老人ホーム注1)の整備を計画する社会福祉法人に

対して、施設整備費の一
部を助成し、整備を促進 します。

認知症高齢者グループホームの整

備支援

認知症高齢者グループホーム注2)の整備を計画する事業者

に対して、施設整備費及び施設開設準備費の一
部を助成

し、整備を促進 します。

小規模多機能型居宅介護施設の整

備支援

・小規模多機能型居宅介護施設注3)の整備を計画する事業者

に対して、施設整備費及び施設開設準備費の一部を助成

し、整備を促進 します。

24時 間訪問介護支援サー ビス

単身や日中独居となる在宅の要介護者が、24時間 365日、

安フトして緊急時の訪間介護が受けられるよう、介護保険の

「夜間対応型訪問介護サービス」を利用している方を対象

に、同サービスにおける通報システムを活用し、昼間の時

間帯においても緊急時にヘルパーを派遣します。

注 1)特 別養護老人ホーム

常時介護が必要で在宅で介護を受けることが困難な高齢者が入所 して、介護を受けられる施設をいう。

注 2)認 知症高齢者グループホーム

認知症の高齢者が介護や日常生活の援助を受けながら、共同生活を行う住居をいう。

注 3)Jヽ 規模多機能型居宅介護施設
要介護状態になっても在宅生活が継続できるよう、「通い」を中心として、利用者の状態や希望に応じて 「ヘル

パーの訪問」や 「泊まり」を組み合わせたサービスを受けられる施設をいう。
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基本目標 1 安 心 して健やかに暮らせるまち (健康と福祉)
‐ぶ ミミミミミミミミヽ ミふ慈 ミミぶ ミミミミミ ミミミミミミヽ ミふミミミミミミミミミミミミミヽ ミミミミミミ

障害者が地域社会の中でともに支えあう一員として

いきいきと暮らせるようにします

【政 策の概 要 】

障害者 が地域社 会 の 中で 自立 した生活 を営み 、 また 、い きい き と働 き続 け られ る

よ うに、障害 の状 況 に応 じた相 談支援 体制 の充実や 生活 の場 の確保 、就 労支援 等 に

取 り組 み ます 。 また 、発 達 が心配 され る児 童 が、一人 ひ と りの状況 に応 じた適 切 な

療 育 を受 け られ る よ うに します。

【施策の体系】

政策5 障 害者支援

障害者が地域社会の中でともに支

えあう一員としていきいきと暮ら

せるようにします

施策 01

障害者が自分 らしく自立 した生活を営め

るように支援 します

知的障害者ケアホームの整備支援

障害者通所施設の整備支援

精神障害者グルーブホーム・ケアホ

ームの整備支援

施策 02

障害者が能力を十分に発揮 し、いきいきと

働き続けられるように支援 します

障害者就労訓練システムの整備

精神障害者就労支援施設の整備支

援

施策 03

発達が,い配される児童一人ひとりの発達

を支援します

児童発達支援センターの整備

保育所等訪問支援事業



【施 策 を取 り巻 く現 状 と課題 】

□ 東京都では、障害のある方が

様々なサービスを受けるため、身

体に障害がある方に対 して身体

障害者手帳、知的障害のある方に

対して愛の手帳、精神に障害があ

る方に対して精神障害者保健福

祉手帳をそれぞれ交付 していま

す。これ らの手帳の保持者数は、

年々増加傾向にありますc

□ 国は、現行の障害者自立支援法

を廃止し、制度の谷間のない支援

の提供、個々のニーズに基づいた

地域生活体制の整備等を内容と

する 「(仮称)障 害者総合福祉法」

基本目標 1 安 心 して健やかに暮 らせるまち (健康と福祉)ふヽミ(ミ《ミふふミ(ミヽ意ミミミふふミふ慈ふミミミミミン ミ慈ミミミミミン 慈慈ふミふ ミ黒蕪黒ミミ薫《〔ミ≪蕪ミ(《蕪憑≪蕪蕪ぶ慈ミ

施策 01 障 害者が 自分 らしく自立 した生活 を営めるように支援 します

― 身体障害者手帳     ン 愛の手帳

ゞ|ド精神障害者保健福祉手帳

(人)
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12,965 13′ 339 13′ 558 13′ フ42 14′ 245 14′ 322 14′ 533

2,149  2,222  2,322  2′ 426  2′ 536  2′ 601  2′ 692

図 障害者手帳の保持者数
出典:障害福祉課資料(各年度4月1日現在)

を制定 し、平成25年 8月 までの施行をめざしていますc

□ 介護者が高齢になったり、援護者がいない場合でも、障害者が住み慣れた地域で自立した生活を

営めるよう、障害者を地域で支えるための相談支援体制や生活支援の場の充実が求められています.

□ 近年は、複数の障害を併せ持つ障害者や、高次脳機能障害や発達障害などへの対応、障害者の虐

待への対応が課題となっていますc

【施 策の方 向】

□ 身体、知的、精神の3障 害にまたがる多様な障害の相談支援に適切に対応 していくため、福祉 ・

保健の相談機関が各々の専門性を高め、相互に連携 して取 り組みます。また、障害者虐待の防止や

早期発見 ・早期対応に取り組みます。

□ (仮 称)障 害者総合福祉法の制定の動向を注視 し、国の議論を踏まえ、必要な検討をしていきま

すc

□ 障害者の地域における生活の場を確保するため、必要な施設整備の促進を図ります。

□ 特別支援学校の卒業生等の日中活動を支援するため、進路希望の動向に応 じて、必要な施設整備

の促進を図りますc
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基本目標 1 安 心して健やかに暮らせるまち (健康と福祉)
ヽ 一 ヽ 一 ― ― ― 一 ヽ  ヽ  一 ヽヽ ヽヽヽヽヽヽ ヽ ヽヽ ヽ 一 ― ‐ヽ一 ― ヽ   ヽ ヽ ヽ 一 ・ヽ ヽ ヽ ヽ ‐ヽ ⌒ ― ‐ヽ‐‐ヽ ヽ  一 ― 卜ヽ 卜 ヽ ヽヽ 一 ヽ

ふ さ ミ ミ ヽ ミ ヽ ふ ミ ヽ ふ ふ ミ ミ ミ ミ ヽ ミ ぶ ミ ヽ ふ ミ ぶ ミ ミ ミ ミ ぶ ふ ミ ミ ミ ミ ペ ミ ミ :ミ ミ ミ ミ

【計画事業】

事業名 事業内容

知的障害者ケアホームの整備支援

知的障害者ケアホーム注1)の整備を計画する社会福祉法人

等に対 して、施設整備費の一部を助成し、整備を促進 しま

す。

障害者通所施設の整備支援

障害者通所施設の整備を計画する社会福祉法人等に対し

て、施設整備費の一部を助成 し、整備を促進 します。特に

特別支援学校の卒業生等の日中活動を支援するため、進路

の中″いとなる生活介護注2)ゃ就労継続支援B型 注3)のサービ

スを提供する施設整備を促進 します。

精神障害者グループホーム ・ケア

ホームの整備支援

精神障害者グループホーム ・ケアホーム注4)の整備を計画

する社会福祉法人等に対して、施設整備費の一部を助成

し、整備を促進 します。

注 1)知 的障害者ケアホーム

知的障害者が夜間や休日、入浴、排せつ、食事の介護等を受けながら、共同生活を行う住居をいう

注 2)生 活介護

常に介護を必要とする方に、昼間、入浴、排せつ、食事の介護を行うとともに、創作的活動又は生産活動の機
会を提供する。

注 3)就 労継続支援B型
一般企業等への就労が困難な方に、働く場を提供するとともに、知識及び能力の向上のために必要な訓練を行

う。

注 4)精 神障害者グループホーム ,ケアホーム

精神障害者グループホームは、精神障害者が夜間や休日、相談や日常生活の援助を受けながら、共同生活を行
う住居をいい、精神障害者ケアホームは、精神障害者が夜間や休日、入浴、排せつ、食事の介護等を受けながら、
共同生活を行う住居をいう。
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基本目標 1 安 心して健やかに暮らせるまち
ドヾ`  `                                             ミ ミミミミ(ミミミミミミミ慈ミミ終 ふヽミミ

【施 策 を取 り巻 く現 状 と課題 】

□ 障害者雇用率制度の改正により

平成22年 7月 から障害者雇用納

付金制度注)の対象事業主が中小

企業にも拡大されたほか、短時間

労働者 (週20時間以上30時間未

満)の 適用範囲が、精神障害者だ

けではなく身体障害者や知的障

害者にも拡大されるなど、障害者

の雇用機会の拡大につながる条

件が整備されました。

□ 本区の障害者就労支援センター

からの延べ就労者数は、平成18年

度の202人から平成22年度の379

人へと約1.9倍に増えていますが、

留まっています。

(健康と福祉)

1  1障 害者の累計就労者数(人)一 障害者の就労定着率(%)
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図 障害者の就労者数(累計)、就労定着率
出典:障害福祉課資料 注 :就労定着率は、「3年間の就労者数から3年

間の離職者数を除いた数)■3年間の就労者数」の式で算出する。

3年 間離職 しなかった障害者の割合 (就労定着率)は 約 4害1に

施策 0 2  障害者が能力を十分に発揮 し、いきいきと働 き続 けられ るように

支援 します

□ 障害者の就労環境は、景気の動向に大きく左右されるため、更なる新規職場開拓、就労定着支援

の強化が求められています.

注 ) 障 害 者 雇 用 納 付 金 制 度
「障 害 者 の 雇 用 の 促 進 等 に関 す る法 律 」 に よ って 、事 業 主 が 、そ の 「常 時雇 用 して い る労 働

者 数 」の 1 8 % 以 上 の 障 害 者 を雇 用 す る こ とが 定 め られ て お り、雇 用 率 が未 達 成 の 場 合 に は 、
障 害 者 雇 用 納 付 金 を納 め な けれ ば な らな い制 度 を い う。

【施 策の方 向】

□ 18歳以上の勤労意欲のある障害者に対 して、企業実習や作業訓棟等を行 うとともに、ハローワ
ーク等との連携を強化することにより、一般企業への就労を促進 します。

□ 一般企業に就労した障害者の職場定着支援や余暇 ・生活支援を充実します。

□ 福祉的就労の観点から、障害者通所施設や精神障害者の就労支援施設等の整備の促進を図ります[

27



基本目標 1 安 心して健やかに暮らせるまち (健康と福祉)
慈 ミミミミミミ 本ヽ ミヽミ慈ミ慈 ぶふ慈ぶ ミミミミミミミぶ ミミミミヽ本ミミミミミミ、ふ ミミミミぶふペミミミミミミ率 ぶミミミミミミミミミ本ミミ |ヽミ

[ 区民の役 割 ]

□ 障害に対する理解を深めるとともに、障害者が社会参画 しやすいよう、周囲で必要な手助けを行

いましょうc

[ 事業者 の役 割 ]

□ 企業 ・団体は、就労意欲を持った障害者の雇用を推進 しましょう。また、雇用された障害者が職

場に定着 し、能力を発揮できるよう、職場の環境整備や従業員の理解促進に努めましょう。

【計画事業】

事業名 事業内容

障害者就労訂|1練システムの整備

18歳以上の勤労意欲のある障害者に対して、就労支援プ

ランに基づき、企業実習、作業訓練等を行い、
一

般企業ヘ

の就労を支援 しますっ
一般就労に向けての経験を積む場として、区が期限を設け

て障害者を雇用する 「葛飾区チャレンジ雇用」を実施 しま

す。

一般就労した後も、働き続けることができるよう、障害の

特性に合わせて、職場定着支援と余暇 ・生活支援を行いま

す。

精神障害者就労支援施設の整備支

援

・精神障害者就労支援施設の整備を計画する社会福祉法人等

に対 して、施設整備費の一部を助成し、整備を促進 します。
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基本目標 1 安 心 して健やかに暮らせるまち (健康と福祉)

施策 03 発 達が心配 され る児童一人ひとりの発達 を支援 します

【施 策 を取 り巻 く現 状 と課題 】

□ 就学前児童の発達相談や巡回・訪問事業

の実施により、発達障害を早期に発見す

る体制を充実してきましたcそ の一方で、

発達の遅れが′い配される児童に対する専

門的な支援 (療育)を 行 う区内の療育機

関が不足していますc

□ 療育機関と保育園、幼稚園、学校との連

携による、児童一人ひとりの状況に合わ

せた切れ目のない支援が求められていま

すc

【施策の方向】

□ 児童発達支援センター注)を計画的に整備するこ

注 ) 児 童発達支援セ ンター

平成 2 2 年 1 2 月の児童福祉 法の改正 に よ り創 設
発達 に心配 の あ る児童 の集 団 口個 別指導 ( 療育 )
よ る支援 に も対応す る。

図 子ども発達センターの発達相談件数
出典:障害者施設課資料

注:子ども発達センターの発達相談は、平成 23年 度より
子ども総合センターに事業移管した。

とによ り、地域 の療育ニーズに的確に対応 してい

され た 児 童 発 達 支 援 を行 う地 域 の 中核 施 設 。
に加 え 、 保 育 所 等 に在 籍 す る児 童 の 訪 間 に

きますc

□ 児童発達支援センター等の療育機関と子ども総合センター、保育園、幼稚園、学校が密接に連携

することで、発達障害の早期発見から療育機関における専門的な支援まで、児童一人ひとりの状況

に応 じた適切な支援を行っていきます3
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【計 画事 業】

事業名 事業内容

児童発達支援センターの整備

増加する療育ニーズに対応するため、児童発達支援センタ

ーの整備を計画する社会福祉法人等に対して、施設整備費

の一
部を助成 します。

保育所等訪問支援事業

児童発達支援センター職員が、保育所や幼稚園を訪問し、

当該施設の職員とともに発達に障害のある児童への支援

を行います。
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基本目標 1 安 心して健やかに暮らせるまち
きヽ ミミミミミミーミミヽ ミミミヾ ミミヽヽベ ミ ミヽミミミミふ ふ ミ ミヽミヽヽ

(健康と福祉)
ミ慈 ミ ぶ ミミ 慈 ふ慈ミミぶ ミミミミヽヽ革ミミミミミヽ ミぶミ( ミぶ

安心して子どもを産み育てられるようにします

【政 策の概 要 】

妊娠 ・出産 ・育児 の期 間 を通 して親 と子 が心身 ともに健 康 でい られ るた めの支援 、

仕 事 と子 育 て を両 立 しゃす い保 育環境 の整備 、在 宅 で子育 て を して い る家 庭 を対象

と した育児 支 援 に取 り組 み ます c さ らに、児童虐 待 な どの深刻 な事 態 を未 然 に防 ぐ

な ど、子 どもの健 や か な育成 に向 けた支援 を行 い ます。

【施策の体系】

政策6 子 ども日家庭支援

安心して子どもを産み育てられる

ようにします

施策 01

安心して妊娠 口出産 ・育児ができるよう、

親と子の心身の健康を支えます

施策 02

子育て中の家庭を支援し、安心して子ども

を育てられるようにします

子育てひろばの設置

一時保育の設置

施策 03

仕事と子育てを両立 しやすい環境を整え

ます

保育所の設置

学童保育クラブの設置

病児保育の設置

(仮称)保 育ママスペースの設置

施策 04

子どもの権利 口利益を守り、子どもの健や

かな育成が尊重されるようにします



基本目標 1 安 心 して健やかに暮らせるまち (健康と福祉)
ミミミミミミミミ(ミ ミミミミ慈ふミミミミミミミミふミ慈ミミミミミ慈慈ミミ ふヽ悪ミミミミン 慈ミミミ憑ミミミミミミミミミミ慈ミミミミミ巡慈ぶミミミミミ慈 ミ

施策 0 1  安 心 して難娠 ・餞産 ・育児ができるよ う、親 と子の心身の健康を
支えます

【施 策 を取 り巻 く現 状 と課 題 】

□ 平成21年の周産期死亡率 (1千対)は 、

全国は4.2、東京都は3.9、本区は4.1で

あり、本区は全国や都と同水準にありま

す。しかし、平成21年の0～ 4歳 の死亡

率 (10万対)は 、全国で65.0、東京都で

64.1、本区で68.5であり、全国や都の平

均と比べて良好とは言えませんc

□ 妊婦健康診査費用の一
部助成や乳幼児

健康診査を実施 していますが、6・ 9か

月児、1歳 6か 月児、3歳 児健康診査で

は、未受診者が 1割強みられますc
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4か月児 6・9か月児 1歳6か月児 3歳 児
健康診査 健 康診査 健 康診査 健 康診査

乳幼児健康診査の受診率
出典:「葛飾区の保健衛生事業概要」(平成22年度)

□ 乳児健康診査時に実施 したアンケー トによると、子育てに自信が持てない母親の割合が2割 弱みら

れます。

【施 策の方 向】

□ 母親と子の健康を保持増進するために、妊娠前、妊娠中の女性及び乳幼児を持つ全ての家庭を対

象に、保健指導を実施するとともに、妊婦 ・乳幼児健康診査における受診率の更なる向上を図り

ます.

□ 平L幼児健康診査と子ども総合センターにおける相談との連携を強化することにより、発達に支援

が必要な子どもの早期把握に努め、適切な支援につないでいきます。

□ 生後4か 月になるまでの赤ちゃんを保健師 ・助産師が訪問する 「こんにちは赤ちゃん訪問事業」

の実施などを通 じて、母親の育児不安や孤独感を軽減 します。また、夫婦が協力して育児をして

いけるよう、両親学級への父親の参加を促進 していきます。

[ 区民の役割 ]

□ 親も子も心身ともに健康に暮らせるように、妊婦健康診査や乳幼児健康診査を適切に受診 しまし

よ つc
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施策 0 2  子育て中の家庭を支援 し、安心 して子どもを育てられるように
します

【施 策 を取 り巻 く現 状 と課 題 】

□ 乳児健康診査時に実施 したアンケー ト

によると、育児について相談相手のいる

母親が約 9割 いる一方で、子育てに自信

を持てない母親が 2割 弱いますc

□ 少子化の進行や核家族化、近所付き合い

の希薄化などを背景に、家庭や地域の子

育て力が低下していますc

□ 出産や通院などで保育することが難 し

い場合や、保護者自身の活動、 リ フレッ

→ 子育てに自信を持てない母親の割合(%)
く許 育児について相談相手のいる割合(%)

平成22年度

91.フ   91.8   94.6   94.1

17.9    16.5    16.3    16.8

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度

図 子育てに対する不安、相談相手のいる割合シュの場合などにも利用できる、在宅の
出典:乳児健康診査時に実施したアンケート

子育て家庭向けの保育サービスのニーズ

が高まっています。

□ 子育てにかかる経済的な負担感が大きくなってきてお り、保護者に対する経済的な支援が求めら

れていますc

□ 子ども・子育て新システムに関する実施方法等の詳細について、現在、国での議論が行われてい

ますc

【施 策の方 向】

□ 在宅で子育てをしている親の育児不安や孤独感を解消するために、子育て中の親同士が出会い、

気軽に情報交換や相談のできる場づくりを進めます。

□ 在宅での子育てを支援するため、保護者自身の活動や リフレッシュなどの場合にも利用しやすい

保育サービスを提供 しますc

□ 医療費の助成や私立幼稚園に通っている子どもの保護者に対する保育料の補助などにより、子育

て家庭に対する経済的負担の軽減を図ります。

□ 子ども子育て新システムの動向を注視 し、国の議論が進行していく中で、区の方針などの詳細を

検討 していきます。

[ 区民の役割 ]

□ 地域全体で子どもたちを見守り、子育て家庭が地域で孤立することがないよう、子育て支援の輪

を広げましょうcま た、妊婦や子ども連れの方が困つている時には、声かけをしましょう。
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基本目標 1 安 心して健やかに暮らせるまち (健康と福祉)
せミ巡ミミミミ ミヽミミミミミミミミミミミミミ慈慈ミミミミミ慈ミミ慈ミミミミミミミミミミ慈ミミミミミミミミミ慈ミミミミミミミミヽン ミミミ ミヽミヽヽミ慈ミミ(ミミミミミミミミ慈ミミミミミミミミミミミミ慈ミミミミミミ

[事業者の役割]

□ 小売店等は、子育て支援の観点から、子どもを連れていても利用しやすいような工夫に努めまし

よ 9 c

【計画事 業】

事業名 事業内容

子育てひろばの設置

親子で遊べる場、子育て中の親同士が仲間づくりや相談が

できる場として、「子育てひろば」の整備を保育所の整備

に合わせて進めます。整備を計画する社会福祉法人等に対

して、施設整備費の一部を助成します。

一時保育の設置

・親の リフレッシュなどにより保育が一時的に必要になった

ときに子 どもを預かる施設の整備を、保育所の整備に合わ

せて進めます。整備を計画する社会福祉法人等に対 して、

施設整備費の一
部を助成 します。
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基本目標 1 安 心して健やかに暮らせるまち (健康と福祉)

施策 03 仕 事 と子育てを高立 しやすい環境 を整えます

【施 策 を取 り巻 く現 状 と課 題 】

□ 景気の悪化やライフスタイルの変化に伴い、

共働き家庭が増えており、保育サービスの利用

児童数や学童保育クラブの入会児童数は年々

増加 していますc

□ 本区では、保護者の仕事と子育ての両立を支

援するため、これまでも計画的に保育所の整備

を進め、保育定員を増やしてきましたが、保育

所の待機児童数は年々増加傾向にありますc

□ 保護者の就労形態の多様化や、子どもの病気

時の対応など、多様な保育需要への対応が求め

られていますc

図 保育所待機児童数(各年 4月 1日 )
注i国基準による待機児童数

□ 子ども ・子育て新システムに関する実施方法等の詳細について、現在、国での議論が行われてい

ますc

【施 策の方 向】

□ 待機児童数の状況に応じ、認可保育所や認証保育所を計画的に整備するほか、家庭福社員などの

保育資源を活かすことにより、待機児童の解i肖を図ります。

□ 保護者の就労形態の多様化に対応するため、認可保育所等において延長保育の実施を拡充します。

また、子どもの病気療養中などにおける保育需要に対応するため、病児保育の実施を拡充します。

□ 放課後、保護者の就労などにより適切な監護が受けられない小学校低学年の児童を保育するため、

需要に応 じて、学童保育クラブを小学校内等に整備 していきます。

□ 子ども子育て新システムの動向を注視 し、国の議論が進行 していく中で、区の方針などの詳細を検

討 していきますc

[ 事業者 の役 割 ]

□ 妊娠中や子育て中の従業員にとって、育児休業や短時間勤務、短時間正社員制度、テレワーク、

在宅就業、再雇用制度など、柔軟に働き方を選択できるしくみを整備 しましょう。また、そのしく

みを利用 しやすいよう、職場の風土づくりを進めましょう。
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基本目標 1 安 心して健やかに暮らせるまち (健康と福祉)
ミヽミ(ミ ミ慈慈ぶ

【計画事業】

事業名 事業内容

保育所の設置

待機児童の解消を図るため、需要に応じて、認可保育所や

認証保育所の整備を進めます。整備を計画する社会福祉法

人等に対して、施設整備費の一部を助成します。

学童保育クラブの設置

・放課後、保護者の就労等により適切な監護が受けられない

小学校低学年の児童を保育するため、需要に応 じて、学童

保育クラブを小学校内等に整備 します。また、学童保育ク

ラブを開設する社会福祉法人等に対して、施設開設準備費

の一部を助成 します。

病児保育の設置

病気療養中の子どもを保育できる施設の整備を、保育所の

整備に合わせて進めます。整備を計画する社会福祉法人等

に対して、施設整備費の一部を助成します。

(仮称)保 育ママスペースの設置

・区が選定 した事業者が、保育スペースを設置 し、家庭福祉

員によるグループ型保育を実施 した場合に、設置費や運営

費の一
部を助成 します。
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基本目標 1 安 心して健やかに暮らせるまち (健康と福祉)

施策 0 4  子 どもの権利 ' T l l 益を守 り、子 どもの健やかな育成が尊重 され る

ように します

【施策を取り巻く現状と課題】

(件 )

1′400

1′200

1′000
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0
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1,036 1'052 1,。 03 1′
1°9 1,008

図 子どもと家庭の総合相談の件数 出典i子ども家庭支援課資料

すて

□ ひとり親家庭に対する生活や経済的自立の支援が求められています。

【施 策の方 向】

□ 子ども総合センターを中′いに、関係機関が連携 して、児童虐待の予防 ・早期発見 ・早期対応に取

り組みますcま た、育児不安や孤独感などに悩む保護者に対する相談体帝Jを充実させることにより、

児童虐待などの深刻な事態を未然に防ぐようにします。

□ ひとり親家庭に対して、経済的な問題、就労、子どもの養育などの様々な悩み相談に応 じて助言

や情報提供を行 うほか、就業 ,自立に向けた支援を行います。

[区 民の役 割 ]

□ 周囲の子どもの状況に関心を持つことで、虐待等の可能性に気づき、相談機関に通報するなど、

子どもの安全確保に協力しましょう。

[ 事業者 の役 割 ]

□ 保育所や幼稚園、学校、医療機関等は、子どもに対する虐待の兆候を見逃さないようにし、虐待

の早期発見 ・早期対応に努めましょう。

□ 区内の児童虐待の通告件

数は、平成22年度には131

件あり、児童虐待の早期発

見 ・早期対応は、引き続き

緊急のrlR題ですc

□ 核家族化や近所付き合い

の希薄化などに伴い、身近

な相談相手が少なくなっ

てきていることを背景に、

子ども総合センター等に

は、子育てや家庭に関する

相談が多く寄せられていま

36



基本目標 1 安 心 して健やかに暮らせるまち (健康と福祉)
ミ ミ ミ ふ ミ ミ ミ 慈 慈 ミ ミ ふ ミミミミ ミ ミ ン ン 慈 ミミミン ン 悪 ミ ミ ン 《 ふ ミ ミ ミミン ペ ミ ン ン 慈 ミ ミ

生活に困窮する区民が安心して生活できるようにします

【政策の概要】

生活 に困窮 した状態 になって も、安心 して生活 で きるよ うに、生活保護 制度 を適

正 に運営す るとともに、就労が可能な方 に対 しては 自立に向けた支援 を行いますc

【施策の体系】

政策 7 低 所得者支援

生活に困窮する区民が安心 して生

活できるようにします

施策 01

生活に困窮する区民が健康で文化的な最

低限度の生活を維持できるようにします
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基本目標 1 安 心して健やかに暮らせるまち (健康と福祉)
ミヽミミミ慈ミミミふ慈慈ミぶミミ慈ミミふぶぶミミぶふぶヽミふ ふヽ さ ぶミヽ本ミ慈ミぶぶ慈ふぶふふミ慈ミ

□ 本区の平成23年4月 中の

生活保護受給世常は、8,881

世帯、保護率は27.0%。ですc

特に平成20年のリーマンシ

ヨック以降、生活保護受給

世帯が急増 しています。

□ 生活保護受給世帯の中心

は、無年金や低年金の高齢

者であり、高齢化の進展で、

受給世帯の更なる増加が見

込まれていますcま た、社

施策 0 1  生活に困窮する区民が健康で文化的な最低限度の生活を維持
できるように します

【施策を取 り巻 く現状と課題】
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図 生活保護受給世帯数、生活保護率
会や雇用環境の変化により、     出 典i西日貢生石課資癌 注名弥 候韮都 中を含む。

経済の低迷時には、就労可

能な方でも、失職 したり十分な収入を得ることができず、生活困窮状態へとつながりやすい状況に

なっています。

□ 本区のひとり親世帯の数は、平成22年国勢調査の時点で、母子世帯が2,215世帯 (うち6歳 未満の

子どもがいる世帯430世帯)、父子世帯が296世帯 (うち同32世帯)で す。

□ 平成22年度の東京都の母子生活支援施設実態調査によると、東京都における施設利用世帯の就労

収入は、月額15万円未満が 7割 以上となってお り、低所得世帯が多くを占めています。

【施 策の方 向】

□ 生活保護制度の適正な運営に努め、健康で文化的な最低限度の生活を保障するとともに、生活保

護の不正受給に関しては巌正に対処 していきます。

□ 生活保護受給世帯の自立を支援するため、就労が可能な被保護者の個性や特性に合わせた適切な

就労支援を行います。

□ 母子世帯の母が経済的に自立して安定した生活を送れるようにするため、就職に有利な資格の取

得を目的とした給付金の支給や就労の支援を行います。
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基本目標 1 安心して健やかに暮らせるまち (健康と福祉)

支援を必要とする高齢者等が地域社会に支えられ、

安心して暮らせるようにします

【政 策の概 要 】

ひ と り暮 ら し高齢 者 等 の地域 で の見守 りや 地域 の支 えあい を進 め、支援 を必 要 と

す る区民 が早期 に適切 な福 祉 サー ビス を利 用 で き る よ うに してい き ます。 また 、判

断能力 が十 分 では な い認 知 症 高齢 者 等 の権利擁 護 を推 進 す る とともに、 区民 が福祉

サー ビス を適 切 に選 択 し、安 心 して利 用 で きる よ う、情報 提 供 の充実や サ ー ビス の

質 の向上 を図 ります。

【施策の体系】

政策8 地 域福祉

支援を必要とする高齢者等が地域

社会に支えられ、安心 して暮 らせ

るようにします

施策 01

福祉サー ビスを必要とする人が安心 して

サービスを利用できるようにします

成年後見事業の拡充

施策 02

支援が必要な高齢者等を地域で支えあう

しくみをつくります

地域包括支援センターの機能強化
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基本目標 1 安 心して健やかに暮らせるまち (健康と福祉)
ミヽ         慈 ミ、ミふ 慈 ミ、さ 慈 ミヽ ふヽ 慈 ミ ミ ぶ ぶ ミ ミミヽミぶ ぶ ぶ ぶ ぶ ミ ミ ぶ ぶ ミ 慈 ミ ミ ミ ふ ぶ ミ ミミ ふ ぶ ミ ふ ぶ ミ ミ 慈 慈 ふヽヽさ 慈 ミ

施策 0 モ 福 祉サー ビスを必要 とする人が安心 してサー ビスを利篤できる
ように します

【施 策 を取 り巻 く現 状 と課 題】

□ 要介護 ・要支援認定者の増加や、障害者

手帳保持者の増加、保育サービス利用者

の増加など、福祉サービスの利用者は増

えていますcこ のため、サービス供給量

の増加が質の低下につながらないよう、

福祉サービスの質を確保 していくことが

求められていますcま た、福祉サービス

を必要とする区民が、自分に合ったサー

ビスを容易に選択できるための支援が求  図
第二者評価受審件数(区内福祉サービス提供事業所

で第二者評価を受審した事業所数)
められていますc 出典:福祉管理課資料

□ 本区では、第二者の評価機関が専門的かつ客観的な立場で行つた福祉サービス提供事業所に対す

る評価結果を、サービス利用者に対して情報提供しているほか、福祉サービス苦情調整委員の設置

等により、福祉サービスの質の向上に努めてきましたが、これらの制度の認知度を高め、利用を促

進することがrtX題となっていますc

□ 高齢化の進行に伴い、認知症高齢者の増加が予測されています。認知症高齢者をはじめとした判

断能力が十分でない方の権利が守られ、安′さして生活できるための支援が求められています。

【施 策の方 向】

□ 区民が必要な福祉サービスを適切に選択 し、利用できるよう、最新の情報提供を行い、利用相談

に対応 します。また、事業者に対 して、福祉サービス第二者評価の受審促進を図ります。

□ 福祉サービス苦情調整委員制度や、訪問介護員のレベルアップ研修の実施などにより、福祉サー

ビスの質の向上を図りますc

□ 認知症高齢者や知的障害者、精神障害者など判断能力が十分でない方が、住み慣れた地域で安′心

して生活できるよう、社会福祉協議会と連携 して、成年後見制度の利用支援の拡充を検討 していき

ますc

[事 業者 の役 割 ]

□ 福祉サービス事業者は、サービスの質の向上に努めるとともに、利用者の利便性を高めるため、

第二者による評価を積極的に受審し、情報提供 していきましょう。
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基本目標 1 安 心して健やかに暮らせるまち (健康と福祉)

【計 画事 業】

事業名 事業内容

成年後見事業の拡充

・社会福祉協議会の権利擁護センターの機能を強化 し、成年

後見制度の利用相談や利用支援を充実するほか、市民後見

人の育成と活用を進めます。
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基本目標 1 安 心して健やかに暮らせるまち (健康と福祉)
慈ミミミミミミ ミミミぶ 慈ミミ ミヽミミ ふヽ ミミミミ ミミぶミミミヽヽミ  ヽ           、 、ミ車ミミミミミヽミミミミヽヽヽミミミミミミミミミミミヽヽ本ミミヽヽミミぶ ミふヽ

施 策 0 2  支 援 が 必 要 な 扇 齢 者 等 を 地 域 で 支 え あ う し くみ を つ く りま す

【施 策 を取 り巻 く現 状 と課 題 】

□ 高齢化の進行に伴い、高齢者の単身世帯や高齢者のみの世帯が増加 してお り、高齢者を地域社会

全体で支えるしくみづくりが求められています。

□ 本区では、区内を7つ の日常生活圏域に分け、それぞれに1か所ずつ地域包括支援センターを設

置するとともに、分室などの相談窓口を開設 し、高齢者の支援を行っています。

□ 警察署の調べによると、区内における60歳以上の方の孤独死 (人に看取られることのない不審死

(白殺を含む))は 、平成20年に229名、平成21年に168名、平成22年に205名発生しており、地域の

見守り体制の強化が求められていますぅ

(件 )

30′000

25′000

20′000

15′000

10′000

5′000

0

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

14,542  13,924

図 地域包括支援センターの相談件数
出典i高齢者支援課資料

【施 策の方 向】

□ 地域における高齢者支援の中核機関である地域包括支援センターの周知を図るとともに、機能の

強化を図ります。支援の必要なひとり暮らし高齢者や認知症の疑いのある高齢者等の積極的な把

握に努め、早期の支援につなげていきます。

□ 「かつしかあんしんネットワーク事業Jを 進め、地域におけるひとり暮らし高齢者等の見守 りを

強化することにより、孤独死や虐待を防止 していきます。

□ 社会福祉協議会が実施する小地域福祉活動との連携を強化するなど、区民との協働により、住民

同士が地域全体で支えあい、助けあう地域づくりを推進 します。
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基本目標 1 安 心して健やかに暮らせるまち (健康と福祉)
ミ慈ミミミふ慈ミミミふ ミミミミミぶミミミふミミ 本ヽ ミミ志 ふヽ ミミミミ慈 ミミミ

[区 民の役割 ]

□ ひとり暮らしの高齢者や認知症高齢者等を地域全体で見守っていきましょう。また、支援が必要

な方に相談機関を紹介 したり、虐待等が疑われる場合には、相談機関に通報しましょう。

[ 事業者 の役割 ]

□ 企業 ・団体は、「かつしかあんしんネットワーク」への参加等を通 じて、地域での見守 りに協力し

ましょう。

【計画事業】

事業名 事業内容

地域包括支援センターの機能強化

地域包括支援センターの人員体制を強化することにより

家族や地域住民等から相談や通報があった場合だけでな

く、戸別訪問等の実施により積極的に支援の必要なひと

暮らし高齢者や認知症の疑いのある高齢者等の把握を行

い、早期に必要な支援につないでいきます。
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資料 3-2

3 7

1 4

2 6

4 2

政策 14 産 業

産業を活性化させ、

政策 15 観 光

まちの魅力を高め、

豊かな地域社会を形成 します

情報を広く発信 し、多くの人で賑わうょぅにします 6 5

基本計画 (基本目標別計画部分)(案 )

政策 9 地 域街づくり

区民と協働 して地域の特性を活かした活力ある住みよい街をつくります

政策 lo 防 災 ・生活安全

災害や犯罪から身を守 り、安全で、安フトして暮らせるまちにします

政策 11 交 通

安全かっ快適に移動できるまちにします

政策 12 公 園 ・水辺

多様な役害Jを持つ場として、地域の中に公園などの快適空間を整備 します

政策 13 環 境

人と自然が共存できる環境を守ります

(街づくりと産業)





ミふ ンンンンヘミミ        t≪ ≪ミ屋蕪ンξ蕪ンンンンンン蕉熊〔ンンンンンン蕪ンンょ

区民と協働 して地域の特性を活かした活力ある住みよい
街をつくります

【政 策の概 要】        ~ ~ ‐

~ ‐`| ｀`ヽ十ヽ_ 、、_ ヽキーーー‐、、一、一―――‐一‐、一 ―― ―・

地域住 民 の意 向 を踏 まえなが ら、 区民 ・事業者 と協働 し、計 画的 な土地利 用 や 秩
序 あ る街 並み の誘 導 、駅周 辺部 にお け る拠 点 の整備 に取 り組 み ます。

また、 自 らの発想 に基 づ く区民 の主体 的 な取組 み を支援 しなが ら、地 区計 画等 を
活 用 し、各地域 の特性 や実 情 を活 か した街 づ く りを推 進 す る と ともに、住環 境 の改
善 を図 りますc

【施策の体系】

政策9 地 域街づくり

区民と協働して地域の特性を活か
した活力ある住みよい街をつくり
ます

計画的な土地利用を進め、建築物等が地域
と調和するようにします

補助 276号 線水元公園～大堰枠交

差点区間の無電柱化及び景観軸の

整備

駅周辺等を、住み、働き、憩う、賑わいの
ある拠点とします

新小岩駅周辺開発事業

金町駅周辺の街づ くり

立石駅周辺地区再開発事業

高砂駅周辺の街づくり



基本目標 2 快 適な生活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)

施策03

地域特性や地域の実情を活かした街づく

りを進めます

南水元土地区画整理事業

堀切地区の街づ くり

新宿六丁目地区の街づくり

青戸六 ・七丁目地区の街づくり

施策 04

住生活の安定と向上を促進します

施策 05

地域を良好な住環境にします

細街路拡幅整備事業



基本目標 2
―蟻 ,,台(街づくりと産業)

施 策 0 1  計 画 的 な 土 地 利 用 を 進 め 、 建 築 物 等 が 地 域 と 調 和 す る よ う に しま す

【施 策 を取 り巻 く現 状 と課題 】

□ 区内では、住宅用地や自動車駐車場等の空地系利用が主な土地利用となってぉ り、近年いずれも
増加 してぃる一方、ェ業用地は著 しく減少してぉ り、産業構造の変化が土地利用にも現れています。
また、農地などの自然系土地利用も減少しています。

□ 本区では、葛飾区都市計画マスタープラン注1)に
基づき、それぞれの地域が、これまでの歴史や風

土に培われた個性 と特徴を活かして発展するとともに、相互に補完 し合いながら全体として、安全、
便利、快適なよりよいまちの形成を図ることをめざしてぃます。そのためには、都市活力をけん引
する駅周辺拠点の推進とネットヮークの形成、密集市街地整備の推進、地区計画注2)によるまちづ
くりの推進等が課題となってぃます。

□ 本区では、平成18年10月に 「葛飾区区民参加による街づくり推進条例」を策定するなど、「区 ・区
民 ・事業者によるパー トナーシップ型のまちづくり」を進めてきましたが、区民が主体的に取り組
むまちづくりを一

層推進するため、更なる取組みが求められています。
□ 区内の景観は、多くの人々で賑ゎぅ鉄道駅周辺、荒川 ・江戸川 ・中川 ・新中川などの大規模な河
川、都心部近郊に位置 しながら昔ながらの風景を今にとどめている畑や社寺、住宅とェ場が混在す
る区域など、多様なものとなってぃます。葛飾 らしい個性 と魅力ある街を形成 していくためには、
各地区の実情に合わせた良好な景観を保全 ・整備することが求められてお り、景観を誘導する仕組
みづくりが課題となってぃます。

表 宅地及び畑の土地面積の推移

地閑
指地  i  ェ 業地

組

実数
(ha)

対前年
増減馨
(%)

実数
(ha)

対前年
増滋率
〈%)

実数
(ha)

対前年
増滅率
(%)

葉数
(ha)

対前年
増減率
r O / A、

実数
(ha)

対前年
増滅率
(%)

平成18年 16,716 15,354 60C 762 472
平成19年 16,705 ▲ 01 15,336 ▲ 01 10 01 462 ▲ 21
平成20年 16,659 ▲ 0.3 15,310 ▲ 02 609 05 740 ▲ 3,C ▲ 24
平成21年 16.555 ▲ 0.6 15,380 05 541

539

▲ 112 634 ▲ 143 442 ▲ 2.0
平成22年 16,596 15,385 00 ▲ 04 430 ▲ 27
出典:葛飾区都税事務所資料
注1:本表は、固定資産税の課税対象となる評価面積である。

2:小数点第1位を四捨五入しているため、総数と個別の積み上げた数値が合わない場合がある。



器舎ぶ基奉 く

基本 目標 2 快 適な生活を支える魅力あるまち (街づ くりと産業)

韻

図 3者 協働によるパー トナーシップの

まちづくり
出典:「葛飾区都市計画マスタープラン」

図 葛 飾区区民参加による街づ くり推進条例の枠組

出典:「葛飾区都市計画マスタープラン」

注 1)葛 飾区都市計画マスタープラン

都市計画法第18条の 2「市町村の都市計画に関する基本的な方針」として区が行 うまちづくりの総合的な指針 と

て定めたもの。策定から20年後の平成42年を目標年次として、区全体の都市将来像やまちづくりの目標を示すとと

に、地域の特性を踏まえた地域別のまちづくりの方針やその実現に向けた基本的な考え方などを示す。

注 2)地 区計画

住民の身近な地区で、その地区の将来に向けての街づくりの目標や方針を定めるとともに、地区内で建物を建築

たり、開発を行 う場合に守らなくてはならない地区独自の制限を都市計画法に基づいて定め、その地区の特性に応

たきめ細かい街づくりを進めていく制度をいう。

【施策 の方 向】

回 地域の実情に応じた多様な土地利用を実現するため、様々な

土地利用 ,誘導手法の検討 ・活用を図ります。また、区民主体

の総合的なまちづくりの展開に向け、区民参加による街づくり

推進条例の運用面の強化や、他の支援制度との連携などについ

て検討を進めます。

□ 各地区の特性に応 じた葛飾らしい良好な景観の形成を図るた

め、景観法に基づく景観計画の策定などを検討 します。

□ 建築物の高さを適切に誘導し、秩序ある街並みを形成するため、

た望ましい建築物の高さ制限の方針を定めます。

各地区の土地利用の特性に応 じ

[区 民の役割 ]

□ 地域街づくりに関わる各種計画や条例、方針等の策定にあたつては、自らが街づくりの主体であ

ることを自党 し、区の取組みに積極的に参画しましょう。

[ 事業者 の役割 ]

□ 秩序ある調和のとれた街並みの形成に向け、定められたルールに則つた開発や建築行為を行いま

しょうcま た、開発や建築行為を行 うにあたつては、区民の理解を得るように努めましょう。
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基本目標 2 寒揮蚊 まえる魅力あるまちミミ (街づくりと産業)

【計画事業】

補助 276号 線水元公園～大堰枠交

差点区間の無電柱化及び景観軸の

整備

・水元公園と新宿地区を結ぶ補助 276号線は、水元公園に導
く緑の回廊として、無電柱化や歩道の緑化などを行いま
す。



基本目標 2 快 適な生活を支える魅力あるまち (街づ くりと産業)

施策 02 駅 周辺等 を、住み、働 き、憩 う、賑わいのある拠点 とします

【施 策 を取 り巻 く現 状 と課 題】

□ 本区では、人々が住み、働き、憩 う、個性あふれる魅力と

賑わいに満ちた拠点を形成 し、都市としての求″さ力や活力を

高めていくため、新小岩駅や金町駅などをはじめとする鉄道

駅の周辺部を都市機能集積拠点として位置付け、複合的な都

市機能の集積や交通結節点機能の強化、回遊性の向上などに

取 り組んでいます。

□ 人口減少 ・超高齢社会の到来や地球温暖化に代表される環

境問題の深刻化などが懸念される中、本区が都市としての持

続可能性を確保するためには、住み ・働き・憩 うといった多

様な都市機能が集積 し、自動車に依存せずに移動できる鉄道

駅周辺部において、引き続き、それぞれの鉄道駅の特性に応

じた集約的な土地利用を誘導 し、賑わいと活力にあふれる街づくり

<金 町六丁目地区>

を進めてい く必要がありますc



ンンンンンンンンン蕉蕉意kミ ユで鰹迎盗 資=|(街 づくりと産業)ンンンン慈ンンンンン慈慈ン慈ンミ蕪ン《ミンミンミ
ミ 幾

よべ飛ぶヽ キ   f｀

ギtペドふゞ ゃ   キヽ

ニペ十姦き、   ギt

べゞヽ ド、ぺふ

ミドーヾ  ヽ一 f  ■ ミ羊韻ぶ

§キ将ミ |ヽ■ 、 穏ざぶ慈

FS§蕊ド

ミトヽざヽ .、‐|  十 ぶぶ

ドペヾ  ヽ |■  卜  ぶ ぶ

慈韻通

ミ■ Ⅲ ド■ミ t . 、 ■、ず

ドぶt ヽ 、き 革

蕊A ミ ヽ

黛盤還

総選ン 飛慕蕊
ミ韻苺

ド
　
ヘ
　ヽ
ミ

母慈ぷ
燕薄t l・

幸ミミ
i :キi :【i Sミミ慕

ミ | ミ| 卜 Ⅲt

i ドヽ |ヽ ミ| ‐
: , ぶ・ ミドヽ、

■ぷ| ヽ ざボミ
|■ |

ド`
・
ド悪ミンポ慈ざもさぺ、 鈴 ぎ|■ 終
ミきさ

ざド
|ヽ卜を ゑ.

やヽジ
'

ギxン
終
ざ
ヰン|―ゴ巡導ガ

/
慈 卜 、ド

｀
ン汀

ゞ
i＼

、ご1鐸 ・.・、ビミン ーン
ヾ
ド

ミ`ミ

ン ン ゴ

tミ〔.ぶ、Ni、、諸 ―.|ン＼ ミふミ韻
讐 姦軽悠ン熊奪
図  将 来都市構造図
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基本目標2 快 適な生活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)

【施 策の方 向】

□ 新小岩駅、金町駅、亀有駅、高砂駅及び立石駅周辺の商業地は、本区の顔にふさわしい地区とし

て、区内外からより多くの人々が集い、憩える、個性あふれる魅力と賑わいに満ちた広域的な都市

機能集積拠点の形成を進めます。

□ その他の駅周辺では、それぞれの地区の特性に応 じた駅前広場や道路などの都市基盤施設の整備

を進めるとともに、地元商店街等の活性化を支援 し、生活に根ざした区民に身近な地域密着型の拠

点形成を図りますc

【計画事業】

事業名 事業内容

新小岩駅周辺開発事業

・新小岩駅周辺地区の総合的な都市基盤、環境整備を図るた

めに、広場や南北自由通路、生活幹線道路の整備など、駅

周辺の一体的なまちづくりを推進 します。

金町駅周辺の街づ く

・金町六丁目駅前地区の市街地再開発事業に対する支援を行

うとともに、駅北日周辺地区については、周辺の道路や駅

前広場の基盤整備等により交通結節点機能を向上させる

とともに、新たな賑わいの創出などを図り、広域複合拠点

としての都市機能の充実をめざします。

立石駅周辺地区再開発事業

市街地再開発事業によるまちづくりを推進するため、再開

発を検討する地元権利者組織に対する支援を行い、権利者

の合意形成を促進 します。事業実施段階においては、円滑

で適切な事業実施に向けて、再開発の施行者である市街地

再開発組合の取組みを支援 します。

高砂駅周辺の街づく

高砂駅周辺の交通利便性や防災性を向上させ、魅力と活力

ある広域生活拠点を形成するため、地元住民による街づく

り勉強会への支援等を行い、鉄道立体化と一体となつた街

づくりを推進 していきます。



基本目標 2
資=負 (街づくりと産業)

施策 0 3  地域特性や地域め実情を活か した衛づ くりを進めます

【施策を取り巻く現状と課題】

□ 南水元―丁目・二丁目地区では、道路や公園などの都市基盤施設を整備 し、宅地としての利用価
値を増進させるため、平成16年2月 から土地区画整理事業に着手するとともに、都市基盤施設の整
備にあわせた土地の有効利用を誘導するため、地区計画を活用 した街づくりを進めています。

□ 小菅―丁目地区では住民からの提言に基づいた街づくり、新宿六丁目地区では大学と公園を核と
した街づくり、青戸六 ・七丁目地区では防災性や快適性等の向上、堀切地区では防災性の向上や賑わいの再生など、各地域の実態や特性を活かした取組みを推進 してぃます。

□ 区内には土地区画整理事業を施行すべき区域として、当該事業を都市計画として決定したものの、事業化に至らぬまま市街化が進行 し、事業の実施が困難となってぃる地区があります。

【施 策の方 向】

□ 今後も引き続き、地元関係者の理解と協力のもと、土地区画整理事業や地区計画などを活用 し、
それぞれの地域の特性や地域の実情を活かした街づくりを進めることによって、面的に市街地の機
能向上を図ります。

□ 土地区画整理事業を施行すべき区域では、それぞれの地区の実情や熟度に応 じて、土地区画整理
事業や地区計画等、きめ細やかな整備手法の導入を検討 し、安全 ・安フトで快適に暮 らすことができる市街地の形成を図りますc



基本 目標 2 快 適な生活を支える魅力あるまち (街づ くりと産業)

【計画事業】

事業名 事業内容

南水元土地区画整理事業

地区内の道路や公園などの都市基盤施設を整備改善し、宅

地の利用価値を増進させるとともに、防災性の向上や良好

な住環境の形成を図ります。

堀切地区の街づ く

地区のまちづくり協議会により提案された 「堀切地区まち

づくり構想」を基に、その実現に向けた街づくり活動を支

援するとともに、駅周辺の活性化や災害に対する脆弱性な

どの課題を解消するため、各地区の特性に応 じた街づくり

計画を策定し、事業を推進 します。

新宿六丁目地区の街づく

地区計画制度や用途地域の改正などにより、大学を核とし

て、地区の特性を生かした街づくりを進めます。防災 ・環

境面でも質の高い街づくりを進めるため、道路や公園など

の基盤整備を行います。

青戸六 日七丁目地区の街づくり

地区計画制度等を活用し、地区の特性を生かした街づくり

を進めます。安全 ・快適で利便性の高い街づくりを推進す

るため、道路や公園などの基盤整備を行います。

10



基本目標 2 快酸 ←活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)

施 策 0 4  住 生 活 の 安 定 と向 上 を促 進 しま す

【施策を取 り巻 く現状 と課題】

□ 平成12年以降の着工新設住宅戸数は、平成16年までは増加基調で推移していたものの、その後は
増減を繰 り返しながら、減少基調に転じつっぁり、平成21年には3,403件、過去lo年間で最も多か
つた平成18年の5,293件の約6割 の水準となってぃますc

□ 住宅に困窮してぃる方々を対象に、 “住宅のセーフティネット
"と

しての役割を担ってぃる公共
賃貸住宅として、平成23年4月 1日現在、区内には区営住宅lo回地、331戸のほか、東京都が都営
住宅を、都市再生機構がuR賃 貸住宅などをそれぞれ供給しています。

(戸)
6′00o

5,Ooo

4′00o

3′00o

2′00o

l,000

0

]二月え12  13
20 21年

4′3404″
103

句弱24詔1ン 種  型

図 着工新設住宅戸数の推移  出 典i東京都都市整備局資料

【施 策の方 向】

□ 少子高齢社会の到来を迎える中で、持続可能な地域社会を構築するため、若者から高齢者、単身
からファミリーまで、多様な世代が暮 らし続けることができる住宅 ・住環境の形成を図る必要があ
りますcこ のため、東京都や都市再生機構が所管する団地の建て替えに際し、多様なタィプの住戸
の供給を要請するほか、都営住宅の移管による区営住宅の整備、高齢者向け優良賃貸住宅への家賃
助成などにより、多様な世代が暮 らし続けることができる住宅の確保に努めます。

□ 住宅の質的充実をめざし、最低居住面積水準注)が
確保された良質な住宅供給の誘導や、分譲マン

ションの適切な維持管理と将来の建替え準備に向けた情報提供及び相談事業の充実を図 ります。

注)最 低居住面積水準

ど昌景督暑暑督:螢景磐:貫骨二
言名雲務テ:雀暮民象た黒じ平T糧繁堤キど新哲哲葺蓄芳望監記

ヤ
ニ岳堤多晨金融F

※ 世帯人数別の面積 (例) 単 身 25 1 f、 2人 30 1ぜ[3 0 1ポ]、 3ノ(4 0ポ [3 5ぱ]、4人 50 1 f [ 4 5ポ]
[  ]内は、 3～ 5歳児が 1名 いる場合



基本目標2 快 適な生活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)
慈

[ 区民の役 割 ]

□ 自己所有住宅の適切な維持管理に努めましょう。

[ 事業者 の役割 ]

□ 次世代に継承することができる良好 ・良質な住宅の供給に努めましょう。

ワ

０



基本目標 2 快適な生活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)

施策 05 地 域 を良好な住環境に します

【施 策 を取 り巻 く現 状 と課題 】

□ 区内には、土地区画整理事業などによる面的整備が未実施となってぃる地区があります。これらの地区では、幅員が4メ ー トルに満たない狭い道路が数多くあります。こぅした道路は通風 ・採光などの生活面や、災害が発生 した時の消火活動 ・避難 ・延焼防止などの防災面など、さまざまな問題をかかぇてぃます。このような地区の住環境の改善及び防災性の向上が街づくりをするうえで主
要な課題となってぃますc

【施 策の方 向】

□ 災害時の避難路や緊急車両の通行路の確保などの防災機能や、日常の生活面での安全性 ・快適性
を高めていくため、道路の幅員が4mに 満たない細街路の拡幅整備事業を効率的に進めていきますc

□ 良好な集合住宅の確保に努めるとともに、無秩序な開発や宅地の狭小化を防止するための指導を
実施 し、良好な市街地の形成を促進 してぃきます。

[ 区民 ・事 業者 の役 割 ]

□ 安全で住みよい街づくりを進めるため、集合住宅の遊び場等の整備や防犯灯・ごみ集積所の設置、細街路拡幅整備事業による道路の拡幅等に協力しましょぅ。

計画事業】

細街路拡幅整備事業

・幅員の狭い道路を4メ ー トルの道路とするために、建物の
建築時に道路中フトを明確にし、拡幅整備をします。また、
建設予定がない場合でも、関係権利者の協力により拡幅可
能な箇所を整備 していきます。

つ
じ



基本目標 2 快 適な生活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)
ミミミミミミミミミミミミヽヽ

災害や犯罪から身を守り、安全で、安心して暮らせるま

ちにします

【政 策の概 要 】

地震発 生 時 の被 害軽減 や 防 災 ・防犯機 能 の 向上 を図 るた め に、関係 機 関 との連 携

の も と、災害危 険度 の高 い地域 で の都 市 基盤 ・防 災拠 点 の整備 や 水 害対策 、建 築物

の不燃 化 ・耐震化 、自主的 な防犯活動 の促進 な ど、ハ ー ド・ノフ トの両面 にわた り、

だれ もが安 全 ・安 心 に暮 らせ るま ちづ く りを進 めてい きます。

【施 策 の体 系】

施策 01

災害に強く、安全で、安心して生活できる

街をつくります

政策 10 防災 ・生活安全

災害や犯罪から身を守 り、安全で、

安心 して暮らせるまちにします

四つ木地区の街づ くり

東四つ木地区の街づ くり

東立石地区の街づくり

民間建築物耐震診断 ・改修助成

施策 02

災害に対 し的確な対応と迅速な復1日がで

きる体制にします

情報連絡体制の強化

水害対策の強化

放射線対策

14



資控ユ亀0まち(街づくりと産業)

災害発生時に地域で救援・応急活動を迅速
に行えるようにします

(仮称)地域防災会議のモデル実施

学校避難所の自主運営の強化

防災活動拠点の整備

公共施設の防災機能の強化

犯罪や事故から身を守 り、安全で、安心し
て暮らせるまちにします

地域安全活動支援事業

正 しい知識により賢い消費者の目を身に
つけ、安心 して生活できるようにします

消費者対策推進事業

15



基本目標 2 快 適な生活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)

施策 01 災 害に強 く、安全で、安心 して生活できる衛 をつ くります

【施 策 を取 り巻 く現 状 と課 題 】

□ 本区は、低地で軟弱な地盤

の上に形成されているとと

もに、戦後、急速に進行し

た市街化に道路 ・公園など

の都市基盤施設の整備が追

いつかず、さらに、住宅と

工場が混在した木造密集市

街地も多数存在するなど、

地震や水害などの災害に対

して脆弱な都市構造となっ

ていますc

― 危険度低 危険度高 ―

ロランク1  国 ランク2  回 ランク3  ロ ランク4  田 ランク5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

葛飾区

(155地域)

都内の市街

化区域

(5,099地域)

8 4 4261 303 161口 2.

451 318 158 1.6

図 地震に関する地域危険度

(建物の倒壊や延焼の危険性を表す総合危険度)

出典:東京都「第6回地震に関する危険度測定調査」(平成20年2月)
□ 東京都では、平成22年1月

に改定した 「防災街づくり推

進計画」の中で、震災時の危険性が高く、かつ、特に老朽化 した木造建築物が集積するなど、防災

上整備すべき緊急性が高い地域を 「整備地域Jに 位置付け、積極的な防災対策に取 り組むこととし

ていますc

□ 区内では、立石 ・四つ木 ・堀切地域及び新小岩駅周辺地域が 「整備地域とに指定されてお り、特

に立石 ・四つ木地区は、基盤整備事業などを重点化 して展開し、早期に防災性の向上を図る 「重点

整備地域」に指定されています。

□ 本区では、不測の災害が発生した場合でも、被害を最小限に食い止められるとともに、区民の日

常生活における安全を確保できる街づくりをめざし、これらの防災上整備すべき緊急性の高い地域

での震災対策や、密集市街地の住環境の改善に努めています。

□ 区内に架かる橋梁のうち、建設後 50年以上が経過 した高齢化橋梁が占める比率は、平成 21年度

現在は6%(1橋 )で あるのに対し、概ね 20年後の平成 41年度には 56%(10橋 )に 拡大する見

込みですc

【施策の方向】

□ 今後も引き続き、密集市街地の住環境を改善し、防災性の向上を図るとともに、災害時の連難 ・

救援 ・消火活動を円滑に行えるようにするため、道路の拡幅や災害時に一時的に避難できる公園 ・

広場の整備、老朽化した住宅の建替えによる不燃化・耐震化の促進などを総合的に進めていきますЭ

□ 建築物の倒壊などから人命を保護し、避難道路の閉塞を防ぐなど、地震発生時の被害軽減と防災

上安全な街づくりをめざし、耐震診断や耐震改修等の必要性に対する区民の意識を高めるとともに、

16



二0理抑盗oまち(街づくりと産業)

診断 ・改修等に対する助成事業を実施することで、建築物の耐震化を促進 してぃきます。また、建
物や敦地の安全性の向上を図ることを目的とした、地盤の液状化対策を進めていきます。

□ 大規模な地震が発生した場合の人的 ・物的な被害を最小限に食い止め、かっ、避難路や緊急車両の通行路を適切に確保するため、予防保全の観点から計画的に橋梁の点検や補修などを進めます。

[ 区民 口事 業者 の役 割 ]

□ 建築物の不燃化 ・耐震化に努めましょぅ。

【計画事業】

四つ木地区の街づ くり

・密集住宅市街地整備促進事業により、主要生活道路や災害
時に一

時的に避難できる公園 ・広場の整備、細街路の拡幅、
老朽化 した住宅の建替えなどを促進するとともに、地区計
画制度を導入 し災害に強い街づ くりを進めます。また、基
盤整備の推進 とともに建物の共同化等による市街地の不

墜化や商店街の再生を図ります。

東四つ木地区の街づくり

・密集住宅市街地整備促進事業により、主要生活道路や災害
時に一時的に避難できる公園 ・広場の整備、細街路の拡幅、
老朽化 した住宅の建替えなどを促進するとともに、地区計

可制度を導入 し災害に強い街づくりを進めます。

東立石地区の街づ くり

・密集住宅市街地整備促進事業により、主要生活道路や災害
時に一時的に避難できる小広場の整備、細街路の拡幅、老
朽化 した住宅の建替えなどを促進するとともに、地区計画
tll度を導入 し災害に強い街づくりを進めます。

民間建築物耐震診断 ・改修助成

木造建築物ゃ民間の公益施設 ・分譲マンション等の耐震化
の促進を図るとともに、地震による住宅の倒壊から高齢者
等の生命を守るため、耐震シェルターの設置に対する助成
を行います。また、地盤の液状化対策を進めます。

，
ｒ



基本目標 2 快 適な生活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)

施 策 0 2  災 害 に 対 し曲 確 な 対 応 と迅 速 な 復 幅 が で き る 体 制 に しま す

【施策 を取 り巻 く現 状 と課 題 】

□ 本区では 「葛飾区地域防災計画」に掲げた地震被害の減災目標の実現に向け、防災行政無線のデ

ジタル化、装備品 ・備蓄品の整備、避難施設の確保や食糧 ・生活必需品等調達のための関係業界や

事業者との協力協定の締結、防災設備の適切な維持 ・改修などを推進 してきましたが、東日本大震

災の経験と教訓から、これまでの取組みを見直すべき点も出てきています。

□ 本区は東京都の東部低地帯にあり、満潮時には海面以下となる地域が大きく広がつています。こ

のため、万が一、大規模な水害が発生した場合には、広域避難が前提となりますが、地震災害と風

水害が連続 して発生する複合的な災害など、避難する時間がない事態の発生に備え、身近な避難場

所の確保が求められています。

□ 東京電力福島第一原子力発電所の事故により放出された放射性物質 (事故由来放射性物質)の 影

響に対して、区民に不安が生じています。区では事故以来、学校、保育園、公園などの空間放射線

量の測定や放射線量低減の取組みに加え、学校等のプール水や給食に含まれる放射性物質の検査を

実施してきました。今後も、事故由来放射性物質の影響に対する区民の不安を解消するための対策

を、更に進める必要がありますc

【施 策の方 向】

□ 災害時に迅速かつ的確な応急対策及び復興対策が展開できるよう、情報通信手段の整備、食糧 ・

水 ・生活必需品等の確保、より実践的な総合防災訓練等の実施、帰宅困難者 ・駅前滞留者対策、地

域と協働 して取り組む復興への事前対策などについて、東日本大震災の経験と教訓を踏まえ、推進

していきますc

□ 水害対策として、身近な避難場所の確保について早期の検討を進めます。また、堤防整備の促進

を国や都に働きかけます。

□ 事故出来放射性物質の影響に対する区民の不安を解消するため、空間放射線量の測定や放射線量

低減の取組みなど様々な対策を進めます。

[ 事業者の役割 ]

□ 災 害時における事業継続の実効性を高めるとともに、地域社会の一員として、帰宅困難者 ・駅前

滞留者対策や救援 ・応急活動の支援など、事業所内にとどまらない災害応急体制づくりに取 り組み

ましょうc

18



基本目標 2 殴 冬工窯 終 控力あるまち り(街づく と産業

ヽ
【計画事業】

情報連絡体制の強化

・災害時における地域の情報を速やかだ収集するため、災害
対策拠点となっている地区センターと地域住民との間で
情報の収集 ・伝達が可能な連絡体制を構築するとともに、
高所カメラの設置や災害時優先電話の導入などについて
検討を進めます。

水害対策の強化

水害対策として身近な避難場所を確保するため、中高層建
築物へ避難できる仕組みづくりや上階に避難場所や非常
用発電機等を設けた浸水対応型建築物の整備推進、安全に
避難できる高台の確保等の検討を早期に進めます。また、
治水安全度の向上を図るため、中川の堤防高不足の解消や
耐震補強の促進を国や都に働きかけます。

放射線対策

・区内の空間放射線量の定点測定を継続実施し、その結果を
公表するとともに、事故出来放射性47J質の影響に対する正
しい知識 ・情報の普及啓発、公共施設での測定と瀕J定結果
に応 じた除染等の作業、放射線測定機器の貸出し、必要に
応 じた給食の検査などの対策を進めます。
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基本 目標 2 快 適な生活を支える魅力あるまち (街づ くりと産業)

施策 03 災 害発生時に地域で救援 と応急活動 を迅速に行えるように します

【施 策 を取 り巻 く現 状 と課題 】

□ 防災対策については、これまでもハー ド面、ソフ ト面の対策を両輪として取り組んでいますが、

東 日本大震災など大規模な災害における教訓|からも、ハー ド面の万全な対策をめざすことには限界

があることがわかつていますc

□ 東 日本大震災の発災時において、近隣住民による助け合いによつて多くの命が助かつたことから、

人と人とのつながりや絆、助け合いの大切さが改めて認識されています。広域にわたり甚大な被害

をもたらす災害に対しては、区、警察、消防などの防災関係機関だけの対応にもおのずと限界があ

ります。今後の防災対策を進める上では、災害対策の基本理念である自助、共助、公助のうち、自

助と共助の視点を基本に据えた、区民が主体、あるいは区と協働して取り組む防災対策を一層推進

していくことが必要ですc

□ 本区では、地域の消火活動や安全確保のための防災市民組織が自治町会単位で設置されてお り、

このうち32の自治町会では市民消火隊が組織されています。また、各地域において災害発生時に自

主的な救援 ・応援活動を行 う役害Jを担っている消防回は、平成23年4月 現在、27分団が組織されて

いますc

□ 地域の人々が 「自分たちのまちは、自分たちで守る」ことを目的に、消火 ・救助活動や被災者に

対する生活支援を行 うため、防災設備を備えた公園を防災活動拠点として位置付け、その整備を推

進 しています。平成23年3月 末現在、整備目標量30箇所に対し、26箇所が整備済みとなつています。

□ 災害時には、避難者を収容する場所や、災害対策活動を展開したり、救援物資等を受け入れたり

する場所が必要となりますc地 域の防災力をより効果的 ・効率的に高めていくためには、小 ・中学

校や地域コミュニティ施設など、地域住民の日常生活にとつて身近な公共施設が、災害対策本部と

十分連携 しながら、災害時には迅速かつ円滑な救急 ・応援活動を実践するための防災拠点として、

適切に機能を発揮できるようにすることが求められます。

【施策 の方 向】

□ 「自助」「共助」という自主防災意識の高揚と防災知識の向上を図るため、防災講習会 ・防災リー

ダー研修会の充実、広報紙やパンフレット、啓発ビデオの貸出等による広報の強化、起震車等を活

用した防災訓1練への参加促進などに取 り組み、様々な機会をとらえて防災意識の啓発等に努め、区

民の防災行動力の向上を図りますc

□ 消防団が各地域における防災のリーダーとして、今後も引き続き、地域住民をけん引していける

よう、組織力の維持 ・向上を図るために必要な支援や助成を行 うとともに、防災市民組織が実施す

る防災訓練など、地域の自主的な取組みを支援 します。

□ 公共施設の建替えや改修にあわせて、災害時の転活用にも配慮した防災上必要な設備等の整備を

進めていきます。
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□ 防災活動拠点については、引き続き、地震に関する地域危険度が高い地域での整備を進めていき
ますc

<防 災活動拠点に設置されている設備の一例>
(左から右へ:防災倉庫、かまど兼用ベンテ、雨水貯留槽手押しポンプ)

[区 民 の 役 割 ]

□ 「自らの命は自らが守る」とい う考えに立ち、常 日頃か ら予期せぬ災害に備え準備するとともに、
「自分たちのまちは自分たちで守る」ための地域の活動に積極的に参加 ・協力 しましょう。

[ 事業 者 の 役 割 ]

□ 地域社会の一
員 として 「被害を出さない」、 「地域に貢献する」ことを原則に、防災対策に取 り

組みましょぅc

【計画事業】

事業名
事業内容

(仮称)地 域防災会議のモデル実

施

地域の防災資源を活用して、地震や水害などの災害にどう
立ち向かってぃくかを地域住民が主体となって検討する

会議体を設置 します。その検討の中で、地域特性を踏まえ
た防災計画を策定し、適宜、計画の実効性を検証しながら、
自助、共助の意識の醸成を図っていきます。

学校避難所の自主運営の強化

字夜避難場所の運営会議や訓練を充実させることにより、
避難する住民自らが避難所を開設 し運営していく自主運
営意識を高め、より実践的な避難所連営矛めパ1ン音十

防災活動拠点の整備

災害時における初期消火、救出 ・救護などの地域の初動活
動や炊き出しなどの生活支援の場として、防災活動拠点を
整備 します。

公共施設の防災機能の強化

地域住民の日常生活に身近な公共施設の建替えや改修にあ
わせて、本来必要とされている機能とともに、防災上必要
な設備等の整備を進め、災害時の転活用も想定した防災機
能の強化を図 ります。

ワ

包

ン



基本目標 2 快 適な生活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)

施 策 0 4  犯 罪 や 事 故 か ら身 を 守 り、 安 全 で 、 安 心 して 暮 らせ る ま ち に しま す

【施 策 を取 り巻 く現 状 と課 題 】

□ 本区では、区民が安全で安フトして暮らせるまちづくりのため、ハー ド・ノフ トの両面から防犯対

策を展開しています。平成16年以降、区内の刑法犯認知件数は、ほぼ一貫して減少傾向で推移して

お り、平成22年は6,224件、平成15年の9,830件の約 6割 の水準に減少しています。

□ 「平成22年版 犯罪白書 (法務省)」によると、一般刑法犯の被害者に占める65歳以上の被害者の

割合は平成12年の8.7%か ら、平成21年の10.6%に上昇するなど、全国的に高齢者が被害者となる

犯罪の害J合が増えていますc葛 飾区政策 ・施策マーケティング調査では、防犯対策をしている区民

の害J合は、平成19年度の43.0%か ら平成23年度の50,0%に上昇 してお り、区民の犯罪に対する不安

感や、防犯対策への関心はむしろ高まっていると考えられます。

□ より安全で安心なまちづくりを実現するためには、区民 ・関係団体 ・区が連携 して取 り組むこと

が不可欠であり、特に自治町会、商店街、PTAな どの地域団体が常日頃から実施 している防犯パ

トロールなどの自主的な防犯活動は、犯罪を未然に防止する上で重要な取組みとなっています。

図 刑法犯発生件数の推移 出典:警視庁刑事部刑事総務課資料
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基本目標 2
ミふぶ 慈 筆 _| と産業)

【施 策の方 向】

□ 地域の防犯力を高め、犯罪や事故を未然に防止するため、パネル展の実施などにより区民の意識
の向上を図るとともに、活動助成等により地域の自主的な防犯活動を促進 します。

□ 防犯カメラなど防犯設備の整備に対する助成や私道防犯灯設置助成、地域の自主的な防犯活動を
推進するリーダーの育成ゃ犯罪 ・事故を抑止する活動に係る区内事業者 との協定の締結、区内の犯
罪情報 ・不審者情報を電子メールで配信する 「葛飾区安全 ・安心情報メール」などを引き続き実施
し、安全で安心なまちづくりを進めていきます。

[区 民の役割 ]

□ 犯罪や事故を未然に防止するための知識を身につけましょぅ。

[事 業者 の役割 ]

□ 死角となる場所に防犯対策を講 じるなど、地域と協力 して犯罪や事故の起こりにくいまちづく
に取り組みましょうc

り
、

く

ヽ

づ

！

街
一

【計画事業】

地域安全活動支援事業

犯罪や事故の発生を減 らし区民の安全を守るため、関係田
体との連携を図りながら、区民 ・地域への啓発 ・情報提供、
地域で行われる自主活動や防犯設備の整備に対する支援
などを推進 し、安全な地域社会の形成をめざします。
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基本目標 2 快 適な生活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)

施策 0 5  正 しい無議によ り賢い消費者の 目を身につけ、安心 して生活でき

るよ うに します

【施 策 を取 り巻 く現 状 と課 題 】

□ 近年、全国的に、高齢者を狙つた悪質商法による被害や、インターネットを使った電子商取引に

代表される取引の複雑化 ・多様化に伴 う様々な消費者 トラブルが後を絶たない状況にあります。本

区では、消費生活センターにおいて、契約上の トラブル等の消費生活相談や消費者講座等の開催、

消費生活情報の提供などの事業を行つています。

□ 消費生活相談件数は、平成16年度までは一
貫して増加を続け、同年度には5,835件と平成13年度に

比べ2.2倍に増加 したものの、その後は減少傾向に転 じ、平成22年度では2,917件となつていますc

しかし、個々の条件をみると、悪質かつ巧妙化 した手口による被害も多く発生しており、平成22年

度では契約金額が 5千 万円を超えるものが11件に上っています。

□ 高齢化の進行に伴い、悪質商法による被害が拡大することが大いに懸念されます。このため、区

民が消費者被害にあわないよう、今後も引き続き、
“
賢い消費者

"の
育成に向け、様々な支援を行

うとともに、消費者被害が発生した場合には、速やかに救済措置を講じることが求められています。

表 )肖費生活相談件数の推移 (単位 :件)

出典:「葛飾の消費生活」

注:1件の相談でも複数の内容にわたることがあるため、総数と内訳とは一致しない。

韓 韻 購 導難 鶏 韻 韓 韓 宰鞭 寧韻 報逮ぶ報 韓

総数 2,640 3,029 4,955 5,835 3,895 3,380 3,327 3,034 3,044 2,917

契約(解約) 1,190 1,467 2,61C 4,186 2,819 2,442 2,484 21106 2,055 1,874

販売方法 79( 872 2,180 2,872 1,706 1,314 1,312 1,081 1,075 1,074

品質・機能・役務品質 422 （
υ 467 501 418 400 441

価格・料金 356 447 753 674 325 ｎ
υ 336 （

Ｕ
”
■

接客対応
ｎ
ｕ

「
ｔ 206 16C

法規・基準
食
Ｕ 643 944 420 432 405 217 222 219

安全・衛生 68 108 106

表示・広告 68 79 114 154 117 109

買物相談 41 47 14 15

生活知識 96 86 17 14

計量・量 目 4 3 7 D 6 7

包装・容器 1 2 1 1 4 C 1 1 1 4

施設・設備 6 7 b 3 C C 1 2

その他 95 24C 94 28 114 90
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基本目標 2慈 快適な生活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)
ンヽ ミ ン ふ 慈 ン ミ ン ン ン ン 慈 慈ミ|、

【施策の方向】

□ 消費者問題に取り組んでいる団体の活動を支援するとともに、
“
賢い消費者

"の
育成に向け、消費

者講座等の学習機会の確保のほか、広報かつしかゃパンフレット等を活用した区民に役立つ消費者
情報の提供などを実施します。また、消費者被害にあう可能性の高い高齢者への情報提供の強化や
小 ・中学生に対する消費者教育を進めるため、福祉部局や教育委員会との連携を深めます。

□ より効果的に消費者 トラブルに対処するため、消費生活相談を実施するほか、解決が難しい消費
者被害については、区長の附属機関である葛飾区消費者被告救済委員会を活用し、速やかな被害者
救済に努めますc

[区 民の役割 ]

□ 消費者被害を未然に防止するために必要な予見知識の習得に努めましょう。

[ 事業者 の役割 ]

□ 不適正な取引行為を行わず、健全な経済活動に努め、区民の安定した消費生活に貢献 しましょう。

【計画事業】

消費者対策推進事業

区民が自立した消費者として行動できるよう、消費者問題
に取 り組んでいる団体の活動を支援するとともに、消費者
情報の提供、消費者講座等の学習機会の確保、消費生活相
談の実施など、様々な取組みを推進 します。
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基本目標 2 快 適な生活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)

安全かつ快適に移動できるまちにします

【政策 の概 要 】

だれ もが安 全 で快 適 に移動 で き る都 市 空 間 を確 保 す るた め に、区民 の理 解 と協 力

を得 なが ら、都 市 計 画道 路 の整備 や踏 切 の解 消 、違 法 な駐 車 ・駐 輪 対策等 の強化 に

取 り組 み ます c

また、子 どもや 高齢 者 な どの交通弱者 を守 るた め に、交通 事 故 の発 生 が多 い地 区

にお け る総 合 的 な安 全対 策 を推 進 す る と ともに、 交通 安 全 に対す る区民意識 の高揚

を図 ります。

【施策の体系】

施策01

交通渋滞の解消と道路の適正な維持管理

により、道路を安全かつ快適に通行できる

ようにします

政策 11 交通

安全かつ快適に移動できるまちに

します

補助 261号線 (南水元地区)整 備事業

補助 264号線 (細田東地区)・(細田西

地区)。(環状 7号線付近地区)整備事

業

補助 274号線 (立石地区)整 備事業

補助 276号線 (一日橋南地区)整備事

業

補助 276・279号繰 (隅田橋地区)整

備事業

補助 282・264号線 (鎌倉地区)整 備

事業

補助 283号 線 (柴又地区)整 備事業

補助 284号線 (東新小岩南地区)。(東

新小岩北地区)整 備事業
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基本目標 2 快適な生活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)

施策 02

違法な駐車 ・駐輪を少なくします

自転草駐車場整備事業

歩行者口自転車の安全通行の確保や啓発活
動を進め、交通事故を少なくします

特定交通安全施設整備事業 (あん し

ん歩行エ リア整備事業)

踏切解消など都市基盤整備を進め、安全で
利用しやすい公共交通を実現します

京成押上線連続立体交差事業

京成高砂駅～江戸川駅付近鉄道立

体化事業

地下鉄 8・ 11号 線及び環七高速鉄

道 (メトロセブン)建 設促進事業

区画街路4号 線 (四つ木地区)。(四つ

木東地区)整 備事業

新中川橋梁架替事業

ウ
ｒ

ワ

包



基本 目標 2 快適な生活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)

施 策 0 1  交 通 渋滞 の解 消 と道 路 の適 正 な維 持 管 理 に よ り、道路 を安 全 か つ

快 適 に通 行 で き る よ うに します

【施 策 を取 り巻 く現 状 と課 題 】

□ 交通の円滑化や防災性の向上など

に寄与する都市計画道路は、平成22

年3月31日現在、計画延長99.13kmの

うち、64.45kmが整備済みであり、整

備率は65.0%と なつていますc

□ 平成16年3月 、東京都と23区は、緊

急的に改善すべき都市課題に対応す

る観点から、平成27年度を目標年次

として、区部において優先的に整備

すべき都市計画道路の路線を示した

「区部における都市計画道路の整備

方針 (第二次事業化計画)」 を策定

しています。区内では、都施行 2路

線、区施行13路線を優先的に整備す

べき路線に位置付けていますc

□ 本区では、国道などの広域的な幹線

道路の整備が進められている一方、

これらの幹線道路を相互にネットワ

ークする都市計画道路の整備が遅れ

ていることから、交通渋滞が慢性化

している状況にありますc

□ 区が管理する道路は総延長で約730

表 都市計画道路の都市間比較(整備率の高い順)

順位 区名
計 画処 長

(krn)

整備済

(km) 1警 備率 (%)

1 台  東  区 42.82 36.03 84.1

2 中  央  区 57.84 48.20 83.3

3 千 代  田  区 63.60 52.51 82.6

4 江  東  区 19.05 88.61 74.4

Э 足 ヽ′ 区 185.23 134,74 72.7

6 港 区 107.70 77.65 72.1

7 渋  谷  区 71.21 50.65

板  橋  区 93.18 63.99 68,7

9 江 戸 サ1 区 145.32 96.33 66.3

S ヽ ・―還 慈 盤 巽 鎌 だ

1 新  宿  区 85,05 54.29 6i3.と

2 区 62.82 39.57 63.C

3 き
加 区 37.87 23.4C 61.8

4
堕

島 区 45.92 27.48 59.8

Э 品  川  区 91.89 54.9C 59,7

6
里

田 区 55,08 31.96 58.C

7 文  京  区 42.71 23.31 54.(

8 杉  並  区 90.36 46.29 51.2

9 世 田 谷 区 153.37 77.46 50.5

20 目 黒  区 37.95 18,68 49.2

僚  馬  区 121.57 58.09 47.8

大 田 区 122.67 57.98 ，
ｒ

”
仕

中  野  区 41,22 18.85 45`7

区   部 1.973.56 1.245,42 63.1

出典 !(財)都市計画協会「都市計画年報」(平成 22年 3月 31日 現在)

kmあ り、その更新には多額の事業費が必要となつています。
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基本目標 2 快適窓←■でまえる魅力あるまち (街づくりと産業)

きヽき慈憑悪業

強
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ミ1慈慈軽

ミ叢

ミ|ふ轟態選総 韓 韓革

ミ|ミ韻韻

ミミ

ミ慈ミ寒   韓 韻章

ざ1慈慈韻

韻 t遷

図 道路の整備方針図
出典:「葛飾区都市計画マスタープラン」

【施 策の方 向】

□ より快適で利便性の高い道路ネットヮークを形成するため、今後も引き続き、都市計画道路の事
業中区間の早期完成や優先整備路線に選定されている未着手区間の早期事業化に努めます。

□ 早期完成に向けて区民の理解と協力を得るため、事業中の各路線の事業完了に至るまでのスケジ
ュールや進捗状況などを適時適切に情報提供することで、事業の透明性及び信頼性の向上を図りま

幹
ン
＼
かヽ
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基本目標2 快 適な生活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)

す。

□ 次期事業化計画の策定にあたつては、事業中路線の整備の進捗状況を踏まえつつ、防災機能の向

上と交通渋滞の緩和を図る上で重要度の高い都市計画道路を優先整備路線として選定するなど、よ

り効果的 ・効率的な都市計画道路の整備に努めます。

□ 安全で快適な道路環境を効率的に保全するため、道路の修繕や改修を予防保全の観点から計画的

に実施 します。また、だれもが安全で快適に通行できるようにするため、歩行空間の改善や街路樹

の適正管理などを推進 します。

【計画事業】

事業名 事業内容

補助261号線 (南水元地区)整 備事

業
【都市計画道路の整備】

安全で円滑な交通機能を確保するとともに、良好な道路環

境を整備するため、沿道地域住民や権利者の理解を得なが

ら、都市計画道路の整備を着実に推進していきます。

補助264号線 (細田東地区)・(細田

西地区)・(環状 7号 線付近地区)

整備事業

補助274号線 (立石地区)整 備事業

補助 276号線 (一回橋南地区)整

備事業

補助 276・279号線 (隅田橋地区)

整備事業

補助 282・264号線 (鎌倉地区)整

備事業

補助 283号線 (柴又地区)整 備事

業

補助 284号線 (東新小岩南地区)

(東新小岩北地区)整 備事業

区画街路4号 線 (四つ木地区)日(四

つ木東地区)整 備事業

新中川橋梁架替事業

完成から50年以上が経過 し、今後、維持費の増大が予想

される、細日橋 ・高砂諏訪橋 ・人蝕橋の架替事業を実施 し、

歩行者 ・自転車の通行の安全性や防災性の向上などを図り

ます。
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ン ミミミ黒 ぶふミミミ ン
基本目標 2_、快適な生活を支える魅力あるまち (街づ くりと産業)

施 策 0 2  違 法 な 駐 車 = 駐
輪 を 少 な く しま す

【施 策 を取 り巻 く現 状 と課題 】

□ 本区では、自転車駐車場の整備や地域との協働による啓発活動等により、駅周辺における放置自
転車台数が平成17年度の5,800台から平成22年度の3,517台へと約 4割 減少 しているものの、依然と
して駅周辺への自転車利用の需要は多く、買い物客などによる一時的な違法駐車 ・駐輪が後を絶た
ない状況にあります。

□ 駅周辺の店舗は、大規模小売店舗立地法注)ゃ駐輪場の設置義務を課す区条例により、必要な駐車
場や駐輪場の収容台数を確保することが規定されています。 しかしながら、既設の店舗の中には、
法令等の施行前に建築されたものも多く、これらの店舗は来店者のための駐車場や駐輪場が未設置
となっています。

□ 違法な駐車 ・駐輪は、歩行者や自動車の安全な通行を阻害し、交通渋滞や交通事故の原因にもな
ることから、既存の駐車・駐輪場の有効利用の促進ゃ指導・取 り締まりの強化に取 り組むとともに、
需要に応 じて適正な場所に適正な規模の駐車 ・駐輪場を確保 していく必要があります。

(台)
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図 本区が整備した自転車駐車場の収容台数の推移  出 典:都市整備部道路管理課資料
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基本目標 2 快 適な生活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)

注)大 規模小売店舗立地法 (平成12年6月 施行)

大型店舗を新たに開店 したり、売場を拡張しようとする際、建物設置者 (所有者)に 対し、周辺地域の生活環境を

保持するため、交通対策や騒音対策など必要な配慮が適正に行われることを確保するための手続を定めたもの。

【施 策の方 向】

□ 駅周辺で推進 している市街地再開発事業などの街づくり事業とあわせ、駐車 ・駐輪場の確保を図

るとともに、駅周辺において駐車 ・駐輪場を設置しようとする民間事業者への支援を行います。

□ 警察や店舗との連携のもと、駅周辺における違法な駐■ ・駐輪に対する指導及び取り締まりを強

化するとともに、既存の駐車 ・駐輪場の有効利用を促進するため、広報やインターネットなどを活

用し、場所や利用状況などを周知していきます。

□ 自動車運転者及び自転車利用者に対するマナーの向上を図るための啓発活動や、マナーを守るこ

との必要性を継続的に訴えかけていきます。

[区 民の役割 ]

□ 駐車 ・駐輪場を正しく利用するとともに、違法な駐車 ・駐輪や安全な通行を阻害する駐車 ・駐輪

を止めましょう。

[ 事業者 の役割 ]

□ 事業所の敦地内に適切な駐車 ・駐輪スペースを確保するほか、近隣の駐車 ・駐輪場への誘導に努

めましょう。

【計画事業】

事業名 事業内容

自転車駐車場整備事業

・駅周辺の街づくり等にあわせ、適切に駐輪場施設を整備 し

ていきます。
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控登ま台、、(笛f(_ツ1産業)

施 策 0 3  歩 行者 と自転 車 の 安 全 通行 の確 保 や啓 発 活 動 を進 め 、交 通 事 故 を少 な
く します

【施策を取 り巻 く現状と課題】

□ 区内における交通事故の発生件数は、年々減少傾向にあり、平成22年は1,668件で過去10年間に最
も多かった平成13年の2,389件と比べ721件、30.2%減少しています。

□ しかし、発生件数の半数を占める自転車の事故や子どもの事故では特に大きな変化が見られず、
また、高齢者の事故は増加の傾向にあります。

□ 子どもや高齢者などの交通弱者を事故から守 り、区民に交通安全意識を浸透させるためには、ハ~ド ・ソフ トの両面から対策の充実を図っていく必要があります。

□ 近年、自転車事故が増加 してぃることゃ、自転車が歩道を無秩序に通行 してぃる実態などを踏ま
え、国は道路交通法の改正や自転車専用レーンのモデル整備等を進めてお り、本区においても、歩
行者及び自転車が安全に通行できる環境整備が求められています。

(件、人)
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2′500

2′000
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平成13
う
と 224再

□交通事故件数(件)  回 死亡・重軽傷者数(人)

ン翻督端輔1ぜ1湿∽
1′フi曾

141,68を 845

図 交通事故発生件数の推移  出 典!警視庁交通部「東京の交通事故」

【施 策の方 向】

□ 交通事故発生件数の減少と区民の交通マナーを向上させるため、警察との連携を強化するととも
に、年間を通 じた啓発活動に努め、交通安全に対する区民意識の高揚を図っていきます。

□ 歩行者や自転車の通行が多く、交通事故の発生が多い地区については、警祭との連携のもと、総
合的に交通安全対策を進めていきます。

□ 歩行者、自転車の安全を確保するため、都市計画道路等の整備にあたり、広幅員の歩道を確保で
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基本目標2 快 適な生活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)

きる場合は、自転車と歩行者を分離するほか、道路幅員や自動車交通量の状況に応 じた自転車レー

ンの設置を検討するなど、段階的に自転車系ネットワークの構築を図ります。

[ 区民 ・事 業者 の役割 ]

□ 安全な通行を確保するための交通ルールやマナーをきちんと守りましょう。

【計画事業】

事業名 事業内容

特定交通安全施設整備事業 (あん

しん歩行エリア整備事業)

交通事故発生害1合が高い地区を指定し、歩道の整備、交差

点の改良、速度抑制対策など、警察と区が連携 して総合的

な交通事故対策を集中して行 うことにより、歩行者 ・自転

車利用者が安心して通行できるまちづくりを進めていき

ます。
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基 本 目標 2 体的 14=える魅力あるまち (街づくりと産約
一

施策 0 4  踏切解消など都市基盤整備を進め、安全で莉角
を実現 します

【施策を取り巻く現状と課題】

□ 都市高速鉄道京成電鉄押上線の四ツ木

駅から青砥駅までの延長約2.6km(事業

区間約2.2km)の区間では、平成15年2

月に、連続立体交差及び附属街路の都市

計画事業認可を取得し、事業を行ってい

ます。

□ 現在、京成高砂駅から江戸川駅付近に

至る約3.4kmの区間には、ピーク時の踏

切遮断時間が40分以上にも及ぶ、いわゅる

南北交通の分断や交通渋滞を引き起こし、
となってぃます。

□ 東京都及び鉄道事業者との連携のもと、四ツ木駅から青砥駅に至る区間の連続立体交差事業の早
期完成に努めるとともに、京成高砂駅から江戸川駅付近に至る区間の連続立体交差事業についても、
技術的課題の解消や事業化に向けた機運の熟成に取 り組み、早期の事業化をめざしてぃます。また、
地下鉄 8・ 11号線、環七高速鉄道 (メトロセブン)の 建設促進に向けた活動を進めているほか、都
市基盤整備にあわせ、バス路線網の充実に向けた取組みを推進 し、最寄り駅へのアクセス性等を高
めていますc

【施 策の方 向】

□ 踏切の解消による安全性 ・防災性 ・交通利便性の向上を図るため、連続立体交差事業を中フいとし
た都市基盤整備を街づくりと一

体となって進めます。

□ 地下鉄 8・ 11号線、メ トロセブンの早期実現に向けて、関係機関への要請活動等を行います。
□ 交通結節点となる駅へのアクセス向上や不足 している南北交通の充実を図るため、都市交通連絡
調整会議注)な どを通 じ、交通事業者との情報提供や意見交換を進め、都市基盤整備の進捗にあわせ
たバス路線網の充実を図りますc

注)都市交通連絡調整会議

1 7 唇ξ宮で雲蜜多

いヽ区内のより良いバス路線網の実現をめざし、区とバス事業者等の連絡 ・調整の場 として、平成

じやすい公共交通

<京 成押上線連続立体交差事業のイメージ>
“
開かずの踏切

"を
はじめとする13箇所の踏切があり、

地域の街づくりや都市活動を制限する大きな要因の 1っ
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基本目標 2 快 適な生活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)

【計画事業】

事業名 事業内容

京成押上線連続立体交差事業

・鉄道を立体化 し、踏切を除却することにより、踏切での交

通渋滞の解消、道路交通の安全確保、分断された地域の一

体化を図ります。

京成高砂駅～江戸川駅付近鉄道立

体化事業

・京成高砂駅付近の開かずの踏切の解消により、道路交通の

円滑化、安全性 ・防災性の向上、地域分断の解消によるま

ちの活性化などを図るため、連続立体交差事業の実現に向

けて取組みます。

地下鉄 8・ 11号線及び環七高速鉄

道 (メトロセブン)建 設促進事業

地下鉄 8号 線 ・11号線、メ トロセブンの建設促進に向け

て、国 ・東京地下鉄株式会社 ・関係機関への要請活動を行

います。また、関係区市及び国、都区連絡会とともに、調

査、研究会を開催します。
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基本目標 2 快適な生活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)

多様な役害」を持つ場として、

空間を整備します

地域の中に公園などの快苫

もに、防災性 や都 市 景観 の 向上 な
― ズや地域 の特性 を踏 まえた公 園

、親 しみ 、楽 しめ る環境 整備 を さ

多 くの人 々が気軽 に集 い、憩 え る場 で あ る とと

ど、多様 な機 能 が発 揮 され る場 と して、 区民 の エ

の整備 ・改修 を推 進 す る と ともに、水 辺 に近 づ き

らに充実 します。

【施策の体系】

政策 12 公園 口水辺

多様な役割を持つ場として、地域

の中に公園などの快適空間を整備

します

施策 01

区民ニーズや地域特性を踏まえた公園を

整備し、多くの区民が利用できるようにし

ます

地域の核 となる公園の整備

施策 02

河川を活か した快適な空間を整備 し、多く

の区民が水辺に親 しめるように します

水の拠点の整備

水辺のネットワーク事業(桜づつみ事

業を含む)

中川左右岸緑道公園魅カアップ事業
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基本目標 2 快 適な生活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)
ミ

施策 0 1  区民ニーズや地域特性を踏まえた公園を整備 し、多くの医民が利
用できるように します

【施 策 を取 り巻 く現 状 と課題 】

□ 本区では、これまで公園 ・緑地の配置や都市緑化の推進などの方針を定めた 「葛飾区緑とオープ

ンスペース基本計画」の中に掲げた目標値である、区民 1人 当たりの公園面積 5ポ の達成に向け、

着実に公園整備を推進 してきました。

□ 平成23年 4月 1日 現在、都市公園法に基づき設置 ・管理され、公園 ・緑地の最も基本的な施設で

ある都市公園の整備量は都立 ・区立を合わせ166.8ha、それ以外の公因を含めた公園の整備量は合

計183.9haであり、区民 1人 当たりに換算した公園の面積は4.15ぱとなっています。

□ 本区公園面積の大部分を占める都立水元公園や河川敷を活用した公園などは、市街地の外縁部に

位置してお り、鉄道駅の周辺部など、区民の暮らしに身近な公園がまだ不足している状況にありま

すc

□ 既存の公園 ・児童遊園の半数以上が、供用開始から25年以上経過 してお り、遊具などの施設 ・設

備が老朽化しているところもあります。本区では、老朽化 した施設 ・設備の更新に取 り組むととも

に、出入日の段差解消やだれでもトイレの設置などのバ リアフリー化を進め、広く区民に親 しまれ

る公園づくりに努めています。
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図 区民1人当たり公園面積の推移(各年4月1日現在)出 典:東京都建設局資料
注:公園面積には、都立及び区立の都市公園、都市公園以外の区立公園、その他の公園を含む。
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基本目標 2慈 快適な生活を支える魅力あ資=ュ 、街デ(り と産業)
ヽ

【施 策の方 向】

□ 土地区画整理事業や地区計画などを活用 した街づくりとの連携のもと、区民が気軽に歩いて利用
できる公園や、地域の防災活動拠点となる公園など、地域の核となる公園の整備を進めます。

□ 老朽化が進行 している既存の公園の施設 ・設備について、利用者の安全確保及びライフサィクル
コス ト注)の縮減を図るため、今後よリー

層、予防保全的な管理の祝点から、計画的な点検 ・補修等
に取り組みますc

□ 公園の整備 ・改修にあたっては、区民のエーズゃ地域の特性を踏まえた上で、子どもから高齢者
までより多くの区民が、安全で安フトして快適に利用できるようにします。また、地域の団体等に公
園の清掃や点検 ・監視、花壇の管理運営などを行ってもらう取組みをよリー

層進めることで、地域
に愛着をもって親 しまれる、安全性 ・快適性の高い公園としていきます。

注)ラ イフサイクルコス ト
施設の企画 ・設計から建設、維持管理、解体、廃棄までにかかる総コス トをいう。

[区 民 の 役 割 ]

回 いつで も安全 で楽 しく快適 に利用 できるよ う、ルール とマナーを守 りま しょ う。

【計画事業】

地域の核となる公園の整備

児童から高齢者までが歩いていける身近な公園や、地域の

防災活動拠点となる一定規模以上の面積を有する公園な

ど、地域特性や区民ニーズを踏まえて地域の核 となる公園

を整備 し、レクリエーションの場の確保、地域環境の改善、

災害時の避難場所の確保、まちの景観向上などを図 りま

す。
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基本 目標 2 快 適な生活を支える魅力あるまち (街づ く

施 策 0 2  河 川 を 活 か した 快 適 な 空 間 を 整 備 し、 多 くの 区 民 が 水 辺 に 親 じめ

る よ う に しま す

【施 策 を取 り巻 く現 状 と課 題 】

回 荒川や江戸川をはじめ、区内を流れる幾筋もの大規模な河川は、都心部近郊に位置しながら、葛

飾らしいゆとりとうるおいのある都市空間を形成するオープンスペースとして、極めて重要な役割

を担っています。

□ 本区では、「葛飾区緑とオープンスペース基本計画」に基づき、それぞれの河)||の特性を活かしな

がら、「水の拠点」として河川と一体となった公園を整備 し、拠点間を結ぶネットワークとして 「水

辺の散策路」の整備を推進 しています。

□ 区内を流れる河川は、高い堤防や直立した護岸などによって、人々が容易に水辺に近付くことが

できず、河川が街から切 り離されている状況にあります。本区にとつて貴重なオープンスペースで

ある河川敦は、治水や河川環境との調和に配慮 しながら、人々が集い、憩える場として積極的な活

用を図つていく必要があります.

【施策 の方 向】

□ 河川と一体となった公園を整備 し、区民が様々なレクリエーション活動を通じて水辺に親 しめる

ようにするとともに、やす らぎや憩いを感 じられるうるおいのある水辺空間の形成を図ります。

□ 区民が水辺の散策を楽しむことができるようにするため、国や都の堤防整備等にあわせ、水の拠

点を結ぶ散策路や桜づつみなどの整備を進めます。

□ 水元小合溜注)については、水質の改善や生態系の回復など、良好な水辺環境の再生に向けた取組

みを、計画的に進めますc

注)水元小合溜 (みずもとこあいだめ)

都立水元公園内にある、1729年に人代将軍徳川吉宗の指示によって整備された溜め池をいう。

[区 民 の 役 割 ]

□ いつでも安全で楽 しく快適に利用できるよう、ルール とマナーを守 りましょう。
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【計画事業】

事業内容

水の拠点の整備

・本区のセールスポィン トである河川沿いに、水辺と一
体と

なった公園を整備することで、区民が様々なレクリェーシ

ョン活動を通じて水との関わりを深められるようにする

とともに、沿川地域に緑豊かな美 しい景観を形成しますc

水辺のネットワーク事業 (桜づつ

み事業を含む)

親しみの持てる水辺空間を創出するため、水の拠点を結ぶ

散策路や桜づつみなど、水辺のネットワークを整備しま

す。

中川左右岸緑道公園魅カアップ事

業

・都が整備 した中川親水テラスを緑道公園の拡張部分として

編入 し、老朽化 した公園施設の改修や区民がより利用 しや

すいデザインヘの見直 しを行 うなど、拡張部 と一
体的に整

備することで、中川七曲の特色ある景観を持つ緑道公園の

魅力を向上 します。

41



基本目標 2 快適な生活を支える魅力あるまち (街づ くりと産業)

人と自然が共存できる環境を守ります

【政策の概要】

人 と自然がいつ まで も共存 できる地域社会 を確 立す るために、区民

民団体 ・区な ど、多様 な主体がそれぞれ の責任 と役割 に応 じて参加 ・

への取組み を充実 させ るとともに、区内に残 され た 自然 を大切 に守 り

すc

・事業者 ・区

協働 す る環境

育て てい きま

【施策の体系】

政策 13 環境

人と自然が共存できる環境を守り

ます

施策 01

環境活動団体等のネッ トワーク化を図る

とともに環境活動の担い手を育成します

施策 02

豊かな自然を守 り育てます

緑 と花のまちづ くり事業

生物多様性の保全

施策 03

良好な生活環境が保たれ、快適に住み続け

られるようにします

施策 04

温室効果ガスを削減するため、省エネ行動

や再生可能エネルギー利用を促進 します

再生可能エネルギーの利用促進

区民の省エネ行動の推進

事業者の環境経営推進

区の環境行動推進

緑のカーテン等普及事業
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施策 05

ごみのないきれいで清潔なまちにします

施策06

発生抑制を最優先にごみ減量に地域をあ

げて取り組めるようにします

ごみの発生抑制に向けた区民の主

体的行動の促進

施策 07

環境負荷の少ない適正なごみ処理体制を

整えます
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基本目標 2 快適な生活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)
ミ ミ ミ ミ 慈 ミミ慈 ミミミ慈 ミ ミ ミ ぶ ぶ 慈ミミ

施策 0 1  環境活動慶体等のネ ッ トワーク化 を図るとともに環境活動の担い

手を育成 します

【施 策 を取 り巻 く現 状 と課 題 】

日 本区では、平成 8年 に 「人と自然が共存できる環境

を未来へつなぐまち。かつしか」を基本理念とする「葛

飾区環境基本計画注1)」を策定し、これに基づく環境

施策を推進 してきました。その後、平成23年3月 には、

本区の特性を踏まえながら、新たな環境問題へ対応す

るため、平成23年度から10年間の環境施策の方向性を

定めた 「葛飾区環境基本計画 (第2次 )」を策定しま

した。

□ 区内の環境活動は、地球温暖化対策、自然環境の保

全、ごみの減量 ・リサイクルなどのテーマごとに、葛

飾区地球温暖化対策地域協議会注2)ゃ葛飾区禄化推進

協力員注3)、自然 ・環境 レポーター注4)、かっしかごみ

減量 ・リサイクル推進協議会注5)な どの団体や区民 ・

事業者がそれぞれの環境分野で活動しています。

図 『区民・事業者・区の協働と参画による
「エコの

“
わ

″
」形成プロジェクト』のイメー

ジ
出典:「葛飾区環境基本計画(第2次)」

□ 「葛飾 区環境基本計画 (第 2次 )」では、区民 ・事業者 ・区な ど多様 な主体が連携 ・協働す ること

で、よ り効果的な環境活動が展開できるよ う、『区民 ・事業者 ・区の協働 と参画による 「エ コの
“
わ

"」

形成プ ロジェク ト』 を重点プ ロジェク トの 1つ として掲 げ、既存の組織 とともに、 自然環境分野 に

ついては新たに横断組織 を立 ち上げ、それ らを地域の核 とし、ネ ッ トワー ク化す ることで、多様 な

主体が参加 ・協働 できる場 の整備 をめ ざしています。

注 1)葛 飾区環境基本計画

葛飾区基本構想に掲げている将来像 「水と緑ゆたかな″亡ヽふれあう住みよいまちJの 実現を環境面から補完するた
め、環境に係る施策を中長期的な展望に立ち、総合的 ・計画的に推進するための計画であり、各種計画の策定や施
策の実施にあたり、環境配慮の方向性を示すもの。

注2)葛 飾区地球温暖化対策地域協議会

区民 ・事業者 ・区民団体 ・区などの協働により、区内における地球温暖化対策の推進を図ることにより、温室効
果ガスを肖」減し、地球温暖化の防止に寄与することを目的として、平成20年12月に設立した。

注3)葛 飾区緑化推進協力員

区長の委嘱を受け、公園などでのミニ花壇の管理や園芸教室の開催など、地域の緑化を推進するための活動を行
つ。

注 4)自 然 コ環境 レポーター

地域と地球の環境を保全する意識を高め、率先して環境問題に取 り組む人材を育成するため、区民ボランティア

として区が認定し、区内に生息する身近な動植物の観察結果や暮らしの中での環境配慮活動などを、毎月調査 し、

報告する。

注 5)か つしかごみ ロリサイクル推進協議会

区民 ・事業者 ・区の三者が、協働 してごみの発生抑制や リサイクルの取組を牽引していくために、平成15年8月に

設立した。
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1■魚= 、々(節f【ツ1摩美)

【施 策 の 方 向 】

□ 環境活動に取 り組んでいる既存組織の活動を充実 させるとともに、組織同士で協力 して活動する
ことができるよう情報交換の場を設けるなど、組織間のネ ッ トワーク化を進めます。

□ 自然環境分野において、葛飾区緑化推進協力員や 自然 ・環境 レポーターなど、既に区内で環境活
動を行っている方々を中心に、各地域で環境活動を先導 していくことのできる担い手を育成 しますc

□ 「かつ しかェコライフプラザ注6)Jを ごみの減量や環境活動の拠点 として充実 させるとともに、環
境活動団体などの情報交流拠点や人材育成の場 として活用 します。

□ 「葛飾区環境基本計画 (第2次 )」の望ま しい将来像を実現するために、それ を区全体で共有 し、
区民、事業者、区が協働 して課題に取 り組めるよう、区が環境 ビジョンを示 し、学校や職場、地域
団体などが自主的に取 り組む環境行動ルールの策定を促すことによって、環境活動の取組みを区全
域に広げてぃきます。

注6)か つしかェコライフプラザ

点音客冒言堺呈霊誓倉猪肇Fあ

るメリットを活かして、ごみ減量や環境に関する学習や実践、活動や人材育成の拠

[ 区民 口事 業 者 の 役 割 ]

□ 日 常生活や事業活動の中で、環境への負荷を少なくするために、自主的に取 り組む行動のルール
を定め、実践 しましょうc
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基本目標 2 快 適な生活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)
ン ミ ぶ ミ ぶ ぶ ン ミ 屋 ミ ン ン 慈 ミ ン ン ぶ 慈 ミミ ン ン 慈          ミ ミミミミミミミン 慈慈 ミミ慈 ぶ ぶ 蕊 ぶ ミミ ミ ン 慈 ミヽミミふ ミミ ミ慈慈 慈

施 策 0 2  豊 か な 自然 を 守 り育 て ま す

【施策 を取 り巻 く現状 と課題】

□ 本区は、区内を荒川、江戸川、中川、新中川

などの大規模な河川が流下し、その水辺は豊

かな生態系や うるおいのある景観を創出する

貴重な空間となっていますcこ れらの水辺の

うち、荒川、江戸川の広大な河川敷を利用し

て整備 した葛飾あらかわ水辺公園や柴又公園

では、ヨシ原、干潟、浅瀬などの河川本来の

姿を復元しており、野鳥や水生生物の宝庫と

なっていますc

( % )

０

　

　

０

平成19 20  21  22 23年 度

るため、今後も引き続き、自

様々な事業を展開します。

で、緑と花のまちづくりを推

再生 ・創出する取組みを推進

図 自 然を大切にする行動をしている区民の割合
出奥i「葛飾区政策口施策マーケティング調査」

□ 自然に対する意識が芽生え、自然を大切にす

る活動の輪が広がるよう、本区では、地域緑

化の支援、屋上 ・壁面緑化や生垣設置に対する助成、保存樹木 ・樹林の保全、自然保護区域の維持

管理、野鳥の保護 ・被害対策、区内の河川や池などの生物の生′自、状況の把握など、様々な事業に取

り組んでいます。

□ 葛飾区政策 ・施策マーケティング調査によると、自然を大切にする行動を している区民の害1合は、

平成22年度には72.3%に 達 しています。自然環境の保全に向けた活動の輪をさらに広げるためには、

今後 も引き続 き、区内に残 された自然を大切に守 り、育てるとともに、身近な緑の保全や緑化に対

する区民の意識を高めていく必要があ ります。

□ 平成20年に成立 した 「生物多様性基本法注1」
」を受け、本区では、生物多様性を回復 させ、持続可

能でより豊かな区民生活を実現するために、今後、本区が取 り組む方向性を示 した 「(仮称)生 物

多様性かつ しか戦略」を策定することとしました。

注1)生 物多様性基本法

生物多様性に関する施策の総合的かつ計画的な推進を目的として制定されたもの。生物多様性の保全と持続可能
な利用について基本原則が定められ、国、地方公共団体、事業者、国民及び民間団体の責務が規定されるとともに、
地方公共団体に 「生物多様性地域戦略」策定の努力義務が課せられた。

【施 策 の方 向】

□ 豊かな自然の恵みを大切に守り、育て、次世代につなぐまちをつく

然に対する意識が芽生え、自然を大切にする活動の輪が広がるよう、

□ 区民の禄と花を育む意識を高め、地域での緑花活動を支援すること

進 します。

□ 「(仮称)生 llJ多様性かつ しか戦略」に基づき、生物多様性を保全 ・
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ミ慈ミミ(ミミミ巡ミ
基本目標 2 億迫“牛活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)

するとともに、環境学習を通 じて、区民に生物多様性の意味を正 しく理解 してもらい、将来にわた
つて生物多様性が良好に保全されるよう努めます。

□ 平成23年10月施行の 「生物多様性地域連携促進法注2」
」ヵミ成立し、そこでは、国民、事業者、民間

団体、国、地方公共団体のそれぞれの主体の責務や協働取組の努力義務がうたゎれています。本区
においても、各主体が連携 ・協働 して生物多様性の保全に努めます。

注2)生 物多様性地域連携促進法

ぃ弔経蟹歩経盤綜哲岳涯魯督蘇祭協謀景誓暫協罷軽名延]格豊鑑7穐名千!著啓徴選軽亀長茸]ご:r

[ 区民 ・事 業者 の役 割 ]

□ 「自分たちのまちの自然環境は、自分たちで守 り育て、次の世代に残す」とぃぅ考えに立ち、緑
や花を育てるなど、身近な場所から、できることを少しずっでも実践 しましょぅ。

【計画事業】

緑と花のまちづくり事業

'緑と花のまちづくりを推進する団体に対する支援や緑花材
料の配布など、区民の自主的な活動により区内に緑 と花を

ェ星室空で ような取組みを積極的に展開 します。

生物多様性の保全

・将来にわたって生物多様性が良好に保全 され るよう、「(仮

称)生 物多様性かつ しか戦略」に基づき、生物多様性を保
全 ・再生 ・倉J出する取組みや環境学習等による普及啓発を
実施 します3

７
ｒ

方
生



基本 目標 2 快 適な生活を支える魅力あるまち (街づ くりと産業)

施 策 0 3  良 好 な 生 活 環 境 が 保 た れ 、 快 適 に 住 み 続 f すられ る よ うに しま す

【施 策 を取 り巻 く現 状 と課 題】

□ 本区では、環境法令に基づき、毎年、区内の大気や河川 ・池などの水質の状況、交通による騒音 ・

振動等を調査 し、周辺地域への影響や汚染 ・汚濁の状況、防止対策の効果などを経年で監視測定し

ていますcま た、公害の発生を防止するため、工場等の認可時における調査 ・指導、建設作業時に

おける近隣住民への周知の徹底や丁寧な作業などを指導しています。

□ 区民から寄せ られる公害苦情受付件数は、概ね減少傾向にあるものの、近年、規制の対象とはな

らない騒音 ・振動など日常生活に起因する都市型近隣公害の相談は増加傾向にあります。

表 公害者情受付件数の推移

平成
14年度

平成
15年度

平成
16年度

平成
17年度

平成
18年度

平成
19年度

平成
20年度

平成
21年度

平成
22年度

騒音 104 130 122 126 89 120 119 100

振動 34 り
る

メ
士 49

９

一

ワ

コ 18
ワ

０

ワ

一

ばい煙 47 50 46
９
０

９

匂 28

粉じん 19 20 49
９
る 24

９
乙

悪臭 60 49 44 40 39 38
”
士 36

有害ガス 2 0 1 1 1 1 2 1

汚水 0 0
９
乙 2 0 1 0

その他 ９

０

９

々 10 b 7 6 6 6

合計 280 300 283 298 214 161 250 219 20(

出典:環境部環境課資料

【施策の方向】

□ 環境の悪化を防止するための監視涙J定を継続し、迅速な対策を講じることができる体制を確保し

ますc

□ 公害の発生を防止するため、発生源となり得る工場や指定作業場、深夜営業店などの事業者を中

心に、法令や条例に基づく規制基準や予防策の周知を図ります。

□ 一律の規制になじみにくい都市型近隣公害に関しては、可能な限り、近隣相互や関係者間での話

し合いにより解決できるよう、広報紙やホームページ等を通じて、予防方法や解決策等の情報提供

を行うことで、意識の向上を図ります。
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基本目標 2 快 適な生活を支える控ヵぅるまち (街づくりと産業)ミミミ慈 ミミヘ慈ミぶ ミミ ン ミミ

[ 区民の役割 ]

□ 地域の身近な生活環境を自ら守 り育てるとともに、住民同士でぉ互いに助け合い、問題解決に取
り組みましょぅc

[ 事業者 の役割 ]

□ 公害の発生を未然に防止するとともに、近隣への配慮を徹底 し、苦情が発生した場合には、迅速
かつ丁寧に必要に応 じた対策を講 じましょう。
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基本 目標 2 快 適な生活を支える魅力あるまち (街づ くりと産業)

施 策 0 4  温 室 効 果 ガ ス を削 減 す る た め 、 省 エ ネ 行 動 や 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー

利 用 を促 進 しま す

【施策 を取 り巻 く現状 と課題】

□ 東京の年平均気温は、20世紀に約3℃上昇しています。これは、日本の他の大都市と比べて大き

な上昇となつています (大都市平均上昇気温2.4℃、中小規模の都市平均上昇気温 1℃)。さらに、

近年は、1日の最高気温が35℃以上を記録する猛暑日も増加するなど、東京における温暖化の進行

は、年々深刻な事態を迎えています。

□ 本区では、平成20年7月 に 「葛飾区地球温暖化対策地域推進計画注1)Jを策定し、「みんなで止め

よう1温暖化」を合言葉に、平成24年度までに温室効果ガスの総排出量を対平成2年比で13.5%削

減することを目標としています。平成20年度における本区の温室効果ガス排出量は1,599千tであ

り、「京都議定書注2)」で定められた基準年の排出量1,745千tに比べ84%減 少しています。

□ 今後も引き続き、着実に地域での地球温暖化対策を推進するため、平成25年度を初年度とする次

期推進計画を策定し、区民 。事業者 ,区民団体 ・区など、すべての主体がそれぞれの責任と役害J分

担のもと、温室効果ガスの削減に向けた取組みを実践するようにします。

□ 東日本大震災の発生に伴 う電力供給不足への対応を含め、低炭素社会の実現に向けて、区民 ・事

業者 ・区などによる節電の取組みを継続するとともに、太陽光発電などの再生可能エネルギーの普

及を促進する必要がありますc

(千トン)
2′000

1′800

1,600

1,400

1′200

1′000
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0

13   14   15   16   17

□温室効果ガス排出量(1000t C02eq)

1,7451,732
1′8161′8311′799

1サ5711′502_白 - 1

図 本区の温室効果ガス排出量の推移  出 典:東京都環境局資料

注:京都議定書の規定による基準年は平成 2年 。ただし、温室効果ガスのうち、ハイドロフルオロカーボン等に

ついては平成 7年 が基準年となり、平成 2年 の二酸化炭素(C02)等の排出量と合算したものが、基準年

の温室効果ガス排出量となる。
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注 1)葛 飾区地球温暖化対策地域推進計画

書替督]暑暑旨器母督骨暑醤昌信号骨暑督岳書鑑
者注轡名令奄晃管電抗黎昆墨贔雪サ健義算員窒最どI曇、

) 。

注 2)京 都議定書

だ晶雪母暑告   鰈 騨縄罷魂‖髄雛離拶罷
【施 策の方 向】

回 太陽光発電など再生可能エネルギーシステムの普及拡大に向け、助成事業や公共施設への導入を
進めていくとともに、新たな再生可能エネルギーシステムの導入の検討も行っていきます。
また、区民 ・事業者が行 うエコライフゃ環境経営等への支援、緑のカーテンの推進などにより、

省エネルギー手法の普及を図るほか、区自ら率先して省エネルギーに取 り組むことで、環境行動を
推進 します。

□ 区民 ・事業者の環境に配慮 した行動を促進するための様々な取組みを推進 します。

□ 区民 ・事業者が行 う環境負荷を低減するための行動や環境に配慮した取組みを奨励するための新
たな仕組みづくりを検討 しますc

[区 民の役割 ]

□ 電気 ・ガス ・自動車の使用など、各家庭における日々の暮らしが地球温暖化の問題と密接に関わ
つていることを自党し、環境負荷の少ない生活を実践しましょう。

[事 業者 の役割 ]

□ 日々の業務の中で、エネルギーの使用や廃棄物の量を極力抑えるとともに、建物ゃ設備を省エネ
ルギータィブのものに切 り替えるなど、環境負荷の少ない事業活動を実践 しましょう。
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基本目標2 快 適な生活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)

【計画事 業】

事業名 事業内容

再生可能エネルギーの利用促進

区民 ・事業者に対する太陽光発電などの再生可能エネルギ

ーシステムの導入費助成を行 うとともに、学校や区施設ヘ

のシステム導入を率先 して行 うことで、再生可能エネルギ

ーの利用を促進 します。

区民の省エネ行動の推進

区民による環境に配慮した行動を推進するため、省エネル

ギー設備導入費助成やエコファミリー登録制度注3)などに

より、家庭でのエコライフの取組みを促進します。

事業者の環境経営推進

省エネルギー設備の導入費助成を実施するとともに、事業

者が環境に配慮した企業活動を行 うよう、環境経営関連の

各種認証 ・認定取得の支援などを行います。

区の環境行動推進
・区内最大規模の事業者として、省エネ ・節電対策等に率先

して取り組むなど、環境に配慮した行動を推進 します。

緑のカーテン等普及事業

・建物の省エネ効率を高め、温室効果ガスの排出を抑制する

「緑のカーテン」など、区民 ・事業者が身近に取 り組むこ

とができる省エネルギー手法の普及を図 ります。

注 3)エ コファミリー登録制度

区に登録 し、 1年 間継続 して毎月の電気 ・ガス ・水道使用量をエネルギーデータ記入表に書き、環境家計簿をつけ

ることで、毎日の暮らしの見直しに取 り組んだ世帯に対して、区から 「かつ しかエコファミリー」認定証や記念品を

贈呈する制度。
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ミ 基本目標 2 快 適な生活を支スる魅力あるまち (街づくりと産業)
ミン ン ミミミ

施策 05 ご みのないきれ いで清潔なまちに します

【施 策 を取 り巻 く現 状 と課題 】

□ 本区では、平成17年8月 に 「葛飾区きれいで

清潔なまちをつくる条例」を施行 し、たばこの

吸い殻などのポイ捨てゃ歩きたばこ、犬 ・猫の

ふんの放置を禁止するとともに、多くの区民に

条例の趣旨を理解 し、遵守してもらえるよう

様々な啓発活動に取り組んできました。

□ 区内の各地域では、日頃から公園 ・道路の空

き缶やタバコの吸い殻を拾ったり、大ふん追放

( % )

0 356

３０

２０

１０

０

平成19 20  21  22 23年
度

図 ごみのない、きれいで清潔なまちになっている
と思う区民の割合

出典:「葛飾区政策口施策マーケティング調査」

運動や花いっぱぃ運動を実施するなど、様々な
「まちをきれいにする活動」が展開されてお り、

区ではその支援 ・協力を推進 してぃます。

□ 平成19年度から、歩行喫煙者に直接注意を呼び掛ける歩行喫煙等禁止パ トロールを実施 していま
す 。

□ 葛飾区政策 ・施策マーケティング調査によると、ごみのない、きれいで清潔なまちになっている
と思 う区民の害J合は、平成19年度以降、一

貫して増加傾向で推移 してお り、平成19年度の21.6%か
ら平成23年度の35.6%に上昇 していますc

【施 策の方 向】

□ ごみのない、きれいで清潔なまちの実現に向け、区民に条例の趣旨を周知する普及啓発活動を実
施するとともに、区民の主体的な環境美化への取組みを支援 していきます。

□ 区内全駅で行っている歩行喫煙等禁止パ トロールやポィ捨て等防止キャンペーンを引き続き実施
していきますc

[ 区民 口事 業者 の役割 ]

画 「自分たちのまちは自分たちで良くする」という自党を持ち、環境美化のための取組みを積極的
に実践 しましょぅc
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基本 目標 2 快 適な生活を支える魅力あるまち (街づ くりと産業)

施 策 0 6  発 生 輝 制 を最 優 先 に ごみ 滅 量 に地 域 を あ げて取 り組 め るよ うに

します

【施策を取 り巻 く現状 と課題】

□ 本区では、区民・事業者との協働のもと、ごみの発生抑制を最優先に3R注)を推進するためのP

Rや キャンペーン、イベン トなどの啓発事業を展開するとともに、ごみの中から再生利用できる資

源を回収するための行政による資源回収や区民主体の集団回収などを行 うことにより、ごみの減量

や資源の有効活用を促進 していく資源循環型地域社会の構築に取り組んできました。

□ 平成21年度に本区で排出されたごみ量は119,357tであり、平成15年度の133,124tに比べ、13,767

t、率にして10.3%減少しています。また、平成21年度の資源量は26,530tで、このうち区による

回収量は、対象品目を拡大したことで、平成15年度の11,871tから平成21年度の17,319tへと約1.5

倍に増加 していますc

□ 限りある資源を有効活用 し、環境への負荷を低減する資源循環型地域社会の構築に向け、はじめ

からごみとなるものを減らす発生抑制の取組みをさらに徹底する必要があります。

表 ごみ量・資源量の推移

平成
15年度

平成
16年度

平成
17年度

平成
18年度

平成
19年度

平成
20年度

平成
21年度

ご

み

区収集量 (t) 114,798 111,090 110,276 106,607 101,697 93,680 92,655

持込量 (t) 18,326 18,363 18,025 21,842 21,723 27,114 26,702

合計 (t) 133,124 129,453 128,301 128,449 123,42C 120,794 119i357

1人 1日あたり(g) 732

資

源

集団回収量 (t) 9,112 9,609 10,068 10,148 9,731 9,307 9,211

区回収量 (t) 11,871 13,350 13,636 15,459 15,412 17,210 17,31C

合計 (t) 20,983 22,959 23,704 25,607 25,14 26,517 26153C

1人 1日あたり(g)

合

計

合計 (t) 154,107 152,412 152,005 154,056 148,56[ 147,311 145,887

1人 1日あたり(宮) 957 949 957 920 908 895

出典:「葛飾区一般廃棄物処理基本計画(第3次 )」(平成 23年 4月 )

注)3R

ごみを減らし、循環型社会を構築するためのキーワー ド。第 1に 「ごみの発生抑制=リデュース (Reduce)」、第 2に

「再使用=リ ユース (Reuse)J、第 3に 「再生利用=リ サイクル (Recycle)」であり、各頭文字をとつて 「3R_と 称

する。
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基本目標 2

【施 策の方 向】

□ さらなるごみの減量や 3Rを 推進するための区民や事業者の主体的な活動を促進するとともに、
発生抑制を最優先とする観点からの分かりやすしヽ情報提供や環境学習の充実、3R活 動を推進する
人材の育成などに取り組み、本区らしいコミュニティを活かした循環型のまちをめざします。

□ 区民の自主的な資源回収活動である集団回収の普及に力を入れ、区民のリサィクルヘの参加意識
を高めながら、よリー

層ごみや資源の分別を徹底し、とりわけごみとして排出される資源の割合を
少なくすることで、さらなるごみの減量と資源の有効活用を促進 します。

[区 民の役割 ]

□ 資源循環型地域社会の担い手として、ごみの減量に向けた生活スタイルを実践しましょう。

[事 業者 の役割 ]

□ 排出者責任や拡大生産者責任を踏まえ、ごみの減量に配慮した事業活動に取 り組みましょう。

【計画事業】

事業名 事業内容

ごみの発生抑制に向けた区民の主

体的行動の促進

区民 ・事業者 ・区の三者が協働 してごみの減量や 3Rを 推

進するための具体的な取組み として、「かっ しかルール」

を発信 し、区民や事業者のそれぞれの役害Jを認識 した主体

的な活動を促進 します。また、3R活 動を推進する人材の

育成に取 り組むとともに、環境学習やイベン ト・講座など、

啓発事業の充実を図 ります。

55



基本目標 2 快適な生活を支える魅力あるまち (街づ くりと産業)

施策 0 7  環境負荷の少ない適王なごみ処理体制 を整えます

【施策を取り巻く現状と課題】

□ 現在、区内にはごみの集積所が約 2万 箇所設置されてお り、

燃やすごみは週 2回 、資源 とプラステック製容器包装は週 1

回、燃やさないごみは隔週 1回収集 しています。本区では、

排出ルールを遵守 してもらえるよう、必要に応じて現場での

排出指導を実施 しているものの、
一

部の集積所では、分別の

不徹底や不適正な排出も見受けられます。

□ 区内で発生するごみ量のうち、約 3分 の 1を 占める事業系

ごみ注)は処理業者への委託等による自己処理が原則ですが、

小規模事業所を中心に日量50kg未満の事業系ごみを、有料で

はあるものの家庭ごみとともに区が収集していたため、自己

処理への転換がなかなか進まない状況でした。そこで、平成

21年4月より区が回収する事業系ごみの量を日量10kg以下に

改め、事業系ごみの自己処理責任を明確にすることで、自己

処理への転換を促 していますc

黄醸やご拳甘賞常ま1ミ段革麟く  や 習ドド

透‐慈 韻韻 逮よiftよtミi工f‐
―ンー 辞響く ! ■`ド

<資 源口ごみ集積所看板>

□ ごみの適正処理を進めるため、様々な機会を活用 して区民への啓発活動や指導の徹底を図るとと

もに、事業系ごみの自己処理への転換を一
層促進する必要があります。

注)事 業系ごみ

事業系ごみ (事業系一般廃棄物)と は、事業活動に伴って排出される廃棄物のうち産業廃乗物以外のものをいい、「廃

棄物の処理及び清掃に関する法律」に基づき、事業者が自らの責任で適正に処理する必要があるc

【施 策の方 向】

□ 各地域の実情に応 じた排出指導の徹底や不法投棄の防止対策、資源の持ち去り防止対策などに取

り組むことにより、適正なごみ処理に向けた区民 ・事業者の果たすべき役割の徹底を図ります。

□ 今後のごみ量や資源の収集形態を見据えながら、より効率的 ・効果的な収集体制を検討 し、構築

していきますc

[ 区民の役割 ]

□ ごみの分別 ・排出ルールを守 りましょうc

[事 業者の役割 ]

□ 事 業活動から出るごみの処理は、事業者自らの責任で適正に処理する原則を徹底しましょう。
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！

標
一

目

≡設 快適な生活そ真える魅力あるまち (街づくりと産業)

産業を活性化させ、豊かな地域社会を形成します

【政策の概要】

優れ た製品 ・技術 を有す る製造業者 の集積や東京理科大学葛飾 キャンパスの開学、
区民 と自然の貴重 なふれ あいの場 に もなってぃ る農地 な ど、 区の強み を活 か した産
業振興策 を推進 します。

【施策の体系】

政策 14 産 業

産業を活性化 させ、豊かな地域社

会を形成 します

施策 01

新たな事業や技術が生まれるようにして、

産業を活性化します

葛飾ブラン ド創出支援事業

東京理科大学 との産学公連携推進

事業

施策 02

区内の事業所が安定的に経営できるよう

にします

商店街元気 ・活気向上支援事業

施策03

産業に対する区民の理解を深め、産業と調
和のとれた地域をつくります

農業体験農園事業

施策 04

区民のキャリアアップと就労を支援 しま

す

雇用 ・就業マッチング支援事業
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施 策 0 1  新 た な事 業 や 技 術 が 生 まれ る よ うに して 、産 業 を活 性 化 します

【施 策 を取 り巻 く現 状 と課 題 】

□ 区内には、金属 ・ブレス ・スプリング ・ゴム ・プラスチックなど、多種多様で高い技術力を持っ

た中小の製造業者が数多く操業しています。近年は、国内の大手企業が海外に生産拠点を移 してい

る影響もあり、主要取引先からの発注の減少、生産コス トの低減化の要求、小ロット・短期間での

発注が顕著となるなど、極めて厳 しい経営環境に置かれてお り、工業の事業所教や従業者数、製造

品出荷額等は、年々減少傾向にあります。

□ 本区では、製造業者の新製品 。新技術の開発や販売経路の開拓を支援するとともに、高い技術を

駆使 して製造された製品を葛飾ブランド 「葛飾町工場4/J語」として認定し、区内外に情報発信する

など、区内産業の活性化に取 り組んでいます。今後は、平成25年4月 の東京理科大学葛飾キャンパ

スの開学をきっかけとした、産学公の連携による新たな事業や技術の創出に期待が寄せられていま

すc

基本目標 2 快 適な生活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)

出典 i東京都総務局「東京の工業統計調査」(各年 12月 31日現在)

注i※ の年次は従業者4人以上を調査対象とする。

【施 策の方 向】

□ 優れた製品や技術を持った製造業者が多いという強みを活

かし、葛飾ならではのブランドカを高め、販路の拡大や事業

者の意欲向上につなげていくため、今後も引き続き、区内で

製造された製品や技術を区内外に積極的にPRし ます。

□ 新製品・新技術開発に対する支援を継続 しながら、区内企業

と東京理科大学との間で新たに産学公の連携体制を構築し、

大学の有する先端的な技術のシーズと区内の町工場が得意と

する製造 ・加工技術を連携交流させることで、新たな付加価

値創造の場をつくり、区内産業の活性化を進めます。

□ 区内外及び業種を超えた中小企業間の交流の機会を充実させ、

く縄T転 題韻卜tモK韓

戦 王 幾 鞄 燕

<葛 飾ブランド
「葛飾町工場物語」

ロゴマーク>

多様な連携を進めることにより、

表 工業の事業所数・従業者数・製造品出荷額等の推移

□

平成15年
平成16年

※
平成17年

平成18年

※
平成19年

※
平成20年

平成21年

※

平成15年から
平成20年の

増減率(%)

事 業 所 ( 事 業 所 ) 1,58t 1,39t 1,27 1.186 1,22( 1,041 ▲ 22

従 業 者 数 ( 人 ) 17、202 15,88[ 15.55[ 14,39C 13,860 13,60i 11.80石 ▲ 20〔

現金給与総額 (万円) 6,488,42( 6,0561371 5,713169[ 51227,96C 5,185,663 5、026、67ヽ 4,288,73[ ▲ 22:

原材料使用額等 (万円) 14,303,684 14,357,19[ 11,216,40〔 11,057,941 11,458,794 11,769,78( 10,213,394 ▲ 177

製造品出荷額等 (万円) 30,338,097 30,034,55( 24,903,14( 22,960,214 23,152,976 22,310,13[ 18,392,774 ▲ 26

粗付加価値額 (万円) 15,332,741 141990,664 13,078,81 11,384,728 11,190,669 10,083)541 7,818,31( A 34
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ふンンンンンンンンンンンンンンンンンンン量量怠ミ虫蜜“←お、雀ユで控ヵうるまち(街づくりと産業)

共同開発製品の企画 ・販売など区内産業の活性化につなげてぃきます。

[ 事業者 の役割 ]

□ 自 ら顧客のニーズを捉え、新たな製品の企画 ・販売に取 り組みましょぅ。また、異業種 ・同業種
間などの連携により、地域産業の活性化に取り組みましょう。

【計画事 業】

葛飾ブランド創出支援事業

区内製造業が開発 した優良製品等に 「葛飾ブラン ド」を付
し、それ らの製品等の持つエヒ

Cソー ドを元にした「物語集」
を作成、配布するとともに、展示会への出展などによるP
Rを 行います。

東京理科大学 との産学公連携推進

事業

東京理科大学葛飾キャンパスの開学を契機 として、区内企

業と大学との間で新たに産学公連携体制を構築 し、大学の

有する先端的な研究機能と葛飾の町工場が得音とする製
造 ・加工技術との連携交流を推進 します。
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基本目標 2 快 適な生活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)

施策 02 区 内の事業所が安定的に経営できるよ うに します

【施 策 を取 り巻 く現 状 と課 題 】

□ 平成21年度の区内の事業所数は

20,112事業所であり、平成11年の

22,883事業所に比べ、12.1%

(2,771事業所)減 少 しています。

□ 第 3次 産業は、平成11年の

15,630事業所から平成21年の

14,685事業所へと、6.0%(945事

業所)減 少していますが、第 2次

産業は、7,249事業所から5,421事

業所へと、1,828事業所、率にし

て25.2%と 大きく減少していま

す。

□ 近年、区内の商店街は、大

型店の出店などに加え、景気

の減速による消費の伸び悩

みなどの影響を受け、一段と

厳 しい状況に陥っていますc

□ 平成19年の小売業事業所数

は3,503事業所であり、平成

9年 の4,842事業所と比べ、

27.7%(1,339事 業所)減 少

しています。また、年間商品

販売額も、平成 9年 の4,161

億 6千 万円から平成19年の

3,394億2千 万円へと、18.4%

出典:総務省「事業所統計調査」(平成 11・13・16・18年 各年6月 1日現在)

総務省「経済センサス」(平成 21年7月 1日現在)

1 1商 店数 1 1従 業者数(人)一 年間商品販売額(百万円)

商  25′
000

頻  20′
000

築卿0
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0

500′000 空
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400′000 再章
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0
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図 打ヽ売業の事業所数日従業者数・年間商品販売額の推移

出典:東京都総務局「商業統計調査」(各年6月1日現在)、※の年次は簡易調査

(767億4千 万円)減 少 しています。

□ 1事 業所当たりの従業者数を23区内で比較すると、本区は7.5人で、23区中最も少ない人数です3

□ 厳 しい経営環境にある区内の商店街や中小企業に対し、本区では、新たな融資制度の創設や融資

申込要件の緩和などを適時適切に実施することによつて、経営の安定化を支援 しています。

□ 本区は、23区の中でも農業が産業として存続 している数少ない区の 1つ です。平成22年8月 1日現

在、農家数は201戸、農業従業者数は470人、農地面積は44.3haとなつています。

表 産業3区分別事業所数日従業者数

半 肛 1 1 年 1 半 肛 1 3 年 1 半 肛 1 6 岳 1 半 屁 1 8 年 1 半 肛 2 1 年

窓  数
(事業所)

22.883 22,443 20,001 19、69(

任 菜 有 勢

(人 )
135,078 147,344 12646( 13970[ 151,201

1次産業

事菜所勢
rJ事営圭戸斥ヽ

4 4

産業者勢
(人)

3 , 1 3 3 1

2次産業

事業所家
(事業所)

6、791 5,851 5,391

従業 者 執

( 人)
46,270 43,803 37.74t 341601 34、F2

〕次産業

畢菜 PH琢
r」ま営竺百序ヽ

15,630 15,64R 1414 14、294 14、68[

r t菜者勢
(人ヽ

88,776 103〕510 105,06t 116,44
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基本目標 2慈 快適な生活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)

【施 策の方 向】

□ 区内の中小企業の経営安定化や経営基盤の強化を支援するため、引き続き、国内外の経済動向を
踏まえながら、低利で利用 しやすぃ融資制度を適切に実施 していきます。

□ 区民のふれあいの場であり、地域コミュニティの核としての役割が求められる商店街の活性化を
図ることにより、経済活動を通 じた賑わぃゃ顧客サービスの充実に寄与するため、「新 ・元気を出
せ商店街事業注)」を中心に、商店街に対する各種の支援策を講 じていきます。

□ 区内で生産された農産物の販路拡大のため、区内の農家が栽培 した採れたての新鮮野菜 「葛飾元
気野菜」の取扱店や使用店の拡大、商店街や各種イベン トでのPRの 強化を図ります。

注)新 ・元気を出せ商店街事業

業雪蜜蟹gF雲雪を累言まれ堺豊呈層辱官ぞ蟹曇象言系奮妖場撰隼言官所曇R骨:意
欲ある商店街から提案された事

【計画事業】

商店街元気 口活気向上支援事業

・意欲のある商店街が実施する、他の商店街めモデルとサミる
新規事業に対 して、既存補助事業の補助率をアップして商
店街を支援 します。
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基本目標 2 快 適な生活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)

施 策 0 3  産 業 に 対 す る 区 民 の 理 解 を深 め 、 産 業 と覇 和 の とれ た 地 域 を つ く

りま す

【施策 を取 り巻 く現状 と課題】

□ 本区では、住居と製造業、商業、農業が混在しながら、互いの理解と協力のもと、調和を保って

共存していますc

□ 区民の産業への理解を深める場として、毎年、産業フェアを実施し、工業 ・商業 ・農業 ・伝統産

業 ・観光等の区内産業を広く区民にアピールしています。

□ 区内の農業は、従業者の後継者不足、市街化の進行などにより、農家数や農地面積の減少に歯止

めがかからない状況が続いています。本区では、区民に都市農業への理解を深めてもらうよう、農

家が育てた野菜の収穫を体験する 「ふれあいレクリエーション農園」や、区内農地を巡りながら収

穫等を楽しむ 「農業オリエンテーリング」などを実施しています。

□ 安全 ・安心な農産物の提供、地産地消を通じた食育、災害時の避難場所や延焼遮断等の防災機能、

良好な都市環境の保全など、農業と農地が果たしている多面的な役割が将来にわたり適切に発揮さ

れるよう、地域ぐるみで農業を支えていく必要があります。

表 農家戸数日従業者数・農地面積の推移

平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年

妻 家 数 ( 戸 ) 257 240 232 209 208 202

従業者教 (人) 552 482 474

地
積

＞

農

面
＜

総 数 5.599 5,581 5,472 5,423 4,890 4,816 4,731 4,617 4,595 4,455 4,430

田 0 0 0 0 0 0 0

畑 5,599 5,581 5,472 5,423 4,890 4,816 4,731 4,617 4,595 4,455 4,430
り

＞

装
前

戸
地

１
農

出典:産業経済課資料(各年8月 1日現在)

【施策の方向】

□ 産業フェアなど、区民が区内産業にふれる機会を提供することによつて、産業に対する理解を深

めるとともに、次代を担う子どもたちの教育の場としての活用を図ります。

□ 農業が果たしている多面的な役割に対する区民の理解を深めるため、農業体験農園を開設する農

家を支援するなど、区民が農業にふれ、収穫の喜びを体験してもらえる機会を拡大します。
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ミミヽ F資ま二0殴力のるまち(街づくりと産業)

[区民の役割]

□ 区 内産業に対する理解を深め、

りしましょぅ。

近くの商店街を利用したり 区内で生産された農産物を購入 した

[ 事業者 の役割 ]

□ 地 域産業について区民の理解と協力を得ることができるよう
られる機会を提供しましょぅc

より多くの人々が区内産業にふれ

【計 画事 業】

農業体験農園事業

新たな農業経営手法として、農家の指導

まきから収穫までを体験する農業体験農園を開園する区
内農家に対して、施設整備費や運営費の一部を助成しま
す。
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基本 目標 2 快 適な生活を支える魅力あるまち (街づ くりと産業)

施 策 0 4  区 民 の キ ヤ リアア ップ と就 労 を支援 します

【施 策 を取 り巻 く現 状 と課 題 】

□ 中小企業の多い本区は、従来から景気変動の影響を受けや

すく、近年は、景気後退の影響によつて、雇用状況はより

一層厳 しさを増している状況にあります。

□ 本区では、雇用 ・就業マッチング支援事業として、区内に

設置した無料職業紹介所 「しごと発見ブラザかつしか」に

おいて、求職者を対象とした就職活動の支援や、事業所を

対象とした人材確保の支援に取り組んでいます。

ロ ハローワークとの連携のもと、就職面接会や就職支援セミ

ナーの開催などの支援にも取 り組んでいます。

□ 区内の製造業では、従業者の優秀な技能に支えられた製

品 ・部品が対外的に高い評価を得ているものの、事業所や

従業者数の減少傾向が続き、ものづくりに欠かすことがで

きない様々な技術や知識、知恵などの技術的財産の次世代

への継承が課題となつています。

図 「しごと発見プラザかつしか」の

仕組み

【施 策 の方 向】

□ 職を求める区民が個々の能力や適性などに応 じた職に就くことができるとともに、企業が必要と

する人材を確保できるよう、国や東京都などの関係機関との連携を強化 し、より効果的な就職支援

サービスを提供しますc

□ 区内製造業の操業環境や福利厚生、周辺地域への貢献度などを適正に評価 し、優れた工場や技術

者を認定 ・顕彰することで、企業のイメージ及び従業者の意欲の向上を図ります。

[ 事業者 の役割 ]

□ 区 内産業の次代を担 う人材の育成を積極的に推進 しましょう。

【計画事業】

事業名 事業内容

雇用 ・就業マッチング支援事業

専門職員が、区内及び近隣の企業を訪問し、求人情報の収

集や人材確保の相談を行 うとともに、収集 した求人情報な

どを区民に紹介し、就労を支援 します。また、求職者に対

して個別のカウンセリングや適職診断等を実施 し、適切な

職業の紹介を行います。
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窯 RF貧焦置貧率える魅力あるまちヾふミ慈ぶ慈ミ慈ふふふふふ黒慈黒ぶ黒ミふミふミ慈ミ (街づくりと産業)

―ヽ 一 ‐ヽドヽヽヽ ヽヽヽ ヽ|ヽヽヽ
、

多くの人で賑わ
ト

【政 策の概 要 】

よ り多 くの人 々 に区 内 を訪 れ て も ら うた めに、 全 国的 に も知名 度 の高 い観 光 資源
や地域 の特性 を活 か した観 光 ま ちづ く りを推進 す る とともに、観 光 客 の回遊性 の向
上や観 光 イベ ン トの充実 に取 り組 み ます。

また、各種 情報 媒 体 の活 用 や 民 間事 業者 との協働 な どに よ り、情報 発信 力 を強 化
し、本 区 に対 す る知名 度 の 向上 と国 内外 か らの新 た な観 光 客 の誘 客 につ な げて ぃ き
ます。

まちの魅力を高め、情報を広く発信し、
うようにします

【施策の体系】

政策 15 観光

まちの魅力を高め、情報を広 く発

信 し、多くの人で賑わ うようにし

ます

観光資源を活かした賑わいのあるまちに
します

観光文化センターのリニューァル

かつ しか観光プラン推進事業

地域ならではのイベン トにひかれ、多くの

人で賑わうようにします

観光PR事 業
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基本目標 2 快 適な生活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)

施 策 0 1  観 光 資源 を活 か した振 わ いの あ るま ち に します

【施 策 を取 り巻 く現 状 と課 題】

□ 本区は、映画 「男はつらいよ」の舞台として、

全国的にも有名な 「柴又帝釈天」や、漫画 「こ

ちら葛飾区亀有公園前派出所」の舞台となっ

た「亀有」、都内唯一の水郷景観を持つ 「都立

水元公園」、花菖蒲の名所として知られる 「堀

切菖蒲園」、昭和レトロを感 じさせる風情の立

石駅周辺の商店街など、豊かな観光資源に恵

まれてお り、区内外から多くの観光客を集め

ています。

□ 本区では、平成19年3月 に観光まちづくりの

めざすべき姿と、それを実現するための施策

の方向性及び観光振興プロジェクトなどを明らかにした 「かつしか観光プラン_を 策定し、地域の

賑わいづくりに寄与する、観光を基軸としたまちづくりに取 り組んでいます。

□ 葛飾区政策 ・施策マーケティング調査によると、区内が観光により賑わつていると思 う区民の害1

合は、平成19年度以降、
一

員して増加傾向にあり、平成23年度では27.7%、対平成19年度比で7.2

ポイント増加 しています。

□ 本格的な人口減少社会の到来に伴い、今後ますます都市間競争が激化 していくと見込まれる中、

全国的にも知名度の高い観光資源に恵まれている本区にとつて、観光は極めて重要な役害Jを担って

いるといえます。

<亀 有公国の両さん銅像 >

(C)秋本治・アトリエび―だま/集英社

(% )

30

20

10

0

25`0    256    2618    27.7

平成19 20  21  22 23年 度

図 区内が観光により賑わつていると思う区民の割合

出奥:「葛飾区政策口施策マーケティング調査」

<柴 又帝釈天> <都 立水元公園> <堀 切菖蒲園>
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魚で、まや (街づ くりと産業)
ン

【施 策の方 向】

□ 既存の観光資源に加え、自然環境や景観など、地域の特性を活かした観光まちづくりを推進 し、“
かつしか

"ら
しいまちの魅力を高めていきます。

□ 「寅さん」や 「こち亀」などの全国的にも知名度の高い人気キャラクターを活用した観光まちづ
くりを推進することにより、マスコミ等による情報発信の機会を増や し、本区に対する知名度の向
上と観光客の増加につなげていきます。

□ 本区の観光拠点施設である 「葛飾区観光文化センター」の機能や魅力を高め、柴又の娠わいづく
りと地域経済の活性化に貢献します。

□ 観光を点ではなく面として展開し、観光地としての魅力を高めるため、新たな観光資源の掘 り起
こしや観光ルー トづくりを推進 し、観光客の回遊性を向上させます。

□ 区内の各産業との連携を深め、地域産業資源を活用した産業観光の振興を図ることにより、区内
産業全体の活性化に寄与します(

基本目標 2

【計画事業】

観光文化センターのリニューァル

・観光文化センターの新たな入館者や リピーターを獲得する
ため、定期的な展示 リニューァルを行います。

かつしか観光プラン推進事業

・キャラクターを活かした観光振興事業や観光,レートの睡
など、「かっ しか観光プラン」を推進するための事業を戦

略的に実施し、区の観光地としての魅力を向上します。

67



基本 目標 2 快適な生活を支える魅力あるまち (街づくりと産業)

施 策 0 2  地 域 な らで はの イベ ン トに ひかれ 、 多 くの 人 で賑 わ うよ うに します

【施 策 を取 り巻 く現 状 と課題 】

□ 毎年 7月 下旬に開催される 「葛飾納涼花火大会」や、6月 上旬～

下旬にかけて堀切菖蒲園と都立水元公園で開催される 「菖蒲まつ

り」などのイベン トは、本区を代表する観光イベントとして広く

定着しており、区内外から多くの観光客を引き込み、本区の魅力

を広くPRす る絶好の機会となっています。

□ 近隣の墨日区押上・業平橋地区において、平成24年5月 に開業 (予

定)の 「東京スカイツリー」は、東京の新名所として、国内外か

ら多くの観光客が訪れることが見込まれています。今後、いかに本区の魅力を高め、情報発信力を

強化し、東京スカイツリーの観光客を区内観光に引き込んでいくのかが、観光振興を図る上での重

要な取組みテーマの 1つ となつています。

□ 「訪れたいまちJと してのイメージを形成するためにも、地元商店街や観光関係団体、マスコミ

などの民間事業者と協働 しながら、新たな観光事業の展開や観光客にとつてより魅力ある情報の発

信を継続的に実施 していく必要があります。

【施 策 の方 向】

□ 花火大会や菖蒲まつりなど、毎年多くの人々で賑わうイベン トの開催に加え、これに続く新たな

観光イベントの開発や、まち歩きなど身近に楽 しめる観光イベン トの充実を図ることで、継続的に

観光客を誘致するようにしますc

□ 東京スカイツリーの開業によつて見込まれる、国内外の新たな観光客を区内に引き込むため、多

言語化を含む情報発信力の強化を図りながら、観光マップやホームページなどの各種情報媒体によ

る、ターゲットを意識 した情報発信を継続的に実施していきます。

□ 多様化 ・高度化する観光客のニーズに十二分に応えることができるよう、民間事業者や地域のカ

と協働 し、緊密な情報交換や連携を図りながら、取組みを推進 していきます。

【計画事業】

事業名 事業内容

観光 PR事 業

国内外からの観光客の誘客を図るため、観光マップ ・ホー

ムページ ・観光P RttDVDな ど、各種媒体を活用し、区

の魅力を積極的に発信 していきます。

<葛 飾納涼花火大会>
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基本計画 (基本目標別計画部分)(案 )

政策 16 人 権 ・平和 ・ユニバーサルデザィン

区民一人ひとりの人権が尊重され、平和で暮らしやすぃ社会を築きます

政策 17 地 域活動

区民の地域活動への参画をすすめ、住民が主人公 となるいきいきとした地域づ くりを
進めます

政策 18 文 化 ・国際

地域に根差 した文化と芸術を育み、多文化を理解する地域社会をつくります …………………… 11

政策 19 学 校教育

子どもの生きる力と個性を伸ばし、自ら考え判断できる能力を育てます … ・…………….……・16

政策 20 地 域教育

学校 ・家庭 ・地域の連携により、青少年の健全育成を図るとともに、豊かな教育環境を
つくります

°…………2 5

政策 21 区 民学習

生涯にわたり主体的に学習を続けられるようにします ・…………………………… 3

政策 22 ス ポーッ

生涯にわたリスポーッに親 しめるようにします ………………………………………・35

資料 3-3

笠 涯学習とお、れあい)





基本目標 3 豊かな区民文化を創造 しは、ぐ【むまつ (生涯学習とお、れあい)

区民一人ひとりの人権が尊重され、平和で暮らしやすぃ
＼

社会を築きます

区民 一 人 ひ と りの人権 が尊 重 され る社 会 をつ くるた めに、男 女平等 の推 進 や 、配
偶者 等 か らの暴 力 、セ クシ ュァル ・ハ ラス メン ト、高齢者 や 障害者 、子 ども等 に対
す る人権侵 害 の防止 、 同和 問題 へ の対応 な ど、様 々な人権 問題 に対 して啓発 活 動 を
進 め る とともに、 D V 被 害 の防止 や被 害者 に対す る支援 等 に取 り組 み ます。

また 、多様 な人 々がそれ ぞれ 抱 え る困難 さを理解 し、互 い に助 け合 え る よ うな風
土 を醸 成 す る とと もに、ュ ニバ ー サル デ ザ ィ ンの考 え方 を取 り入 れ た環境 の整備 を
行 います。

【施策の体系】

政策 16 人 権 ・平和 ロュニバーサ

ルデザィン

区民一人ひとりの人権が尊重 さ

れ、平和で暮らしやすぃ社会を築

きます

すべての人の基本的人権が尊重され、男女
が対等な立場で協力し合えるようにしま

す

仕事 と生活の調和 (ワーク ・ライ

フ ・バランス)応 援事業

人権 ・男女平等啓発情報発信事業

配偶者暴力防止事業

世界平和を願い、核兵器廃絶を望むように

します

すべての人にとって使いやすぃデザィン

や しくみが随所に取 り入れ られるように

します

鉄道駅エ レベーター等整備費助成

事業

バ リアフリー事業

歩道勾配改善事業



基本目標3 豊 かな区民文化を創造しはぐくむまち (生涯学習とふれあい)

施 策 0 1  す べ て の 人 の 基 本 的 人 権 が 尊 重 され 、 男 女 が 対 等 な 立 場 で 協 力 し

合えるように します

【施 策 を取 り巻 く現 状 と課題 】

□ 女性、高齢者、障害者、外国人などに対する

偏見や差別、同和問題、配偶者等からの暴力

(ドメスティック ・バイオレンス)や 、児童

虐待、高齢者虐待など、様々な人権課題があ

り、政策・施策マーケティング調査によると、

約 3人 に 1人 の区民が、日常生活の中で差別

があると感 じています。

□ 男女平等に関する意識と実態調査によると、

特に職場や政治の場、社会通念 ・慣習などの

面で、男性が優遇されていると考える区民が

多くなっています。全体的な男女平等観とし

ては、区民の約 6割 が男性が優遇されている

と感 じています。

女性が

優遇さ

れてい

る

1 . 1 %

わから

ない

14.2%

男性が

優遇さ

れてい

る
12.0%

やや女

性が優

遇され

ている
3.4% やや男

性が優

遇され

ている

51.9%

平等で

ある
15.8%

図 全体的な男女平等観

出典:「男女平等に関する意識と実態調査報告」(平成22年)

□ 政策 ・方針などの意思決定の場への女性の参

画に努めてきましたが、本区の審議会等の女性委員の害J合は 24.4%(平 成 22年 度)に とどまって

いますc

□ 配偶者等からの暴力 (ドメスティック ・バイオレンス、DV)に ついては、身体的暴力だけでな

く、精神的暴力や性的暴力、経済的暴力なども含まれ、意識啓発や支援の充実が求められています。

□ 国立社会保障 。人口問題研究所 「第14回出生動向基本調査 (夫婦調査)」では、就労している女性

のうち第 1子 出産を機に約 6割 が退職 しています。また、職場の雰囲気を理由に育児休業取得を断

念する男女も多くみられ、現実には男性は仕事を、女性は家庭生活を優先してお り、男女ともに生

活の中での優先度では希望と現実に大きなギャップがあり、仕事と生活の調和 (ワーク ・ライフ ・

バランス)の 推進が求められています。

【施 策の方 向】

□ 区民一人ひとりが互いの人権を尊重する社会を実現するために、あらゆる偏見や差別、同和問題

など、人権に関する課題について、区民の理解促進を図ります。

□ 男女が社会の対等な構成員として、互いの人格を尊重 しあい、その個性と能力を十分に発揮 し、

協力し合 うことができるよう、区民の理解促進を図るとともに、政策 ・方針決定過程への女性の参

画を推進 しますc

□ 配偶者暴力やセクシャル ・ハラスメント、児童虐待や高齢者虐待など、あらゆる暴力の防止に向
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けて、社会全体で取り組めるよう、啓発を進めるとともに、配偶者等からの暴力を早期に発見 し、
被害者の安全確保 と、本人の意思を尊重 した継続的な支援のしくみづくりを進めます。

□ 誰もが仕事と家庭を大切にした質の高い暮らしを営むことができるよう、ヮーク ・ライフ ・バラ
ンスの実現に向けた社会的気運の醸成を図 ります。

[ 区民の役 割 ]

□ 区民一人ひとりが、互いの基本的人権を尊重することで、明るく住みやすい社会づくりに取 り組
みましょぅ。また、男女が互いの違いを認めつつ、ともに協力し合 うことで、平等な立場で社会参
画を進めましょぅ。

[ 事業者 の役割 ]

□ 企業 ・団体は、募集ゃ採用、配置、昇進、教育訓1練等について、性別や出身などの違いで差別を
することなく、等 しく就労できる環境を構築 しましょぅ。また、仕事と生活の調和を実現するため、
個々の企業の実状に合った効果的な進め方を労使で話し合い、自主的に取り組みましょう。

【計画事業】

仕事と生活の調和 (ワーク ロライ

フ コバランス)応 援事業

一人ひとりが望む 「仕事」と 「仕事以外の生活 (子 育てや

親の介護、自己啓発、地域活動など)」の調和について、
社会的気運の醸成が図られるよう、男性の家事 ・育児 ・介
護等参画促進イベン トや企業向けセミナーの開催等を行
います3

人権 ・男女平等啓発情報発信事業

・男女平等や同和問題など人権に関する問題への理解を深め
るため、人権についてゎかりやすい啓発紙を区内全戸配布
するとともに、事業所向け啓発紙や男女平等をわかりやす
く記 した冊子を作成 ・配付 します。

配偶者暴力防止事業

・あらゆる暴力の防止に向けて、社会全体で取 り組めるよう、
配偶者暴力の防止及び被害者保護に関するパンフレット
の作成や講演会等を実施 し、区民の意識向上を図 ります。
また、DV被 害者支援の総合相談窓日として、配偶者暴力

聟談支援センターの機能を整備 します。



基本目標 3 豊 かな区民文化を創造しはぐくむまち (生涯学習とふれあい)

施策 02 世 界平和 を願い、核兵器廃絶 を望むよ うに します

【施 策 を取 り巻 く現 状 と課題 】

□ 昭和58年に 「非核平和都市宣言Jを行い、

核のない世界への想いを区民と共有して

きました。

□ 区は、これまで戦争の悲惨な体験を若い

世代に引き継ぐための様々な取り組みを

行つてきましたが、戦後67年が経過 し戦争

体験者の高齢化が進んでいます。また、戦

( %
80

75

70

65

)
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平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

争を実体験として有していない世代が人    図 ヲト核平和について関心がある区民の割合
出典|「葛飾区政策・施策マーケティング調査」

日の約 8割 を占める中で、非核平和への関

心が薄れることが懸念されています。その

ため、今後も戦争の悲惨な体験を若い世代に引き継いでいくための取 り組みについて検討する必要

があります。

【施 策の方 向】

回 戦争犠牲者の冥福 と世界の恒久平和の確立を祈念する取 り組みを引き続き積極的に行っていき

ます。

回 戦争に関する貴重な記憶や体験を若い世代へ引き継ぐため、非核平和に関する啓発を続けていき

ますc

□ 被爆者の会の活動を引き続き支援するとともに、会員が高齢化 している現状に鑑み支援のあり方に

ついて検討 していきます。

[ 区民の役 割 ]

□ 平和の尊さを理角卒し、非核平和への関心を高めましょう。また、戦争経験者については、貴重な

記憶や体験を若い世代に引き継ぎましょう。



基本目標 3、
1豊コどな区民文!町を創造 しはぐくむまち (箕R挫 お、れあい)

施 策 0 3  す べ ての 人 に と っ

入れ られ る よ うに し

【施策を取 り巻 く現状と課題】

て使いやすぃデザィンや しく
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□ 平成19年に 「葛飾区ユニバーサルデザィ

ン推進指針」を策定 し、一人ひとりが尊重

され、だれもが安″いして暮らし続けること
のできる 「フトふれあう住みよいまちかっし

か」の実現を日指 してきましたが、政策 ・

施策マーケティング調査によると 「葛飾区

内で、ュニバーサルデザィンが取 り入れら

れていると思 う区民の割合」は20%前後に

とどまってぃます。

□ 平成18年に 「葛飾区交通バリアフリー基

本構想」、平成23年に 「葛飾区バリアフリ
ー基本構想 葛飾区新小岩駅国移動等円滑化基本構想」を策定し、駅を中″とヽとした地区を重点整備
地区として定め、駅ゃ道路、公共公益施設、商店街等を含めた一体的なバリアフリー化を進めてき
ましたc

□ 身の回りの不自由さゃ不便さを解消し、誰もが安全で快適に暮らすことのできるユニバーサルデ
ザインの考え方については、歩道勾配の改善やだれでもトイレ、ェレベーターの設置など、ハー ド
面の成果が得られてきた一方、誰もがわかりやすしや情報提供やサービスの利用 しやすさなど、ソフ
ト面のさらなる取 り組みが必要です。

【施 策の方 向】

回 区は、あらゅる事業の実施にあたって、計画 ・検討の段階からユニバーサルデザィンの考え方を
取 り入れるとともに、実施、評価、改善といった過程を経て、継続的な見直し (スパィラルアップ)
を行っていきますc

□ 高齢者や障害者、妊産婦、けが人をはじめ、全ての人の移動や施設利用の利便性、安全性の向上
を図るため、区民や公共交通事業者、国、東京都などと一体となって地域のバ リアフリー化を進め
ますc

□ 区民一人ひとりが、高齢者や障害者、子ども連れ、子ども、外国人などの多様な人々がそれぞれ
に抱える困難さを理解 し、さらに困ったときには声をかけあぃ、ぉ互い助け合えるような環境をつ
くることで、「フトのバ リアフリーJを 推進 します。



基本目標 3 豊 かな区民文化を創造 しはぐくむまち (生涯学習とふれあい)

[ 区民の役割 ]

□ 日常生活の中で、困つている人に気づき、助け合 うという 「フトのバ リアフリー」を進めましょう。

[ 事業者 の役 割 ]

□ 高齢者や障害者等が使いやすいサービスの提供や施設 ・設備のバ リアフリー化などを進めること

で、すべての人が生活しやすい環境の整備に努めましょうっ

【計画事業】

事業名 事業内容

鉄道駅エレベーター等整備費助成

事業

・すべての人が安″いして安全に移動できるまちづくりを実現

するため、鉄道事業者が区内鉄道駅において、「高齢者、

障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律 (バリアフ

リー新法)」に基づくエレベーター等の整備を行 う場合、

整備に要する経費の助成を行います。

バリアフリー事業

葛飾区バ リアフリー基本構想 (平成 23年 3月 策定)の 重

点整備地区に指定した新小岩駅圏において、区民や公共交

通事業者、国や都などと一体となり、駅や道路、公共公益

施設、商店街を含めたバ リアフリー化を進めます。

歩道勾配改善事業

区内20血 の道路に設定された特定経路注)について、歩道

の段差や勾配等を改善し、高齢者や障害者、車いす利用者

等、誰もが安全で快適に通行できる道路環境を整備 しま

す。

注)特 定経路

駅周辺と公共施設等を結ぶ利用者の多い道路。特に、高齢の方、障害のある方、車いすの方の利用の多い道路c
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基本目標 3姦ミ慈ふ慈ふ慈ミン慈慈ミン ぶミ慈慈慈ミ ド博摯ir熙 !“を創造しはぐくむまち鯉 生さ辿ユ 1,

区民の地域活動への参画をすすめ、住民が主人公となる
｀

いきいきとした地域づくりを進めます

安 心 で暮 ら しゃ す ぃ ま ちをつ くるた

住民 同士 の交流 が重 要 で あ る こ とか

【政策の概要】

区民 自 ら地域の様 々な課題 を解決 し、安全 ・

めには、地域住民 に よる自発的な 自治活動や、
ら、 これ らの地域活動 を支援 していきます。

【施策の体系】

政策 17 地域活動

区民の地域活動への参画をすす
め、住民が主人公となるいきいき
とした地域づくりを進めます

地域団体や市民活動団体の活動が積極的
に行われるようにします

利用しやすぃ地域活動の拠点を提供しま
す



基本目標 3 豊 かな区民文化を創造しはぐくむまち (生涯学習とふれあい)

【施 策 を取 り巻 く現 状 と課題 】

□ 本区には、平成23年4月 1日現在、238

の町会自治会があり、これらの連合体で

ある各地区自治町会連合会が、旧出張所

の管轄区域を基にした19地区に結成さ

れ、さらに19地区が集まり葛飾区自治町

会連合会を組織しています。これらの組

織では、防犯や環境美化、募金活動等の

福祉向上、お祭 りなどの親睦活動などが

行われていますc

□ 地域住民による自発的な自治活動や相

施 策 0 1  地 域 団体 や市 民活動 団体 の活 動 が積極 的 に行 わ れ るよ うに します

( %
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一

― NPO・ ボランティアなどの市民活動

23.4    _ふ  _           23.6
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図 地域活動、市民活動に参加している区民の割合

出典:「葛飾区政策口施策マーケティング調査」

互協力は、安全 ・安心なまち、暮らしやすいまちをつくる上で不可欠であり、平成23年3月 の東日

本大震災では、地域コミュニティの重要性が改めてクローズアップされました。このため、これま

で以上に、災害時における助け合いをはじめ、子どもや高齢者を狙つた犯罪を防ぐための地域の見

守 りなどの共助活動が求められています。

□ 地域活動を推進するリーダーの固定化や高齢化、近隣関係の希薄化が進んでいます。

□ 政策 ・施策マーケティング調査では、最近 1年 間に地域活動に参加 したことがある区民は、約 2

害1にとどまつていますc

□ 国または都の認証を受けた主たる事務所の所在地を葛飾区内におく特定非営利活動法人 ( PヽO法

人)の 数は、平成15年度末の22団体から、平成22年度末の98団体へと、 7年 間で約4.5倍に増えて

います。

□ 市民活動支援センターでは、市民活動団体や市民活動に関心がある、あるいは行いたいと考えて

いる区民の方に、市民活動に関する相談や講座などを実施 しています。

【施 策の方 向】

□ 地域の課題解決には、地域と区が連携することが不可欠であり、まちづくり懇談会や地区まつ り

の支援、地区ニュース発行など、引き続き、地域活動の活性化のため、様々な側面支援を進めます。

また、葛飾区自治町会連合会や関係各課と連携 し、自治町会での地域活動や人づくりの支援を行い

ます。

□ 市民活動支援センターを市民活動に関する相談 ・支援を行 う拠点として、引き続き設置し、各種

支援事業を通じて、市民活動の活性化を図ります。

□ 区民と行政との協働を促進するため、庁内の連携を強化 していきます。

8



豊かな区民文化を創造 しょ 魚く空さ|(生 涯学習とお、れあい)

[ 区民の役 割 ]

□ 地域で発生する様々な課題に対 し、地域自らが課題を解決できるよう、そこで生活する人々が知
恵と力を結集 し、行動 しましょぅcま た、地域団体等の市民活動に関心を持ち、各人の能力に応 じ
た役割を担 うなどできることから協力 しましょぅ。

[ 事業者 の役害け]

□ 地域の一
員としての立場もあることを認識 し、協賛活動やボランティア活動など、様々な地域

活動への積極的な参画 ・協力を″心がけ、実行 していきましょぅ。

9



基本目標 3 豊 かな区民文化を創造 しはぐくむまち (生涯学習とふれあい)

施策 0 2  利用 しやすい地域活動の拠点を提供 します

【施 策 を取 り巻 く現 状 と課 題 】

□ 平成20年度に、地区センター、集会所、敬老館、

社会教育館について、世代を超えて、身近な趣味や

スポーツ、学習、憩い、交流などの機会をより多く

持てるよう、設置目的や利用対象、利用方法を整理

し、新たな地域コミュニティ施設として、地区セン

ター、集い交流館、憩い交流館、学び交流館を開館

しましたc ま た、公共施設予約システムの運用を

(千人 )
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平成20年度 平 成21年度 平 成22年度

開始し、パソコンや携帯電話、区内各所に設置する
  図 地域コミュニティ施設年間利用者数

タッチパネルからも施設予約ができるようにし、示可       出 典:地域振興課資料

用者の利便性の向上を図りましたc

□ 地域コミュニティ施設の年間利用者数は、平成 20年 度の約 148万人から、平成 22年 度の約 162

万人に増加 し、地域コミュニティ施設の利用団体登録数は、平成 20年 度の 3,719団体から、平成

22年度の 6,631団体に増加 しています.

□ 地域コミュニティ施設の中には、利用率が低迷 している施設があり、より効果的 ・効率的な施設

のあり方を考える必要がありますc

□ 地域での集会施設や活動拠点となる自治町会会館の建設に対し、自治町会と連携 して支援を行っ

てきましたc

【施 策の方 向】

□ 地域コミュニティ施設を良好に保ち、地域活動や生涯学習の拠点として、区民に提供 していきま

す。

□ 自治町会活動が主体的かつ円滑に行われるよう、引き続き自治町会活動の拠点確保について支援

します。

10



基本目標 3 黒々ェ食緊尽基!ヒを副造しはぐくむまち〔年涯学習とふれあい)

ヽ

地域に根差した文化と芸術を育み、多文化を理解する ＼
｀

地域社会をつくります

【政 策の概 要 】

地域 の文化 ・芸術 が活性 化 され る よ うな文化 ・芸術 活 動 を推 進 します。 また、世
界 に開 かれ た地域 社 会 とな る よ う外 国人 区民 と 日本 人 区民 との交流 を深 め、お 互 い
の異 な る文化や習慣 を理解 しあ う地域 社会 をつ く ります。

【施策の体系】

政策 18 文化 口国際

地域に根差 した文化 と芸術を育

み、多文化を理解する地域社会を
つくります

区民の文化 ・芸術への参加意欲を高め、地
域文化 ・芸術を創造 します

文化芸術創造事業のまちかっ しか

推進事業

お互いの国の文化や習慣を理解 し、外国人
区民、日本人区民が共生する地域社会をつ

くります

多文化共生社会の推進

11



基本目標 3 豊 かな区民文化を創造 しはぐくむまち (生涯学習とふれあい)

施策 0 1  区民の文化 ・芸術への参加意欲を高め、地域文化 ' 芸術を離造

します

【施 策 を取 り巻 く現 状 と課題 】

□ 「かつしかシンフォニーヒルズ」「かめ

あリリリオホール」の2施 設を拠点とし

て、音楽や演濠1等をはじめとする様々な

催しが行われていますc

□ 音楽や演劇等をより親 しむための体験

講座や、区内の芸術家による展示、地域

コンサー ト等、年間約30事業行つていま

す。これらの事業には、平成22年度に延

べ約 5万 6千 人が参加 し、過去 3年 間の

区民参加率は5害1～7割 となっていま

すc
出典:文化国際課資料

□ 区民の自主的な文化活動への支援として、総合芸術祭典や合唱祭、秋の区民文化祭を毎年開催 し

ています。

□ 区内には郷上の歴史を伝える貴重な文化財が存在 しています。この郷上の歴史や文化を理解する

ために欠くことのできない文化財を登録文化財とし、そのうち特に重要なものを指定文化財 として

保存 ・活用に努めていますc注)

注)指定文化財、登録文化財
指定文化財は、文化財保護法 。文化財保護条例で保護の対象として指定されている文化財を指 し、登録文化財は、

指定文化財以外のもので、保存及び活用のための措置が特に必要とされるものを指す。

【施 策 の方 向】

□ 幅広い世代の区民が、観たい '聴きたいと思えるような音楽や演劇等の鑑賞事業を行います。ま

た、より多くの区民の参加意欲を高められるような、参加型 ・体験型事業等を展開するとともに、

区民が主体的に文化 ・芸術活動に取り組めるよう文化芸術活動の参加者や文化芸術活動団体と連

携 ・協働 して、地域の文化 ・芸術活動の活性化を図ります。

□ 地域の特性を活かし葛飾らしさが感 じられる独自の文化芸術を発信していきますc

□ 郷上の歴史や文化を理解 し、地域への愛着心や地域の魅力を高めるために、文化財の調査、保護、

活用を進めます。

12
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ふ ンンンン蕉遠慮慈k選設食f【民来Iヒを創造しはぐくむまち(涯 章習とお、れあい)

【計画事 業】

文化芸術創造事業のまちかっしか

推進事業

・多くの区民に文化芸術活動への参加機会を提供するため、
区民参加型事業として、かっしかォリジナル公募事業や公
募型文化芸術事業を実施 します。

13



涯学習とふれあい)
ン ン ン 慈 ン ン ミ ン ぶ ミ ン ン ン ン 慈 ミ ン ぶ ミン ミン ペ ぶ

施策 0 2  お互 いの国の文化や習慣 を理解 し、外国人区民、 日本人区民が
共生する地域社会 をつ くります

【施 策 を取 り巻 く現 状 と課題 】

□ 本区の外国人登録者数は、平成

23年4月 1日 現在、14,635人で、

地方自治体の中では、全国で17番

目、23区で12番目です。

□ 本区は、オース トリア共和国ウ

ィーン市フロリズ ドルフ区、中華

人民共和国北京市豊台区と友好

都市提携を結んでいるほか、マレ

ーシアペナン州とも友好交流を

行っていますc

(人)
18,000

16′000

14′000
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Ll′

12′780々 へ ヵ々ヵ
工41′牛■■~ ′十一-14′

635

比μ5311ノ671神上 晋

図 外国人登録者数 出典i戸籍住民課資料(4月1日現在)

□ 友好都市をはじめとする外国都市とは、文化やスポーツを通 じた国際交流を行っています。また、

区内ではそれぞれの国の文化や習慣の違いを理解 し合い、外国人区民にも暮らしやすい地域 となる

よう語学・多文化理解講座の開催や外国語による情報提供、外国人生活相談などを実施 していますc

□ 政策 ・施策マーケティング調査では、最近 1年 間に区内で外国人と交流をもつたことのある区民

の割合は約 1害Jですc

【施 策の方 向】

□ 外国人との交流を進め、外国の文化 ・習慣に対する相互理解を深めるために、語学講座や多文化

理解講座、国際交流まつり等を実施 し、外国人区民と日本人区民との交流を広げるとともに、地域

における国際交流活動を民間団体やボランティアと協働で推進 します。

□ 友好都市をはじめとする外国都市との交流を深めます。

[区 民の役割 ]

□ 主体的に国際交流活動に取り組み、外国人区民と日本人区民がお互いの文化や習慣を尊重 し協力

し合いましょう。
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基本目標3ミ
ミ

かな区民文化を創造しはぐくむまち (隼輝学習とバ、れあい)慈 ミミミ慈慈ミミミミ慈ミ慈慈ミミミミ巡ミミミ

【計画事 業】

多文化共生社会の推進

・外国人区民にとっても暮らしやすぃ地域となるよう生活に
役立つ情報の提供や各種文化紹介講座の開催、民間国際交
流団体に対する事業助成やボランティア活動に対する支
援を行います。また、友好都市をはじめとする外国都市と
の交流を深めます。

，
０



基本目標 3 豊 かな区民文化を創造 しはぐくむまち (生涯学習とふれあい)

子どもの生きる力と個性を伸ばし、自ら考え判断できる ト

能力を育てます                  ●

【政策の概要】

子 どもたちの生 きる力や学力、豊かな心 を育成す る と

ます。 また、学校施設 の老朽化や学校規模 の適正化 な ど

改築 を行 ってい きます。

ともに、体 力 の 向上 を図 り

を視 野 に入れ なが ら校 舎 の

【施策の体系】

施策 01

生きる力や基礎的な学力を身につけなが

ら、社会に対応できる能力を育みます

政策 19 学校教育

子どもの生きる力とイ固性を伸ば

し、自ら考え判断できる能力を育

てます

葛飾学力伸び伸びブラン推進校

若手教師塾

施策 02

社会生活のルールを学び、悩みを解決する

中で、心豊かな学校生活を送ることができ

るようにします

施策 03

運動を通じて体力を養い、心身共に健康で

健やかな体を育みます

こども体力向上プロジェク トの推

進

16



３標
一

目
一

本
一

基
ヽ

いきいきと学校生活が送れるよう、教育環
境を整えます

学校施設の改築

学校 トイレの改修

校庭の芝生化

中学校の夜間照明設備の整備
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基本目標 3 豊 かな区民文化を創造 しはぐくむまち (生涯学習とふれあい)

施 策 0 1  生 き る 力 や 基 礎 的 な 学 力 を 身 に つ け な が ら 、 社 会 に 対 応 で き る

能 力 を 育 み ま す

【施 策 を取 り巻 く現 状 と課 題 】

□ 小学校では、平成 23年 度より、中学校では平成 24年 度より新しい学習指導要領が全面実施とな

り、これまでの 「生きる力」をはぐくむという理念を継承 し、知識 ・技能の習得と思考力 ・判断力 ・

表現力等の育成のバランスを重視するという基本的な考え方が示されています。

□ 葛飾区教育振興ビジョン第 2次 では、「基礎的 ・基本的な知識 ・技能J「知識 ・技能を活用して課

題を解決するために必要な思考力 ・判断力 ・表現力等」「学習意欲 ・学習習慣」を確かな学力の要

素としています。

□ 本区が実施 した 「確かな学力の定着度調査」によると、基礎が身に付いている人数は、小学校4

年生から中学校 1年 生の間で6～ 7割 、中学校 2年 生以上で 5～ 6割 となつています。

□ 学力分布の傾向としては、成績上位層と下位層に分かれる二極化が進んでいます。また、地域間 ・

学校間で学習の到達度に差が出ていること、基礎的な学力を活用した応用力の育成に課題が見られ

ますc

□ 基礎学力が十分身に付いていない背景には、家庭での学習習慣が身に付いておらず、テレビやグ

ームに多くの時間を割いている現状があります。

□ 小学校や中学校に入学した際、学習や生活のリズムになじめず、学校不適応な状態が生じるケー

スが見られますcそ こで、小学校と中学校が連携を強化 して児童・生徒の個性や能力を伸ばす取組、

さらに幼稚園 ・保育園や家庭との連携を推進 していくことが必要です。

【施 策 の方 向】

□ 夏季休業 日の短縮や葛飾教育の日 (月1回 の土曜授業)に よる授業時間数の確保、夏季学習教室

や検定試験のためのチャレンジ教室など引き続き様々な学習機会の確保に努めます。

□ 児童 ・生徒の習熟度に応 じた指導を基本に、学校全体として個々の学習をサポー トする仕組みを

整備 し、児童 ・生徒の学力の向上を図ります。

□ 家庭と連携 して規則正しい生活習慣を確立し、学習時間を増やすための取 り組みを行います。

□ 教員の研修体制を見直し、経験年数や職層に応 じた研修内容とするなど、系統性を図り、授業に

すぐに役立つ内容にしていきます。

□ 教員の授業力向上を図るために、外部人材等を活用し、授業研究を通 したより実践的な研修をし

ていきますc

□ 9年 間の義務教育を円滑に進めていくため、小中の連携を強化します。また、小学校と幼稚園 ・

保育園や家庭との連携も進めます。

18



雲民Xrヒを創造しはぐくむまち (年涯学習とお、れあい)

[ 区民の役割 ]

□ 学校の授業等とあゎせて、家庭での学習習ll_Sを
身に付けるようにしましょぅ。

【計画事業】

葛飾学力伸び伸びプラン推進校

希望する学校において、学力向上に対する取組 (計画)を
作成 し、その取組を教育委員会が評価 し、評価に基づいた
支援を行います。

教員の授業力向上を目的とする小 ・中学校の若手教員を対
象にした若手教師塾を設置します。ここでは、学習指導力
や生活指導力など、教員に求められる力をさらに深め、効
果的な授業改善に結びつけます。

19



基本目標 3 豊 かな区民文化を創造 しはぐくむまち (生涯学習とふれあい)

施 策 0 2  社 会 生 活 のル ー ル を学 び 、悩 み を解 決 す る中 で 、 心豊 か な学校 生 活

を送 る ことが で き るよ うに します

【施策を取 り巻 く現状と課題】

□ 近年、社会の基本的なルールが守れない子どもや、良好な人間関係を築くことができない子ども

が増えています。このため、家庭と学校が連携しながら、児童 ・生徒の豊かな心を育成する必要が

ありますc

□ 本区の不登校児童 ・生徒

(30日以上欠席)は 、平成

22年度で353人発生してお

り、その原因は複雑化 ・多

様化しています。

□ 不査校児童・生徒のうち、

適応指導教室に通 う子ど

もたちは3割 未満であり、

学校からの連絡を拒否す

るなど、ひきこもりの状況

も少なくありません。この

ため、不登校の未然防止や

早期対応に努めるととも

に、個々の児童 ・生徒に応

じたきめ細かい粘 り強い

対応が必要です。

( % )
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平成17 22年度

図 不登校児童数の出現率 (′卜学校)

出典:文部科学省「児童口生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」
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□全国  回 東京都  □ 葛飾区

平成17 22年度

図 不登検生徒数の出現率 (中学校)

出典:文部科学省「児童・生徒の問題行動等生徒指導上の話問題に関する調査」

【施策の方向】

□ 児童 ・生徒の豊かな心の育成には、家庭 ・地域との連携が不可欠であり、家庭や地域の教育力の

重要性を啓発し、連携した取組を行います。

□ 区内全小 ・中学校に配置されているスクールカウンセラーを活用しながら、教育相談体制の組織

的な対応を図るとともに、教育委員会として、巡回スクールカウンセラーや、スクールソーシャル

ワーカー等からなる学校問題解決チームの活動を推進させ、区全体の教育相談体制の充実を図りま



豊かな区民文化を創造 し!まぐ【せ意■ 鯉 予習とふれあい)

す 。

□ 望ましい人間関係の構築や社会に生きてぃく上で必要な資質を身に付けるため、自然体験や集団
生活を通 して、基本的な生活習慣や公衆道徳などを学ぶことが大切です。本区では、移動教室や体
験学習の実施を通 して、豊かな人間性や社会性の育成を目指 します。

□ 豊かなフいゃ人間性を育むために、あいさっ運動を推進 します。

□ 中学校 2年 生を対象とした職場体験を通 して、社会の一
員としての自覚や自立、社会参加を促す

とともに、社会への貢献意欲、職業意識の向上を図 ります。

[ 区民の役割 ]

□ 社会性や豊かな人間性を養 うために、子どもたちに様々な経験を積ませましょぅ。

[事 業者 の役割 ]

□ 職場体験など子どもたちの社会参加を促す学習支援をしましょぅ。

基本目標 3

■
■

９

々



基本目標3 豊 かな区民文化を創造しはぐくむまち (生涯学習とふれあい)

施 策 0 3  運 動 を通 じて 体 力 を養 い 、 心 身 共 に健 康 で 健 や か な 体 を育 み ま す

【施 策 を取 り巻 く現 状 と課題 】

□ 本区の児童 ・生徒の体力は、平成22

年度の全国体力調査結果では国や都

と比較 して低い傾向にありますc

□ 運動をする児童 ・生徒としない児

童 ・生徒の二極化が起きていますc

□ 体力低下の原因の 1つ に、児童や生

徒が、テレビを見る時間やゲームを

する時間が増えたことにより、外で

思い切 り体を動かす習慣が減ってき

ていることが考えられますc

□ 体力の向上について、子どもも大人

も意識を高め、運動の機会を増やす

こと、子どもたちに運動の楽 しさや

できる喜びを体験させることが必要です。

(点)
□全国 □ 東京都 □ 葛飾区
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小学5年生男子 小学5年生女子 中学2年生男子 中学2年生女子

図 児童 ・生徒 の体 力合計 点の平均値 (80点 満点 )

出典:文部科学省「全国体カロ運動能力、運動習慣等調査」

(平成 22年度)

【施策の方向】

□ 児童 ・生徒の運動する機会を増やし、体育科の授業を充実することで、運動する喜びを味わわせ、

運動好きの子を育てますcま た、優れた運動能力を持っている児童 ・生徒の能力を伸ばしていきま

す。

[ 区民の役割]

□ 体力の向上について、意識を高め、子どもたちが運動する機会を増やしましょう。

【計画事業】

事業名 事業内容

こども体力向上プロジェク トの推

進

児童 ・生徒の体力向上のため、体育専科講師を配置し、体

育の授業の充実を図るとともに、運動する機会を増や し、

体を動かすことが好きになるよう、定期的な記録会の開催

や中学校スポーツ重点支援校を設けます。

ワ
コ

９
コ



―ト ン ンンンンンンン種鰈投 軽貧=■、【生涯宇習とお、れあい)

施策 04 ぃ きぃきと学校生活が送れ るよ う、教育環境 を整えます

【施 策 を取 り巻 く現 状 と課題 】

□ 学校施設については、その多くが昭和30年

代から昭和40年代にかけて建築されたもの

であるため老朽化が進んでおります。そのた

め、計画的な改築や保全が必要となってぃま

すc

□ 学校の トイレは、全部で163系統ありますが、
平成23年度末までに97系統を改修 してきま
したc今 後は、残ってぃる未改修の トイレの

計画的な改修が求められます。

□ 小学校においては、校庭の芝生化を進めて

きましたc芝 の維持管理のため、PTAや 地

域の方々による組織の立ち上げが必要ですc

□ 中学校では、部活動の支援や災害時の対応などを目的に校庭の夜間照明設備設置を進めています。
本事業の継続にあたっては、近隣の方々のご理解が必要ですっ

□ 本区が実施 した 「確かな学力の定着度調査」では、学校に行くのが楽しいと感 じている小学4年～ 6年 生の平均が79.7%、中学 1年～ 3年 生の平均が78.30。となってぃます。

【施 策の方 向】

□ 子どもたちが安全かっ安フトして学校生活を送れるよう教育環境を充実してぃきます。
□ 学校施設の老朽化や現在の多様化 した教育エーズに適切に対応 していくため、将来の児童 ・生徒
数を踏まえ、学校規模の適正化なども視野に入れながら、校舎の改築 ・改修を行ってぃきます。

□ 児童 ・生徒から親 しまれる使いやすぃ トィレヘの改修を進めるとともに、地域の理解や協力など
の態勢を整えながら中学校の夜問照明の設置や小学校の芝生化などの教育環境の整備を行ってぃ
きますc

( % )
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60

40
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0

_   小 学校       中 学校

図 学校に行くのが楽しい害,合
出典:「確かな学力の定着度調査」(平成 23年度)

注:「とても」「まあ」「あまり」「まったく」の回答のうち、「とて
も」「まあ」の肯定的な回答をした児童=生徒の割合。
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基本目標 3 豊 かな区民文化を創造 しはぐくむまち (生涯学習とふれあい)

【計画事 業】

事業名 事業内容

学校施設の改築

・適切な学習環境を確保できるよう学校規模の適正化などを

視野に入れながら、学校施設の改築実施計画を策定し、計

画的に改築を進めます。

学校 トイレの改修

学校 トイレを快適にするため、和式便器から洋式便器への

取替え等の改修工事を行います。

校庭の芝生化

・ヒー トアイランド対策及び砂塵対策、また、子どもたちが

のびのびと校庭で遊ぶことができる環境を整備するため、

校庭の芝生化を進めます。

中学校の夜間照明設備の整備

・夜間照明を設置することにより、学校の部活動や地域住民

によるスポーツ活動の環境整備を進めるとともに、災害発

生時の夜間避難所の照明手段として活用することを目的

に、中学校に夜問照明を設置します。

24



匡熙 を創造しはぐくむまち (生涯学習とお、れあい)

【政 策の概 要 】

子 どもの健 全 な成 長 を促 す た めに、家庭 にお け
の生活 習慣 の改善 を支援 し、人格形成 の基本 とな

また、学校 、家庭 、地域 が連携 す る こ とで、子
超 えた交 流 を経験 させ 、地域 に愛 着や 誇 りを持 て
長や 自立 を支援 す る環境 づ く りを進 め ます。

学校 口家庭 ・地域の連携により、青少年の健全育成を
図るとともに、豊かな教育環境をつくります

＼

る 「早寝 ・早 起 き、朝 ごはん」 等
る明 るい家庭 づ く りを推進 します。
どもた ちに多様 な体験 ゃ 世代 間 を

るよ う社 会 全 体 で子 どもた ちの成

【施策の体系】

政策 20 地域教育

学校 口家庭 ・地域の連携により、

青少年の健全育成 を図るととも
に、豊かな教育環境をつくります

青少年のための活動機会を整え、活発に活
動できるようにします

学校 ・家庭 ・地域の連携により、豊かな教
育環境をつくります

学校地域応援団

家庭教育を支援し、親子がともに学び育ち
あえるようにします

25



基本目標3 豊 かな区民文化を創造しはぐくむまち (生涯学習とふれあい)

施 策 0 1  青 少 年 の た め の 活 動 機 会 を 整 え 、 活 発 に 活 動 で き る よ う に しま す

【施 策 を取 り巻 く現 状 と課題 】

□ 青少年の健全育成のため、青少年育成地区委員会や青少年委員などが中″いとなり、学校と地域の

連携を深めながら、子どもたちを対象とした事業の実施や地域の行事、活動への参画を促進 してき

ました。

□ 青少年の犯罪や不良行為は、少年犯罪行為者数、少年不良行為者数ともに増加減少を繰 り返 して

いますc

□ 地域が主体となつて行 う、わくわくチャレンジ広場が定着し、子どもと大人の交流が深まってい

ます。

□少年犯罪行為者数 □少年不良行為者数
(人)

5,000

4′000

3′000

2′000

1,000

0

平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年

4′248    4′ 1043′900 3′760 同  呂 「 3,709

図 少年犯罪行為者数、少年不良行為者数

出典:葛飾警察署、亀有警察署資料

注i犯罪行為者には 14歳未満の少年(触法少年)を含む。

図 わくわくチヤレンジ広場登録児童数、児童指導サポーター数
出典:地域教育課資料

日登録児童数   □ 児童指導サポーター数
(人)

12′000

10′000

8′000

6′000

4,000

2′000

0

9,901    10'294   1o,|ュ 5

8,793    9,119

′509 1  1 1 , 4 1引 1 1′34 9 1  1 1 , 3 7 9 1  と,3 5

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度
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基本目標3ミ 豊かな区民文化を創造しはぐくむまち (車輝学習とお、れあい)

【施 策の方 向】

□ 青少年には、学校や家庭だけでなく、地域での様々な体験 ・活動への参加がその成長にとって重
要ですc青 少年の居場所づくりや地域活動への参画の促進、体験活動の機会の提供など、地域の
人々ゃ学校、関係機関と協働することによって、青少年の育成に取 り組みます。

□ わくわくチャレンジ広場が、すべての児童にとって、安全で安心な居場所となるよう対象学年を拡
大するとともに、学習、文化 ・スポーッ指導を実施 します。

[ 区民の役割 ]

□ 青少年の居場所づくりや、地域活動への参加を促すなど、地域で青少年の育成に取 り組みましょ
つ。
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【施 策 を取 り巻 く現 状 と課題 】

□ 平成18年12月に教育基本法が改正され、

「学校、家庭及び地域住民その他の関係者

は、教育におけるそれぞれの役割 と責任を

自党するとともに、相互の連携及び協力に

努めるものとするc」と学校 ・家庭 ・地域

の連携が強化されることになりました。

基本目標 3 豊 かな区民文化を創造 しはぐくむまち (生涯学習とふれあい)

施 策 0 2  学 校 ・家庭 を地域 の連 携 に よ り、豊 か な教 育 環境 をつ く ります

( % )
25  T

20

15

10

5

0

19.3     18.2 20.3
17.8

平成19年度平成20年度平成21年度平成22年度平成23年度

□ 少子化に伴う学級数の減少により、 指 導  図 過去1年間に学校の行事やボランティア活動等

に行つたことのある区民の割合に当たる教員も減少し、部活動の指導に困
出奥:「葛飾区政策口施策マーケティング調査」

難が生じています。また、教員の異動によ

り、部活動の感間を引き継ぐ教員がいなくなるという事態も生じてお り、部活を維持 していくこと

が年々難 しくなってきています.

□ 核家族化や少子化など、子どもたちを取 り巻く状況が変化する中で、地域 とのつながりは希薄と

なりがちであり、子どもたちが様々な交流を通じて、社会性を身につける機会が少なくなっていま

す。このため、学校と家庭の連携、さらに地域社会の様々な人や団体との協働が求められています。

【施 策の方 向】

□ 部活動の継続や家庭や地域の教育力の向上、地域一体となつた学校支援を行 うために、学校、保

護者、地域、ボランティアグループ等の連携を強化 し、学校支援活動の輪を広げていきます。

□ 地域と学校が一体となつて学校の教育活動を支える学校地域応援回の取 り組みを進めます。

[ 区民の役割 ]

□ 学校行事やPTA活 動等に積極的に参加 し、学校の取 り組みに対する理解を深めましょう。また、

学校地域応援団などの活動に協力し、地域で学校を支えましょう。
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基本目標 3 豊空ェ貧区民文4しを創造 しはぐくむまち 鑽 冒←お、れあい)

【計 画事 業】

・学校ごとに、学校運営を支援する F享校地域応援団|を 設
置し、児童 ・生徒の学習支援や教育環境の整備、安全活動
等に、地域と学校が協力して取り組みます。具体的な活動
を行 うにあたっては、各学校に、地域の協力を得て行 う支
援活動の企画や運営を協議する 「地域教育協議会」を設け、
活動日程や地域の人 ・団体との調整を行 う 「地域コーディ
ネーター」を委嘱 します。

・順次事業を拡大し、全小 ・中学校への設置を目指 します。

学校地域応援団の し<み

地域ヨーディネーター

本学校とボランティァ弱問を
調整します

支 援 活 動  ポ ランティア (保護者 ・撤 め ヵ

C痔韓郵節働o蓬

申 嘩
 鍔 韓

ヾ韓諦韓 ミ
 ンン

的 難

O地域とo交流   な ど
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基本目標 3 豊 かな区民文化を創造しはぐくむまち (生涯学習とふれあい)

施策 03 家 庭教育 を支援 し、親子が ともに学び育ちあえるように します

【施 策 を取 り巻 く現 状 と課題 】

国 家庭教育は、基本的な生活習慣、

生活能力を育む学びの出発点で

す。 しかし、少子化や、核家族

化をはじめとする家庭環境の変

化、地域 との繁がりの希薄化等

を背景とし、家庭の教育力の低

下が指摘されていますc

家庭の教育力を向上させていく

ためには、家庭の力のみならず、

地域全体で支えるしくみづくり

が必要ですc

( %
90

80

70

60

50

-9時 30分 までに就寝 ( )

ン韻10時 までに就寝(高学年)

80,3

平成20年   平 成21年   平 成22年   平 成23年

図 就寝時刻の変化 出 典:「生活点検調査」

□ 児童や生徒の中には、朝食をしつかりと食べない子がいるほか、テレビを見る時間やゲームを

する時間が長いなど、生活習慣に問題を抱えている子もいます。

【施策の方向】

□ 「かつしか家庭教育のすすめ」を小 ・中学校の入学時期の保護者説明会、青少年育成地区委員会で

の学習会などで配付、説明し、学校・地域と連携した家庭教育支援を進めます。

□ 学力向上や健全育成のためには、基本的生活習慣を身に付けることが大切であり、「早寝・早起き、

朝ごはん」「ノーテレビ・ノーゲームデーJな ど保護者への啓発を推進し、家庭教育の充実を図り

ます。

□ PTA・ 保護者、地域の子育て団体 ・サークルなどが自主的に家庭教育を学べるよう、学習機会

の拡大や、情報提供などの支援を行つていきます。

[区民の役割]

□ 家庭において、子どもたちに、早寝 ・早起きの習慣を身に付けさせ、「朝食はしっかり食べる」、「テ

レビを見る時間やゲームをする時間を予め決めておく」等の基本的生活習慣を確立するとともに、

家庭での体力づくりや学習習慣を定着させましょう。
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基本目標 3
照 薫 熊 | (生涯学習とお、れあい)

生涯にわたり主体的に学習を続けられるようにします

【政 策の概 要 】

多様 な学 び の場 の整備 や機 会 の拡 充 、 区民 の

地域 の 中で学 び の輪 を広 げ、 区民 が生涯 にわ た
します。 また 、 区民 の学 び の成 果 をボ ランテ ィ
うな しくみづ く りを進 めます。

自主 的学 習活 動 へ の支援 を通 して、

り主体 的 に学 習 を続 け られ る よ うに

ア活 動や 地域 の活動 に発 揮 で き る よ

【施策の体系】

政策 21  区民学習

生涯にわた り主体的に学習を続け

られるようにします

施策 01

多様な学びと交流の機会を整え、自主的な

学習活動を支援します

かつ しか区民大学事業の推進

郷土と天文の博44」館常設展示等の

リニューァル

多様な手段で、図書サービスを受けられる
ようにします

地区図書館の整備
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基本目標3 豊 かな区民文化を創造しはぐくむまち (生涯学習とふれあい)

施 策 0 1  多 様 な 学 び と交 流 の 機 会 を 整 え 、 自主 的 な 学 習 活 動 を支 援 しま す

【施 策 を取 り巻 く現状 と課題 】

□ いつでも、どこでも、だれ

でも、いつまでも学ぶことが

できるように多様な学習事

業を実施 しています。

□ 区民の生涯学習の場として、

郷土と天文の博物館、図書館、

地区センター、学び交流館な

どがあり、それぞれ活用され

ていますc

□ 郷土と天文の博物館には、

地域の自然と歴史、文化を学

ぶ郷土展示室と、宇宙への夢を育み、関心を高めるプラネタリウム、天体観測室等があり、平成 22

年度には 7万 人を超える利用がありました。

□ 区民の多様な学習ニーズに応えるために、平成22年4月 に 「かつしか区民大学」を開校し、22年

度は、33コース57講座を実施 し、延べ9,974人の区民が受話 しました。

【施 策の方 向】

□ かつしか区民大学では、ふるさと葛飾への理解と関心を深める 「葛飾学」や地域の各種活動を担

う人材を育成する分野など、各種講座を充実するとともに、区民の参画 ・協働による運営を一層推

進 し、多様な学習機会を提供します。

□ 区民の自主的学習活動に対する支援を行っていきます。また、一人ひとりの学習を、個人の教養

や生きがいのみならず、人づくりやまちづくり、学校支援、地域福祉の向上に活かせるようにしま

す。

□ 郷上と天文の博物館では、体験的に学べる博物館 として、プラネタリウム番組の充実や特別展 ・

企画展等の開催、講座や各種イベントの実施を通 じ、幅広い層の利用促進を図 ります。

[区 民の役割 ]

□ 様々な学習の場を活用し、学んだ成果をボランティア活動など通じて地域社会に還元 しましょう。

(人)
120′000

100,000

80,000

60,000

40′000

20′000

0

19 20 21  22
年度

76′724_、̂ヱ0′623

5,640 6軌41ダ軌托4輝89 11′路祐空2
53′074「___51,9791   1 1   1 1   154′ 935

図 郷土と天文の博物館の入館者数

出奥i郷土と天文の博物館資料
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基本目標 3 豊44区民文すヒを創造しはぐくむまち蝶揮章F_←、ふれあい)

【計画事業】

かつしか区民大学事業の推進

区民の生涯学習を支援するために設けた学びのしくみ■か
つ しか区民大学」では、区が企画する講座、大学などの教
育機関との連携 ・協働講座、区民や団体が企画する講座が
あり、多様な学習の場として、区民の自己実現を支援 しま
す。

。また、様々な地域活動や市民活動の担い手 ・リーダーとし
て活躍 し、地域に貢献できる人材の育成に取 り組みます。

郷土と天文の博物館常設展示等の

リニューァル

固定化 されている常設展示をさまざまな要素を加 えた可動
式展示とし、新たな資料の追加ゃ展示内容の変更ができる
ようリニューァル します。また、最新の宇宙科学情報を定
期的に更新するなど、何度もrthれたくなる博物館にしま
す。

かつ しか区民大学の しくみ

理事会
°
曇奎筆濡畢だ暫涼零聾緊画、

事務局 【生涯学習課】

区民運営委員会
°
舎胃壇督畳

査震基番墨屋漏基
庁内連絡会

O区 企画講座の事業調整等

【重″点方針 】

1,多 様な学びによる自己実現
かつしか区民大学は、生涯を通 じて 「学びたい」
学習の場とし、区民の自己実現を支援 します。

2.地 域に貢献できる人材育成

という区民の声に応えた、多様な

様々な地域活動や市民活動の担い手 ・リ
人材の育成に取 り組みますc

3 区 民の参画、協働による運営

して活躍 し、地域に貢献できる

かつしか区民大学事業の実施や運営につし
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基本目標 3 豊 かな区民文化を創造 しはぐくむまち (生涯学習とふれあい)

施 策 0 2  多 様 な手 段 で 、図書 サ ー ビス を受 け られ るよ うに します

【施 策 を取 り巻 く現 状 と課 題 】

□ 平成21年、新たに金町駅前に中央図

書館を開設 しました。その他、地域

図書館 6館 、中央図書館の分館とし

て地区図書館 4館 、新宿図書センタ

ーを設置していますc

□ 幼児期からの読書の習慣づけや、読

書離れが進む中高生への啓発、ビジ

ネス ・医療 ・健康 ・福祉等の区民の

課題解決に役立つ情報の提供、電子

書籍等のデジタル資料への対応が課

題となっています。

図 図書・資料年間貸出点数

出典:中央図書館資料(図書・雑誌口CD・カセットゼデオ)

【施 策の方 向】

□ 地域経済の活性化につながる高度で専門的な情報の提供や、郷土愛を育むための地域関連資料の

収集 ・保存、所蔵資料のデジタル化、電子書籍の導入検討などを進めるとともに、レファレンスサ

ービスの充実やICTを活用したサービスの効率的な提供など、図書館サービスのよリー層の充実と

区民の利便性を高めますc

□ 乳幼児期から高齢期までの全ての世代の読書環境を整備 し、各年代に応 じて読書に親 しむことが

できる機会を増やします。また、地域で子どもの読書活動の推進を担 うボランティアの育成や、幼

稚園、保育園、小 ・中学校、高等学校等との連携を進めます。

【計画事業】

事業名 事業内容

地区図書館の整備

・中央図書館、地域図書館から比較的離れた地域に地区図書

館を整備 します。なお整備にあたつては、学校などの既存

施設を活用します。

34

(万冊 )
450
400
350
300
250
200
150
100
50
0

326    367

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度



基本 目標 3 豊 】々年区民文化を創造 しはぐくむまち (生涯学習とふれあい)

＼

生涯にわたリスポーッに親じめるようにします

【政策の概要】

区民それぞれ の体力や技術、興味 ・目的 に応 じて、「ぃっで も、 どこで も、だれ で
も、いつ まで も」 自分 にあった形 で定期的 ・継続的 にスポー ッに親 しむ ことがで き
るよ う、スポー ッ活動 に親 しめる機 会 を充実す る とともにスポーッ施設 を整備 しま
t c

【施策の体系】

政策22 スポーッ

生涯にわたリスポーッに親しめる

ようにします

施策 01

多様なスポーッの機会を提供 します

高齢者 ・障害者スポーツの推進

施策 02

スポーツを支える基盤を整備 します

スポーツ施設の新規開設
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基本目標 3 豊 かな区民文化を創造 しはぐくむまち (生涯学習とふれあい)

施 策 0 1  多 様 なス ポー ツの機 会 を提 供 します

【施 策 を取 り巻 く現 状 と課 題 】

□ 区は、幼児から高齢に至る区民の誰もが、

自分にあつた形で定期的・継続的にスポーツ

に親 しむことができる環境づくりに取 り組

んできました。政策 ・施策マーケティング調

査によると、日頃からスポーツを楽 しんでい

る区民は、約 3割 となっていますc

□ 各地域では、自治町会や青少年育成地区委

員会、体育指導委員 (スポーツ推進委員)、

( % )
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0

26.4   28.8
29.8   29,4

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度
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出典:「葛飾区政策口施策マーケティング調査」

かつしか地域スポーツクラブをはじめ各種

スポーツ団体などが、独自に、または相互に協力し、さらに指定管理者とも連携 して、地域住民の

スポーツ活動や健康づくりの活動を行つています。

□ 超高齢社会を迎えるにあたり、今後さらに、高齢者や障害者が気軽にスポーツをできる機会の提

供などの事業の推進が求められています。

□ 子どもの体力は、長期的な低下が続きましたが、ここ数年は下げ止まっています。文部科学省の

「全国体力 ・運動能力、運動習慣等調査結果」では、葛飾区の児童 ・生徒の体力は、全国や都の平

均と比べても低く、幼児期からの身体活動の習慣化が課題になっています。

□ 身近な地域でスポーツゃ文化活動が楽しめる、かつしか地域スポーツクラブが堀切 ・南綾瀬 。お

花茶屋地域と水元 ・西水元地域に設立されています。

【施 策の方 向】

□ 区民の誰もが、身近な地域で、それぞれの体力や年齢、技術、興味、目的に応 じて、自分にあつ

た形で定期的 ・継続的にスポーツに親 しむことができる環境を充実します。

□ 体力損」定会の実施と健康プログラムの提供により、継続的にスポーツを実施する啓発を進め、高

齢者や障害者が自主的かつ積極的にスポーツを行 うことができる環境を充実します。

□ 子どもの体力向上や心身の成長のために、幼児期から身体活動を習慣化するための取組みを行い

ますcま た、子どもが、家族や友人と一緒にスポーツを 「する」、「見る」、「話す」ことで、スポー

ツの楽しさや素晴らしさの理解を深めることができる機会を提供します。

□ 体育協会や体育指導委員 (スポーツ推進委員)、地域スポーツクラブなど地域の団体と指定管理者

が連携 ・協働 して、スポーツ活動の環境を充実していきます。
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ヒ1玉ぐKr吉 ち(生涯学習とお、れあい)

[ 区民の役割]

□ 生涯にわたって健やかな″心身を維持するために、幼児期から運動に親しむ習慣を身につけ、それ
ぞれの体力等にあった運動機会を持ちましょぅ。

【計画事業】

高齢者 口障害者スポーッの推進

・高齢者や障害者が自主的 ・積極白すに安′いしてスポ百ッを行
うことができる環境を整備 し、幸福で豊かな生活を実現で
きるよう、健康体操プログラムの提供や障害者指導員の養
成などを実施 します。
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基本目標 3 豊 かな区民文化を創造しはぐくむまち (生涯学習とふれあい)

施 策 0 2  ス ポー ツ を支 え る基 盤 を整 縮 します

【施 策 を取 り巻 く現 状 と課 題 】

□ 区内には、総合スポーツセンター体

育館をはじめ、陸上競技場、温水プー

ル、水元体育館や河川敷の野球場、球

技場、テニスコー トなど、体育施設が

33箇所あり、およそ年間200万人に利

用されています。

□ 今後も区民が安全、安′きにスポーツ
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  図 スポーツ施設の利用者数 出典:生涯スポーツ課資料

との連携 ・協働を行いながら、体育施

設の継続的なメンテナンスと計画的な改修が必要です。

□ 身近なスポーツの場として、区内の小中学校や旧学校の体育館や校庭を開放してお り、平成 22年

度には、体育館と校庭をあわせて約 70万人の利用がありました。

【施 策の方 向】

□ 既存の体育施設を維持するための適切な改修と管理運営を進めます。

□ 老朽化している水元体育館 ・温水プールの改築に併せて、水元高校跡地の一部を活用しながら、

水元中央公園全体をフィットネスパークとして整備 します。

□ 公園整備等の街づくり事業と連携 しながら、区民のスポーツ活動の環境を充実していきます。

【計画事業】

事業名 事業内容

スポーツ施設の新規開設

・老朽化 した水元体育館を改築するとともに、水元中央公園

及び都立水元高校跡地の一部を一体としたフィットネス

パークを整備するなど、区民が安全で快適にスポーツをで

きる体育施設を整備 します。
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